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訂 正 設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

図示 (A3)
図示 (A1)屋内運動場 共通詳細図（2）

化粧ケイカル板t=6

1
0
0

EXPゴム

125 125 125 125 125 125 125 125 125 125 125 125 125 125

手摺：φ60 H=1,300 SOP塗装

φ42.7 SOP塗装

支柱：φ48.6 ＠1,000 SOP塗装

手摺子：φ25.4 ＠125 SOP塗装

φ42.7 SOP塗装

1,0001,000 1,000

手摺：φ60 H=1,200 SOP塗装

φ42.7 SOP塗装

支柱：φ48.6 ＠1,000 SOP塗装

手摺子：φ25.4 ＠125 SOP塗装

控え支柱：φ42.7

SOP塗装

φ42.7 SOP塗装
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▼ FL

ビニル床シート

1
0

EXPゴム

根太鋼29X35X64Xt=1.6@300
大引鋼50X50Xt=1.6@900

点検底板

ゴムライナー

支持脚

9
00

@
90

0
@9

0
0

大引鋼50X50
補強根太鋼29X35X64Xt1.2

300 @300300@300

根太鋼 @300

大引鋼
根太鋼
構造用針葉樹合板

複合フローリング

4
50

1
8

15

空洞

300 120120

@900 900 @900

@
90

0
9
0
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6
0
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@
9
0
0

@300 300 300 300 @300

大引鋼 50X50Xt1.6@900
支持脚@900

床下点検口

600X600

@900@900

根太鋼29X35X64Xt1.6@300

補強根太鋼29X35X64Xt1.6

体育館用鋼製床 床点検口詳細図 体育館用鋼製床ポール支持基礎詳細図

床 仕様詳細図

控室階段 詳細図 キャットウォーク手摺 詳細図

150

支柱：φ42.7 SOP塗装

9
0
0

手摺子：φ25.4 ＠125 SOP塗装

下桟：φ42.7 SOP塗装

PL-9 溶接

手摺：φ48.6 SOP塗装

ササラＰＬ

[ 階段手摺 ]

壁仕様 詳細図

コーナーガード 詳細図

点検口

ダブルバー（目地部分）

野縁受

補強野縁受

取付チャンネル

シングルバー

9
00

900 900

壁面

12

化粧石膏ボードほか

7

75 75

75

【 木下地 】

コンクリート面：木胴縁組

（木レンガ）

75 75

75 90

130

20 150 15020
横45×24、縦45×40 ＠450

【 木下地 】
柱 ：90×90＠1,800

胴縁：21×36＠300

横60×45＠450、縦45×40＠300

9
0
0

300

SUSノンスリップ（ゴムタイヤ35d付）

ノンスリップ一体型

倒れ20

踏面：長尺塩ビシート t=2.5

蹴込：長尺塩ビシート巻上げ

モルタル30d下地（ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ6φ150×150)

300

ササラ：300×15

踏面蹴込：PL-4.5 折曲加工

BPL：15×350×150

A.BOLT：M16 L=400

1
0
0

1
2

ステージ階段（造作） 詳細図

20 150

75 75

75

125

50

ｺﾝｸﾘｰﾄ面：ｱｼﾞｬｽﾀｰﾍﾞｰｽ
ﾀﾃLGS(CW-25orCW-19)

難燃発砲ｳﾚﾀﾝ吹付t=2

(合板t=9+ｼﾅt=5.5)9､5.5

33.5（51）（51）33.5

(PBt=12.5+9.5)

（100+2）

12.5+9.5
65+2

260260260260260

1

2
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2 156

踏面：集成材t=36 UCL

（ﾉﾝｯｽﾘｯﾌﾟ溝加工）

蹴込：集成材t=25 UCL

1
,2

0
0

20

36
0

ステージ階段

控室階段

90
0〃

〃
1
5
0

15
0

〃
〃

45

巾木

12.5+9.5

ステンレスt=1.2 HL仕上
FL±0～天井

石膏ボード t=12.5+9.5

コーナーガードA（SUS製）

LGS65型

45

巾木

LGS下地or木下地

45×75集成材加工 CL塗装

コーナーR面

コーナーガードB（木製）
30 45

45

コーナーR面取り

シナ合板t=5.5 CL塗装

合板t=9下地

（有孔シナ合板t=9)

47

(合板t=9+シナ合板t=5.5)

9+5.5（9+12）

600角

アルミ型材

補強野縁CL

鍵付

アルミ枠表面仕上
陽極酸化皮膜
(アルマイト複合被膜)

W*

＊は別図による。

取付け用補強材

(ネジ・ビスにより

補強材に直接固定)

天井点検口 詳細図 塩ビ廻り縁 詳細図 天井開口補強要領図

木製カーテンボックス 詳細図

キャットウォーク

Ｗ＝200

Ｄ＝35

壁付け取り付けプレート

：PL-6 @600 SOP塗装

2-M12

Ｈ
＝

1
8
0

カーテンボックス：集成材 CL塗装

巾木：木製

1
0
0

EXPゴム

7

アリーナ控室

1005.5+9

シナ合板t=5.5

合板t=9下地

【 LGS100型下地 】

□-100×100補強

（H=5,000以内）

合板t=9下地

50 50

有孔シナ合板t=9

窓下（腰部分）

木製巾木

9
5.5

GW t=100(16kg品）充填50 50 9

黒寒冷紗裏張り

合板t=9+ｼﾅ合板t=5.5

木製見切

2
5

100+2
7

(合板t=9+羽目板t=12)

80

150

PB t=12.5(合板t=9+ｼﾅt=5.5)

耐水合板t=12

補強材

ポストフォームt=20

図
示

図示

LGS50型

補強材t=12以上

ﾋﾞｽ.接着剤併用

ポストフォームt=20

巾木：床材立上（見切金物）

図示

図
示

補強耐水合板t=12.0

H=100

化粧ケイカル板t=6
耐水合板t=12､LGS下地

35

3535

85

15

18
5

1
50

3
5

8
5

ス
テ
ー

ジ
開
口

5
,0
0
0

35

185

集成材t＝70加工 CL塗料

集成材t＝35加工 CL塗料

集成材t=35.50加工 CL塗料シナ合板t=5.5 CL塗料

シナ合板t=5.5 CL塗料

合板t=9下地

ス
テ

ー
ジ
天
井

高
5
,
90
0

UP

6 5 4 3 2 1

ﾌﾟﾛｾﾆｱﾑｱｰﾁ

集成材加工CL塗装

木製額縁

2
00

1
0
0

30
0

プロセニアムアーチ・木製額縁 詳細図ライニング 詳細図

LGS薄型（アジャスター工法） LGS65型(100型)

ステージ・控室木部：木下地アリーナ羽目板：木下地 アリーナ羽目板：LGS下地（ステージ・控室側） キャットウォーク木部：LGS下地

LGS100型

60

30 30

20 120

30

▼ FL

モルタル下地

3
0

直貼りフローリングt=18(ｸｯｼｮﾝ材裏貼ﾀｲﾌﾟ）

捨貼耐水合板t=12

ビニル床シート

▼FL+100

10
0

ベースパネル・ユニットフロア下地

▼FL

▼ FL 1
0

エポキシ樹脂系塗床

コンクリート金ゴテ押え､補修

コンクリート金ゴテ押え､補修

1
56

.
2
5 1
5
6.

25

※露出鉄部：SOP塗装

難燃発砲ｳﾚﾀﾝ吹付t=2 難燃発砲ｳﾚﾀﾝ吹付t=2

蹴込：集成材t=25 UCL
踏面：集成材t=36 UCL

（ﾉﾝｯｽﾘｯﾌﾟ溝加工）

框:集成材120×120

ポリウレタン塗装

260 260 260 260 260

1,300

ｽﾃｰｼﾞ框:集成材150×150

ポリウレタン塗装

2
20

70
1
50

300

1,150

ﾌﾟﾛｾﾆｱﾑｱｰﾁ
集成材加工CL塗装

アルミ点検タラップ詳細図

ﾘﾋﾚﾝ防球ﾈｯﾄ
660T28本40mm目

ｽﾃﾝﾚｽﾜｲﾔｰ6mm

L=500

300～500

L=300

L=300

外壁用ネット留金具

外壁用ネット留金具 13ヶ所
1
,
7
5
0

1
,
7
5
0

3
,
5
0
0

外壁用ネット留金具：プレート110×110×19（4-Ｍ12）

（溶融亜鉛メッキ仕上）

中空セメント板取付部分：裏プレート200×200×19

ｽﾃﾝﾚｽﾜｲﾔｰ6mm

ﾘﾋﾚﾝ防球ﾈｯﾄ
660T28本40mm目

4,500 4,300 4,300 4,500

17,600

Ｍ16アイボルト付ポール48φ L=300,50 0

(合板t=9+羽目板t=15)
9+15

205

16

羽目板t=15
9+15

4
巾木：木製CL塗装

ダブルカーテンレール

巾木：床材立上（見切金物）

※額縁タイプ

※個数:天井伏図に図示するもの

見切縁：塩ビ製（十手型）

難燃発砲ｳﾚﾀﾝ吹付t=20

防球ネット 詳細図

間柱：90×45＠300

220

150

1,300

樹脂手摺

樹脂手摺

樹脂手摺

ｾﾒﾝﾄ板

貫通部シーリング
□-100×100×3.2
PL取付下地

650

安全カゴ：アルミFB-5X25

3
0

40 400

12.5 12.5

2
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5
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5
2
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1/100 1/20 1/10

1/10 1/5 1/5
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長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号
1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出

1
1
2

540 540
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国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事

ターンバックルを示す 8ヶ所
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訂 正 設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

図示 (A3)
図示 (A1)

多目的ホール等 共通詳細図（1）
長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号

1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出

床-1 フローリング（一般部）
床

遮音を必要とする場合はｼｰﾙを行う

天井位置

65
90
100

二重張り＠450

一重張り＠300

間柱およびランナーの種類

種別
部材 スタッド ランナー

６５形

９０形

１００形

高さによる適用

65X45X0.8以上

90X45X0.8以上

100X45X0.8以上

67X40X0.8以上

92X40X0.8以上

102X40X0.8以上

高さ4.0mをこえ
4.5m以下
高さ4.5mをこえ
5ｍ以下

高さ4.0m以下

38X12X1.6
38X12X1.2
野縁受け

25X25X0.5

25X19X0.5
ｼﾝｸﾞﾙ野縁

50X25X0.5（屋外:軒天）
50X19X0.5（屋内）
ﾀﾞﾌﾞﾙ野縁

野縁受け
吊りﾎﾞﾙﾄ9φ @900

19

仕
上
厚

38

上張りの種類

ボｰド類で下地張りのある場合

ない場合

標準（ボード寸法900X1800程度）

特殊（ボード寸法450X900程度）

金属成型板

下地張りの

360内外

野縁間隔

300内外

450内外

450内外

野 縁 間 隔

均しモルタル金ゴテ
フローリングt=15

35
15
0

共
通
事
項

共詳-1 LGSスタッド 1/10 共詳-2 天井下地 1/10 共詳-3 直床

床仕上床
・
見
切
り

25050

1/10 1/10

床-1 ビニル床シート

上り框（玄関ホール） SUS框（男女WC）

120

70

集成材UC塗装2回塗り

共詳-4 木製上り框（図書コーナー）

共詳-5 共詳-6 共詳-7

1/10

均しモルタル金ゴテ
発泡樹脂床下地t=33
構造用合板t=12
フローリングt=15

70
13
0

1階 2階

13
0

均しモルタル金ゴテ
発泡樹脂床下地t=33
構造用合板t=12
フローリングt=15

1/10

均しモルタル金ゴテ
フローリングt=15

見
切
り
・
幅
木

フローリングt=15

SUS304 L-3×30×30HL加工

長尺塩ビシートt=2.0

SUS見切り(給湯室) 1/10 壁：幅木取合い共詳-8 共詳-9

均しモルタル金ゴテ 均しモルタル金ゴテ

-1．WB(S) -2．VB(S) -3．FS立ち上げ(S)

1/10

発泡樹脂床下地t=33
均しモルタル金ゴテ

タイルカーペットt=7
構造用合板t=15+5.5

t 15
0

35

モルタル充填

SUS304HL
60

エキスパンションゴム

モルタル

35
均しモルタル金ゴテ

50
20

磁器質タイル貼り
WB

5
10
0

3

均しモルタル金ゴテ

VB

10
0 FS

均しモルタル金ゴテ

ジョイナー

10
0

FS

コンパウンド
均しモルタル金ゴテ

壁
・
天
井

GB-D(有孔)、DR見切部分

壁仕上材

天井見切縁(かかり代W=5mm)

10

-1．DR部分取り合い -2．GB-D部分取り合い

塗装用天井見切縁

補強材（野縁受同材）
@2700以下

パテシゴキの上EP
GB-Rt=9.5 DRt=12

150

補強材（野縁受同材）
@2700以下

塗装用天井見切縁

パテシゴキの上EP
GB-Rt=9.5

GB-D(有効)t＝9.5

150

天井:壁取り合い 軽鉄下地（下り天井） 1/10共詳-10 共詳-11

GB-D(有孔)、DR(GB-Rt=9.5下地)

ピクチャーレール共詳-14

スライドブラケット
後打ちアンカ－ M8@450

40

32

70

4
66

15381
* 天井仕上材
アルミ押出レール
(既製品)

天井付

掲示板共詳-16

掲示用クロス

1/10

支柱@1,200

共詳-18 ｽﾛｰﾌﾟ・手摺 1/20

1/10 カーテンレール(アルミ製)

90

16

20
あて木
集成材ＯＳ

あて木
集成材ＯＳ

90

21

32

額縁

104

26

1/5

-3．額付(開口部)-2．天付(中型)-1．天付(一般部)

(CB)

3
5

共詳-13 1/5

開口部（建具開口等）

開口補強Ｃ型チャンネル

軽鉄軸スタッドの巾

100の場合 C-75×45×15×2.3
65の場合 C-60×30×10×2.3軽鉄軸スタッド

軽鉄間仕切･開口補強 1/50共詳-12

ビニル床シートt=2.0 御影石ＪＢ仕上

35

木見切り15角OS

GB-Rt＝12.5※

多目的ホール～ホールに面する壁は
GB-Rｔ＝12.5+9.5（平面詳細図参照）

※防火上主要な間仕切り壁部分、

手摺：SUS38φ
手摺：SUS34φ

Rｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ

支柱：SUS42.7φ8
5
0

64
0

UP
ｽﾛｰﾌﾟ 1/15

GL+650GL±0

▼１FL

▼GL

ピット換気菅

▼FL

▼GL

塩ビ管 100φ

SUS製防虫網付
ロングフード ガラリ付

7
00

2
5
0

400
25 290 219

509

▼地中梁天

1/20共詳-17

2,
0
00

1
,
30
0

65
0

50

70
0

1,
50
0

1/10
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20
0

10 10

ランナー

バッファーピン
＠600内外

［－65×40×0.8

回り縁
（塩ビ製）

間柱
GB-Rt=12.5+9.5

スペーサー
＠６００内外

ＷＷ

12.5 12.5
9.5 9.5

バッファーピン
＠６００内外

ランナー

巾木

床仕上材

ＦＬ

ｼｰﾘﾝｸﾞ材

３．スタッドのサイズは共通事項による。間隔は＠３６０とする。
２．スペーサーは必要に応じて取付を行う。

１．間柱ランナー、スペーサー、振止め材質はボンデ鋼板とする。 ＊展開図にて特記なき限り H=1930

1/10

H

B

WB CL

A

天井面

防火上主要な間仕切 ライニング化粧棚（壁：LGS下地） 1/10

A断面

B断面

△屋根面下端まで

メラミンポストフォーム
t=20

・化粧ケイカル板使用箇所：
・展開図にて特記なき限り D=150

20
25

5

Ｄ

一般部

便所、多目的便所

化粧ケイカル板

150

5

給湯室

ＳＵＳ t=1.5 HL

化粧ケイカル板

□-*×*×*

65 3812.5
9.5

125

LGSｽﾀｯﾄﾞ65型

GB-Rt=12.5+9.5

仕上材

6538 12.5
9.5

125

1
05

65
9
.
5

12
.
5

外部

内部

押出成形セメント板タイルパネル 縦張り

25

コーナーガード

塩ビ製既製品

30

15
03
3

95
.
5

5
4
.
5

70.554.5 70.5 54.5

t=60+7

外水切りプレート1.0t（SUS）

50

Ｚクリップ
L-50×50×6（通し）

L-50×50×6 (L=100) @600

L-50×50×6 (L=120) @600

15
10

鉄骨柱外面

内水切りプレート0.4t

水抜きパイプφ10（SUS）
@1800～4800程度

縦ガスケット（特殊機能発泡ウレタン）

10

40
パ

ネ
ル
長

さ

25

75
30

105

7530
タイルパネル 縦張り

t=60+7

押出成形セメント板

20 5

ロックウール充填

モルタル充填

ロックウ－ル養生

L-50×50×6（通し）

パ
ネ

ル
長

さ
パ

ネ
ル
長

さ
4
0

水抜きパイプφ10（SUS）
@1800～4800程度

内水切りプレート0.4t

フラットパネル 縦張り
t=60

押出成形セメント板
鉄骨柱外面

縦ガスケット（特殊機能発泡ウレタン）
30 75

105

@600
L-50×50×6

L-65×65×6(通し)

@600
L-50×50×6

Ｚクリップ

▼２ＳＬ

▼１ＳＬ

２階梁・スラブ部分

１階足下部分

押出成形セメント板 納り 1/10

断熱材:現場発泡硬質ウレタン吹付 t=20

1
25

45

150

水切PL:SUSt=1.2

SUS角棒10x10

150

45

1/10

共詳-19 共詳-22 共詳-23

柱 内付け廻り 平面共詳-30 共詳-31

1/10

３

継目用テープ張りパテかい
サンドペｰパｰ仕上

シーリング材

コーナービート

シーリング材
ロックウール
40kg／m

シーリング材

10

シーリング材

塩ビ目地材 ロックウール
40kg／m

塩ビ目地材
シーリング材

サンドペｰパｰ仕上

軽鉄間仕切 各部の納まり 1/5

押出成形セメント板

ＲＣ

共詳-20

７
５

ビニルクロス貼り
合板t=5.5下地

カラ松t=12張り

76
5

90
0

60

SUSタラップ

タラップ ピット仕様

SUS19φ市販品＠300

15
0

300

30
0

30
0

＊取付箇所は床点検口毎

1/20共詳-29

D 化粧棚
耐水合板t=12下地

10
す
き
ま

ビｽ.接着剤併用
化粧棚 補強材ｱ）12以上

LGS５０形

＊補強材は厚さ．大きさ．取付位置共
LGS下地防水なしの場合
手洗器の種類に合わせて補強する。

便所・その他：手洗器廻り 1/20 便所：小便器廻り

ポストフォーム

耐水合板t=12下地
D

10
す
き
ま

補強材ｱ）12以上
ビｽ.接着剤併用

LGS５０形

＊補強材は厚さ．大きさ．取付位置共
LGS下地防水なしの場合
小便器の種類に合わせて補強する

ポストフォーム

1/20共詳-25 共詳-26

35
0

6020

FB-6×50

又は溶接）

（二重ナット
ボルトM12

10
0

80
ボルトM12

FB-9×50

溶接

貫通部シーリング

400

□-100×100×3.2
PL取付下地

PL-1.6蓋

1/20共詳-32

ﾌｯｸ
300

SUS t=1.5 HL

耐水合板 t=12 下地
150

11
00

＊補強材は厚さ．大きさ．取付位置共．器具に合わせて補強する

共詳-24 掃除用流し廻り1/20,1/50

100

60
0

50
0

20
0
70
0

60
0

600
60
0

70
0

800

固定式Ｌ型手摺

ａ：固定式Ｌ型手摺

多目的WC

1/30

（樹脂製）

衛生器具廻り手摺（樹脂製）

ｃ：可動式手摺（はね上げタイプ）

共詳-27

LGS５０形

補強材t=12以上
ﾋﾞｽ.接着剤併用

耐水合板t=12

仕上材

1/30
掃除用流し、手摺補強
LGS下地手洗器・小便器共詳-28

60

SUSﾌｯｸ
左右各3ケ所

20X60（WP）

Ｗ

Ｌ Ｆ

Ｌ

Ｅ

Ｄ Ｌ

Ｃ

Ｗ

Ｗ

吊ボルト

野縁

Ｂ

Ａ

・開口補強は建築工事とする。
・器具の取付は各々設備、電気工事とする。但し、天井点検口は建築工事とする。
・補強野縁は野縁と同材とする。
・その他の補強野縁受、取付用補強材は野縁受と同材とする。
・野縁受のはね出しが300以上の場合は横吊りをする。

Ｆ断面

Ａ断面

野縁受
補強野縁

Ｌ

照明器具及び吊りボルト（電気工事）

Ｂ断面

補強野縁

野縁
Ｗ

取付用補強材
野縁受

天井点検口

Ｃ断面

野縁 野縁

Ｌ
照明器具及び吊りボルト(電気工事)

Ｄ断面

野縁

Ｗ

野縁

野縁受

Ｅ断面

Ｌ
野縁受
取付用補強材

天井点検口
Ｗ

野縁を切断する場合

野縁を切断しない場合

天井点検口の場合

補強野縁

取付用補強材

補強野縁受

補強野縁

補強野縁受

野縁

共詳-21 開口補強

押出成型ｾﾒﾝﾄ板

650

56
4

安全カゴ：アルミFB-5×25

アルミ製タラップ

断熱材:現場発泡硬質ウレタン吹付 t=25

2
5

鉄骨断熱材 柱：t=25 現場発泡硬質ウレタン吹付

断熱材:現場発泡硬質ウレタン吹付 t=25

A-60

訂 正 設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

図示 (A3)
図示 (A1)

多目的ホール等 共通詳細図（2）
長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号

1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出

国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事



300

300

**

破風板 カラーGL鋼板 t=0.4 2段 木下地

2503025 25

登り淀 木

ケラバ唐草 屋根同材

15
0

25
0

455 455 455 455 @=455

1
0
0

515

軒天 スパンドレル カラーGL鋼板 t=0.5

外壁 押出成形セメント板ｔ=60 横張り

1,800

1,285 515

X1

X7

**

**屋根割付による

【屋根2】

【屋根2】

【屋根3】

【屋根3】

【屋根1】【屋根1】

【屋根1】【屋根1】

【屋根2】

【屋根1】軒先部分詳細図 S=1/20 S=1/20 S=1/20【屋根1】棟部分詳細図 【屋根1】ケラバ 部分詳細図

S=1/20 S=1/20【屋根1】タラップ廻り流れ方向部分詳細図 【屋根1】タラップ廻り桁行方向部分詳細図 S=1/20

4
0

455 455

910 @=910

@=455

@=910

@=455

太陽光電池モジュール（電気設備工事）

縦桟 アルミ押出型材 @=910

横桟 アルミ押出型材（電気設備工事）

電
気

設
備

工
事

屋
根
工

事

横母屋 @=606（W=1,820毎ダブル）
屋根耐火30分 FP030RF-1693
グラスウールボード t=25 85Kg/m3
高性能フェノールフォーム t=20

キャップ嵌合式 角桟瓦棒葺き アルミ押出吊子工法 W=455 H=40
カラーGL鋼板 t=0.4 ポリエチレンフォーム t=4 裏貼り

【屋根1】太陽光パネル廻り部分詳細図

S=1/20 S=1/20

軒樋 アルミ W=185×H=150

自在ドレン ステンレス

竪樋 アルミ 114φ バンドレス

専用樋受金具 アルミ @=500

3
0
0

▽2FL

▽水下

166
2 6

15

軒先見切面戸 固定下地 GL鋼板 素地 t=0.8

丸ハゼ式折板葺き W=500 H=166

600200

800

Y11

20
0

Y10

850

1
00

▽2FL

▽水上

166
26

1 5

丸ハゼ式折板葺き W=500 H=166

【屋根2】軒先部分詳細図 【屋根2】水上部 詳細図 S=1/20

900

X1

500500 ** 25 **屋根割付による@=500 500

ケラバ包み カラーGL鋼板 t=0.4
補強下地 妻用フレーム
GL鋼板 素地 t=0.8

26
1
6
6

1
5

S=1/20

【屋根2】ケラバ部分詳細図

X6

1
5
0

500500 **

**屋根割付による

@=500 500

825

600 225

500 500 @=500**25**屋根割付による

2
6

16
6

1
5

16
6

2
6

1
5

丸ハゼ式折板葺き W=500 H=166

Y10

2
00

26
16 6

15

850

丸ハゼ式折板葺き W=500 H=166

外壁 押出成形セメント板ｔ=60 横張り

▽水上

26
16 6

1 5
▽水下

丸ハゼ式折板葺き W=500 H=166

1,000

Y10a

S=1/20【屋根2】【屋根3】ケラバ取り合い部分詳細図 S=1/20S=1/20

166
1 5

26

16
6

1 5
26

300

単独フレーム 単独フレーム受

丸ハゼ式折板葺き W=500 H=166

300

【屋根3】軒先部分詳細図 【屋根3】水上部分詳細図 【屋根3】下り棟部分詳細図

S=1/300

X1

X2

X3

X4

X4a

X5

X6

X6ｂ

X7

X7a

X8

X1

X2

X3

X4

X5

X6

X7

X8

Y6 Y7 Y8 Y9 Y10 Y10a Y11 Y12 Y13 Y14 既Y10

Y6 Y7 Y8 Y9 Y10 Y10a Y11 Y12 Y13 Y14 既Y10

改質アスファルトルーフィング t=1.0 片面粘着タイプ

裏貼り ポリエチレンフォーム t=4

裏貼り ポリエチレンフォーム t=4

バレーガード付

バレーガード付

外壁 押出成形セメント板ｔ=60 横張り

ケラバ包み カラーGL鋼板 t=0.4
補強下地 妻用フレーム

GL鋼板 素地 t=0.8

塞ぎ水切 カラーGL鋼板 t=0.4 軒先側共

ケラバ水切 カラーGL鋼板 t=0.4
唐草 カラーGL鋼板 t=0.4

改質アスファルトルーフィング
t=1.0 片面粘着タイプ

下地 耐水合板 t=12 棟板金具 @=500
壁際 補強下地 GL鋼板 素地 t=0.8

妻用フレーム @=1,000
妻用フレーム受 @=1,000

ケラバ包み カラーGL鋼板 t=0.4
唐草 カラーGL鋼板 t=0.4
改質アスファルトルーフィング
t=1.0 片面粘着タイプ
下地 耐水合板 t=12 棟板金具 @=500
妻用フレーム @=1,000
妻用フレーム受 @=1,000

ケラバ包み カラーGL鋼板 t=0.4
唐草 カラーGL鋼板 t=0.5
改質アスファルトルーフィング
t=1.0 片面粘着タイプ
下地 耐水合板 t=12 棟板金具 @=500
妻用フレーム @=1,000
妻用フレーム受 @=1,000

丸ハゼ式折板葺き W=500 H=166

裏貼り ポリエチレンフォーム t=4

水上水切 カラーGL鋼板 t=0.4
エプロン面戸 ハゼ部シーリング
改質アスファルトルーフィング

t=1.0 片面粘着タイプ
下地 耐水合板 t=12

棟板金具 @=500 棟パッキン
水止面戸 シーリング充填

下り棟包み カラーGL鋼板 t=0.4
エプロン面戸 ハゼ部シーリング
改質アスファルトルーフィング

t=1.0 片面粘着タイプ
下地 耐水合板 t=12

棟板金具 @=500 棟パッキン
水止面戸 シーリング充填

耐火野地複合板 t=65 複合高圧木毛セメント板 t=20

雪止下地 上部・下部通し吊子 アルミ押出型材

1
5
0

2
50

軒先面戸 屋根同材
軒先唐草 屋根同材 広小舞 木

1
0
0

10

2
.5

軒樋 アルミ W=185×H=150
専用樋受金具 アルミ @=455

自在ドレン ステンレス

鼻隠し カラーGL鋼板 t=0.4 2段 木下地

竪樋 アルミ 114φ バンドレス

軒天 スパンドレル カラーGL鋼板 t=0.5 250

30
25

25

キャップ嵌合式 角桟瓦棒葺き アルミ押出吊子工法 W=455 H=40
カラーGL鋼板 t=0.4 ポリエチレンフォーム t=4 裏貼り

高性能フェノールフォーム t=20
グラスウールボード t=25 85Kg/m3

屋根耐火30分 FP030RF-1693
横母屋 @=606（W=1,820毎ダブル）

850750

1,600

850

Y6

Y10外壁 押出成形セメント板ｔ=60 横張り

改質アスファルトルーフィング t=1.0 片面粘着タイプ

＊凍結防止ヒーター（北面のみ）

耐火野地複合板 t=65 複合高圧木毛セメント板 t=20

4
5
6
5

棟包み 屋根同材
補強下地 GL鋼板 素地 t=0.8

エプロン面戸 屋根同材

150

1
00

150

10
0

カラーGL鋼板 t=0.4 ポリエチレンフォーム t=4 裏貼り
キャップ嵌合式 角桟瓦棒葺き アルミ押出吊子工法 W=455 H=40

高性能フェノールフォーム t=20
グラスウールボード t=25 85Kg/m3
屋根耐火30分 FP030RF-1693
横母屋 @=606（W=1,820毎ダブル）

10

2
.
5

10

2
.
5

Y8

改質アスファルトルーフィング t=1.0 片面粘着タイプ
耐火野地複合板 t=65 複合高圧木毛セメント板 t=20

6
5

4
5

6
5
4
5

550550

1,250

1
00

Y6

軒先唐草 屋根同材 広小舞 木
軒先面戸 屋根同材 シーリング充填

2
.5

10

鼻隠し カラーGL鋼板 t=0.4 1段 木下地

65
4
5

1
0
0
6
5

4
5

縦桟 アルミ押出型材 @=910

横桟 アルミ押出型材（電気設備工事）

太陽光電池モジュール（電気設備工事）

屋
根
工
事

電
気

設
備
工
事

横母屋 @=606（W=1,820毎ダブル）
屋根耐火30分 FP030RF-1693
グラスウールボード t=25 85Kg/m3
高性能フェノールフォーム t=20

キャップ嵌合式 角桟瓦棒葺き アルミ押出吊子工法 W=455 H=40
カラーGL鋼板 t=0.4 ポリエチレンフォーム t=4 裏貼り

10

2
.5

改質アスファルトルーフィング t=1.0 片面粘着タイプ
耐火野地複合板 t=65 複合高圧木毛セメント板 t=20

横母屋 @=606（W=1,820毎ダブル）
屋根耐火30分 FP030RF-1693
グラスウールボード t=25 85Kg/m3
高性能フェノールフォーム t=20

キャップ嵌合式 角桟瓦棒葺き アルミ押出吊子工法 W=455 H=40
カラーGL鋼板 t=0.4 ポリエチレンフォーム t=4 裏貼り

上部・下部吊子
アルミ押出材

65
4
5

4
0

改質アスファルトルーフィング t=1.0 片面粘着タイプ
耐火野地複合板 t=65 複合高圧木毛セメント板 t=20

6
5 65

1
0
0

6
5

4
5

【屋根4】

515

10
0

1,800

1,285515

455455@=455

X7 30 2525

4
0
0

アルミ製タラップ（安全カゴ付）

4
5

6
5 4
0

6
5

250 30 253025705 135 25

**

破風板 カラーGL鋼板 t=0.4 2段 木下地

2
50

1
50

破風板 カラーGL鋼板 t=0.4 1段 木下地

ケラバ唐草 屋根同材
登り淀 木

＊軒先 落雪防止ネット

雪止アングル L-4×50 溶融亜鉛メッキ
雪止受金具 溶融亜鉛メッキ @=910（北側）@=455（南側）

雪止下地 上部・下部通し吊子 アルミ押出型材
雪止受金具 溶融亜鉛メッキ @=910（北側）@=455（南側）
雪止アングル L-4×50 溶融亜鉛メッキ

雪止アングル L-4×50 1段 溶融亜鉛メッキ
雪止金具 @=1,000 溶融亜鉛メッキ

カラーGL鋼板 t=0.6

水上水切 カラーGL鋼板 t=0.4
エプロン面戸 ハゼ部シーリング
改質アスファルトルーフィング

t=1.0 片面粘着タイプ
下地 耐水合板 t=12

棟板金具 @=500 棟パッキン
水止面戸 シーリング充填

シーリング

カラーGL鋼板 t=0.6

カラーGL鋼板 t=0.6

カラーGL鋼板 t=0.6

専用樋受金具 アルミ @=500
自在ドレン ステンレス

軒樋 アルミ W=185×H=150

竪樋 アルミ 114φ バンドレス

カラーGL鋼板 t=0.6

100

1,100

雪止アングル L-4×50 1段 溶融亜鉛メッキ
雪止金具 @=1,000 溶融亜鉛メッキ

カラーGL鋼板 t=0.6

シーリング

カラーGL鋼板 t=0.6

屋内運動場屋根詳細図キープラン

**屋根割付による705 **
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訂 正 設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

1:40 (A3)
1:20 (A1)

【屋根2】

S=1/20【屋根2】ケラバ渡り廊下部分詳細図

X4

80 170

6
2
5

▽水下

ケラバ包み カラーGL鋼板 t=0.4
補強下地 妻用フレーム

GL鋼板 素地 t=0.8

ケラバ包み カラーGL鋼板 t=0.4
唐草 カラーGL鋼板 t=0.4
改質アスファルトルーフィング
t=1.0 片面粘着タイプ
下地 耐水合板 t=12 棟板金具 @=500
妻用フレーム @=1,000
妻用フレーム受 @=1,000

シーリング

20
0

注記：【屋根1】の材料はさざ波加工品とする

参考図
長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号

1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出

アルミ製タラップ（安全カゴ付）

屋内運動場 屋根
詳細図（1）（参考図）

国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事



雪止金具 @=1,000 溶融亜鉛メッキ

X5

580

自在ドレン ステンレス

軒樋 アルミ W=185×H=120
専用樋受金具 アルミ @=500

竪樋 アルミ 89φ バンドレス

丸ハゼ式折板葺き W=500 H=166
カラーGL鋼板 t=0.8

15
1
6
6

2
6

アルミカーテンボックス（露出カバー付）
吊ボルト @=500

500

X4a

1
5

1
6
6

2
6

アルミカーテンボックス（露出カバー付）
吊ボルト @=500

丸ハゼ式折板葺き W=500 H=166
カラーGL鋼板 t=0.8

305

Y11

500 500 @=500500305

1
6
6

26
15

丸ハゼ式折板葺き W=500 H=166
カラーGL鋼板 t=0.8

EXP･J水切 カラーGL鋼板 t=0.4
補強下地 カラーGL鋼板 t=0.8

妻用フレーム受 @=1,000
妻用フレーム @=1,000

500500@=500 500

2
6

1
6
6

1
5

丸ハゼ式折板葺き W=500 H=166
カラーGL鋼板 t=0.8

アルミ庇

▽2FL

▽2FL

▽渡り廊下梁天端

バレーガード付

雪止アングル L-4×50 1段 溶融亜鉛メッキ

妻用フレーム @=1,000
妻用フレーム受 @=1,000

A-62

訂 正 設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

1:40 (A3)
1:20 (A1)

シーリング

軒先見切面戸 固定下地 GL鋼板 素地 t=0.8

【屋根2】【屋根4】取り合い部分詳細図 S=1/20S=1/20 S=1/20【屋根4】軒先部分詳細図 【屋根4】水上部分詳細図

▽渡り廊下梁天端

20
0

▽渡り廊下梁天端

【屋根4】ケラバ部分詳細図 S=1/20

自在ドレン ステンレス

軒樋 アルミ W=122×H=105
専用樋受金具 アルミ @=500

長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号
1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出

屋内運動場 屋根
詳細図（2）（参考図）

参考図 国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事
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180

3025

1
50

25
0

Y1

10
0

4 5
2
5

800

95 705

雪止下地 上部・下部通し吊子 アルミ押出型材

軒先面戸 屋根同材
軒先唐草 屋根同材 広小舞 木

鼻隠し カラーGL鋼板 t=0.4 2段 木下地

専用樋受金具 アルミ @=455
自在ドレン ステンレス

竪樋 アルミ 114φ バンドレス

キャップ嵌合式 角桟瓦棒葺き アルミ押出吊子工法 W=455 H=40
カラーGL鋼板 t=0.4 ポリエチレンフォーム t=4 裏貼り
改質アスファルトルーフィング t=1.0 片面粘着タイプ
高圧木毛セメント板 t=25 屋根耐火30分 FP030RF-9037

横母屋 @=606（W=1,820毎ダブル）

10

1
.5

25

Y4

4
5

1
00

2
5

鼻隠し カラーGL鋼板 t=0.4 1段 木下地
キャップ嵌合式 角桟瓦棒葺き アルミ押出吊子工法 W=455 H=40

カラーGL鋼板 t=0.4 ポリエチレンフォーム t=4 裏貼り
改質アスファルトルーフィング t=1.0 片面粘着タイプ
高圧木毛セメント板 t=25 屋根耐火30分 FP030RF-9037

横母屋 @=606（W=1,820毎ダブル）

25
40

0

10

1.
5

片棟包み 屋根同材
補強下地 GL鋼板 素地 t=0.8

150

Y4

2
0
0

1
0 0

4
5

2
5

補強下地 GL鋼板 素地 t=0.8
立上り 高圧木毛セメント板 t=25

シーリング
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水上水切 屋根同材

15
0

2
50

1
0
0

4
5

2 5

雪止下地 上部・下部通し吊子 アルミ押出型材

軒先面戸 屋根同材
軒先唐草 屋根同材 広小舞 木

鼻隠し カラーGL鋼板 t=0.4 2段 木下地

専用樋受金具 アルミ @=455
自在ドレン ステンレス

キャップ嵌合式 角桟瓦棒葺き アルミ押出吊子工法 W=455 H=40
カラーGL鋼板 t=0.4 ポリエチレンフォーム t=4 裏貼り
改質アスファルトルーフィング t=1.0 片面粘着タイプ
高圧木毛セメント板 t=25 屋根耐火30分 FP030RF-9037
横母屋 @=606（W=1,820毎ダブル）

10

1
.5

2 5

25 180 30 25

竪樋 アルミ 114φ バンドレス

Y5

1
0
0

45
25

鼻隠し カラーGL鋼板 t=0.4 1段 木下地

雪止下地 上部・下部通し吊子 アルミ押出型材

Y5

120

軒先面戸 屋根同材
軒先唐草 屋根同材 広小舞 木

10

1
.
5

ケラバ唐草 屋根同材

1
5
0

2
5
0

6
5

登り淀 木

**屋根割付による

455 455 455 455 @=455**

4
0

4
5

2
5

1
00

アルミ押出材
上部・下部吊子

キャップ嵌合式 角桟瓦棒葺き アルミ押出吊子工法 W=455 H=40
カラーGL鋼板 t=0.4 ポリエチレンフォーム t=4 裏貼り
改質アスファルトルーフィング t=1.0 片面粘着タイプ
高圧木毛セメント板 t=25 屋根耐火30分 FP030RF-9037
横母屋 @=606（W=1,820毎ダブル）

2
0
0

1
0 0

4
5
2
5

補強下地 GL鋼板 素地 t=0.8
立上り 高圧木毛セメント板 t=25

シーリング

150

キャップ嵌合式 角桟瓦棒葺き アルミ押出吊子工法 W=455 H=40
カラーGL鋼板 t=0.4 ポリエチレンフォーム t=4 裏貼り
改質アスファルトルーフィング t=1.0 片面粘着タイプ
高圧木毛セメント板 t=25 屋根耐火30分 FP030RF-9037

横母屋 @=606（W=1,820毎ダブル）

外壁 押出成形セメント板ｔ=60 縦張り

水上水切 屋根同材

X6a
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3025

1
5
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1 0
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800

95 705

雪止下地 上部・下部通し吊子 アルミ押出型材

軒先面戸 屋根同材
軒先唐草 屋根同材 広小舞 木

鼻隠し カラーGL鋼板 t=0.4 2段 木下地

専用樋受金具 アルミ @=455
自在ドレン ステンレス

竪樋 アルミ 114φ バンドレス

10

1
.
5

2
5

X7b

10

1
.
5

10

1.
5

破風板 カラーGL鋼板 t=0.4 2段 木下地

2503025 25

ケラバ唐草 屋根同材

1
50

2
50

6
5 40

4
5

25
10
0

登り淀 木

アルミ押出材
上部・下部吊子

キャップ嵌合式 角桟瓦棒葺き アルミ押出吊子工法 W=455 H=40
カラーGL鋼板 t=0.4 ポリエチレンフォーム t=4 裏貼り
改質アスファルトルーフィング t=1.0 片面粘着タイプ
高圧木毛セメント板 t=25 屋根耐火30分 FP030RF-9037
横母屋 @=606（W=1,820毎ダブル）

**屋根割付による

455 455 455 455 @=455**

800

85 715

X2

X6a

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5

X6a

X8

X5

X4

X3

X2

X1

X7b

X1

X2

X3

X4

X5

X8

X6a

X7b

【屋根A-①】

【屋根A-①】

【屋根A-②】

【屋根A-②】

【屋根A-③】

S=1/300多目的ホール屋根詳細図キープラン S=1/20S=1/20 S=1/20【屋根A-①】軒先部分詳細図 【屋根A-①】水上部分詳細図 【屋根A-②】水上部分詳細図

S=1/20【屋根A-②】軒先部 詳細図 S=1/20 【屋根7-②】タラップ廻り 桁行方向 部分 詳細図 S=1/20【屋根7-②】タラップ廻り 流れ方向 部分 詳細図

S=1/20【屋根7-①・②】ケラバ部分 詳細図 S=1/20 S=1/20 S=1/20【屋根7-③】軒先 部分 詳細図 【屋根7-③】水上 部分 詳細図 【屋根7-③】ケラバ 部分 詳細図

465465

930

破風板 カラーGL鋼板 t=0.4 1段 木下地

軒天 スパンドレル カラーGL鋼板 t=0.5

ケラバ唐草 屋根同材
登り淀 木

85

Y2

Y5

750

665

破風板 カラーGL鋼板 t=0.4 2段 木下地

3025 250 25

軒樋 アルミ W=185×H=120

雪止アングル L-4×50 溶融亜鉛メッキ
雪止受金具 溶融亜鉛メッキ @=910

軒樋 アルミ W=185×H=120

雪止アングル L-4×50 溶融亜鉛メッキ
雪止受金具 溶融亜鉛メッキ @=910

雪止アングル L-4×50 溶融亜鉛メッキ
雪止受金具 溶融亜鉛メッキ @=910

雪止アングル L-4×50 溶融亜鉛メッキ
雪止受金具 溶融亜鉛メッキ @=910

軒樋 アルミ W=185×H=120

注記：【屋根1】の材料はさざ波加工品とする
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工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

1:40 (A3)
1:20 (A1)

900

850 50

95

900

805

長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号
1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出

多目的ホール棟 屋根
詳細図（参考図）

参考図 国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事
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内蔵式
丸落し
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300 890
MIN
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:丸落し壷位置を示す
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収納部集中荷重 約459kgSLW
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難燃発泡材

ｱﾙﾏｲﾄ仕上

ﾌﾟｯｼｭﾎﾞﾙﾄ
(圧接用)

圧接装置

ｱﾙﾏｲﾄ仕上
下板 ｱﾙﾐ押出型材

化粧板 ｱﾙﾐ押出型材

2
0

ｱﾙﾏｲﾄ仕上
目地 (ｱﾙﾐFB 2×20)

E-1ﾗﾝﾅｰ51φ

ｱﾙﾐ押出型材 ｱﾙﾏｲﾄ仕上

C-100X50X20X2.3t

ｱﾙﾐﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ E-1

取付ﾌﾞﾗｹｯﾄ

吊ﾎﾞｯｸｽ

補強材

ｱﾙﾏｲﾄ仕上
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化粧ｺﾞﾑ
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ﾌﾟｯｼｭﾎﾞﾙﾄ
(圧接用)

表面材 ｼﾅﾍﾞﾆﾔ 5.5t

内蔵式丸落し詳細図

にﾋﾞｽ等は
打たないで下さい。

6
0

難燃発泡材ｹｰｽﾗｯﾁ
(空錠)

戸当り ｱﾙﾐ押出形材
ｱﾙﾏｲﾄ仕上

召合せｺﾞﾑ

中空ｺﾞﾑ

25

969939 9

表面材 ｼﾅﾍﾞﾆﾔ 5.5t

框 ｱﾙﾐ押出型材
ｱﾙﾏｲﾄ仕上

化粧ｺﾞﾑ

15

9

60

開
口

H

3
5
.
5

D
H

5

SUS(HL仕上)
ｷﾞﾎﾞｼ丁番(3枚吊)

(空錠)
ｹｰｽﾗｯﾁ

6
0

BS=64

989969

MIN=300DW

PWPW

戸当り ｱﾙﾐ押出型材
ｱﾙﾏｲﾄ仕上

潜戸断面詳細図 S=1/2 ＊開き勝手･吊元は平面図による

補強材

ｱﾙﾏｲﾄ仕上
ｱﾙﾐ化粧板

ｱﾙﾏｲﾄ仕上
下板 ｱﾙﾐ押出型材

難燃発泡材

補強材

戸当り ｱﾙﾐ押出型材
ｱﾙﾏｲﾄ仕上

化粧ｺﾞﾑ

表面材 ｼﾅﾍﾞﾆﾔ 5.5t

平面図 S=1/40

姿図 S=1/40

ﾊﾟﾈﾙ断面詳細図 S=1/2

W

PWPW PW

吊り材 @1000以内(建築工事)

振れ止め @2000以内(建築工事)

□-100X100X2.3
鉄骨一次下地 (建築工事)

61

C-100X50X20X2.3

(収納部 @300)
L型ﾌﾞﾗｹｯﾄ @700

ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ E-1 ｱﾙﾐ押出型材
ｱﾙﾏｲﾄ仕上

受け材:L-50X50X4 @900
(収納部 @300)

吊り材:L-30X30X3 @900
(収納部 @300)

3
0
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建
築
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事

C
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下
地

下
端

=
F
L
+
3
0
0
0

5
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H
=
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ﾚｰﾙ取付詳細図 S=1/5

CH=2700

※同型２箇所

1 2 3 4 5 6 7 8 9
目地 (ｱﾙﾐFB 2×20)

(ｱﾙﾏｲﾄ色)

スライディングウォール仕様

アルミ押出型材(A6063S-T5)

アルミ押出型材(A6063S-T5)

樹脂ランナー

項目･種類

カ マ チ

ハンガーレール

ランナー

表 面 材

充 填 材

圧接装置

一般タイプ (Ｃ－６０Ｐ)

難燃発泡材

プッシュ式上下圧接

シナベニヤ 5.5t

平面図・姿図・レール取付詳細図・パネル断面詳細図

(収納部□-100×100×2.3 @500以内)

(収納部Ｌ-50×50×4 @1000以内)

参考図

A-64

訂 正 設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

1:20,10,4 (A3)
1:40, 5,2 (A1)長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号

1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出 スライディングウォール参考図

国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事



A-65

訂 正 設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

渡り廊下平面詳細図
1:100 (A3)
1: 50 (A1)

排水溝

花壇

既X4 既X5 既X5

UP

UP

【+700】

【+1,030】

ス
ロ
ー

プ
：
1
/
15
.
45

スロープ：1/15

【+1,030】

【+700】

渡り廊下

【+700】

廊下

Y14

Y13

Y15

YO

X5

3
,
00

0
1
2,

00
0

1,
9
00

4,
00
0

2,
9
00

3
,
20
0

8,000

4,000 4,000

3
,
00

0
1,
9
00

4,
00
0

2,
9
00

3
,
20
0

X4a

300 3,700

花壇

エラスタイトt20

EXP.J

南校舎

渡り廊下

EXP.J

渡り廊下

南校舎

【+1,030】

通 路

既X5

3
,
00

0
6
00

1
,
30

0
4,
00
0

5
,1
0
0

1
,0
0
0

50
0

5
0

45
0

渡り廊下平面詳細図 S=1/50

アルミ手摺り

アルミ手摺り

アルミ手摺り

【+700】

【±0】

X4

3
,
00
0

【+700】

倉庫

【+700】

男子更衣室

エラスタイトt20

【+600】

3
,
00
0

2,000 4,000 6,000

1
0
0

4,
00
0

1
00

Y11

Y10a

Y10

X6

X5

3,775 6,450

225

225

既X6

ビ
ニ

ル
カ

ー
テ
ン

L=
9,
8
00

固
定
1
,4
0
0

開
閉
式
4
,
00
0
（
引
分

け
式
|
セ
ン
タ

ー
マ
グ

ネ
ッ
ト

加
工
）

）
固

定
2
,9
0
0

固
定
1
,
50

0

UP【+700】

ステンレス丸環 250タイプ（12ヶ所）

1
0
0

4,
00
0

1
00

5,
00
0

既存部取合屋根伏図 S=1/50

アルミ手摺り

エラスタイトt20

屋外用半硬質
樹脂手摺り34φ

8
80

4
5.
5

1
,9

9
5

79
.
5

79.5 3,575 45.5 300

竪樋：アルミ製φ114
バンドレス

エラスタイトt20エラスタイトt20

ステンレス製グレーチング
ノンスリップタイプ（細目）
W150×L3,410 SUS受枠
排水溝：防水モルタルW100×H50

EXP.J EXP.J

渡り廊下

屋内運動場屋内運動場

渡り廊下

100VU L4.2m（渡り廊下工事）

U字溝240（外構工事）

U字溝用スチール製グレーチング
歩行用・細目ノンスリップ（外構工事）

5
75

5
0

1
50

230 230

竪樋：アルミ製φ114
バンドレス

【+550】

【±0】

【±0】

【±0】

【±0】

排水溝

【+700】

開放廊下

300

床用既成アルミEXP.Jカバー50

床用既成アルミEXP.Jカバー50

外壁用既成アルミEXP.Jカバー50

長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号
1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出

スロープ：1/15
固

定
1
,4
0
0

開
閉
式
4
,
00
0
（
引
分

け
式
|
セ
ン
タ

ー
マ
グ

ネ
ッ
ト

加
工
）

）
固

定
2
,9
0
0

固
定
1
,
50

0

ビ
ニ

ル
カ

ー
テ
ン

L=
9,
8
00

ビニルカーテンはX4a通りX5通り共共通とする

【+700】

4,160

自由勾配側溝600（別途発注工事）
自由勾配側溝600（別途発注工事）

既YO

Y14

既X5 既X6

8
0
0

1,
6
00

4,000

4,000

5,200

既存竪樋：鋼管114.3φ
アキ

南校舎ベランダ先端

下部の折板を示す

既X5 既X6

既YO

Y14

既X5 既X6

X4a

既X5 既X6

Y11

X4

X5

Y10

4,000

300 3,700

3
,
20
0

既存竪樋：鋼管114.3φ

500 500

1
,
60

0

南校舎ベランダ先端

200 3,700 500

南校舎駆体のライン

上部のアルミ庇を示す

6,000

6,
00
0

8
80

5
,1
2
0

80 170

95 75

屋根：折板166ハゼ カラーガルバリウム鋼板t0.8

1
70 7
5

9
5

2階外壁ライン

80170

9575

175 5,650 175

ケラバ包み：カラーガルバ
リウム鋼板t0.5

水切：カラーガルバリウム鋼板t0.4

水切：カラーガルバリウム鋼板t0.4

国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事

アルミ既成庇（シルバー）
耐積雪80cm以上
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訂 正 設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

渡り廊下矩計図
1:100,40 (A3)
1:50,20 (A1)

設計基準GL

2SL

渡り廊下矩計図 S=1/50

Y13 Y14 Y15 YO

通 路渡り廊下

1,
0
30

3
,
67
0

南校舎通路FL

1SL

1
,0
0
0

30

12,000

1,900 4,000 2,900 3,200

7
0
0

3
,
40
0

南校舎通路FL

屋内運動場FL

設計基準GL

3
30

3
,
07
0

3,000 12,000

1,900 4,000 2,900 3,200

+700+700

±0

+1,0301/15.45

X5X4a

EXP.J
南校舎通路渡り廊下

EXP.J
南校舎通路渡り廊下

1,500

3,700

梁天端

設計基準GL

FL

7
0
0

4,16010,500 10,500

230 3,700 230

3,700

500

解体・撤去部分

渡り廊下
渡り廊下

500

7
0
0

Y13 Y14

230 3,700 230

アルミ手摺り H=1,100

アルミ手摺り H=1,100

1,600

7
0
0

4
3
0

1
2
0

15
0

2,
1
00

0
～
7
00

1
,1

0
0

設計基準GL

FL

4,000

12
0

1
5
0

1
2
0

3
30

1
2
0

3
30

1
,
10
0

既存竪樋：鋼管114.3φ

1
00

PF板t50

200 1,250 1,250 200

200

1,250

2,
2
00

アルミ手摺り特記事項

1.アルミ手摺りメーカー既製品（シルバー）とする。
2.スロープ部の支柱は埋込式とする（水平荷重200kgf/m以上）
3.平地部の支柱はベースポスト式アンカー（8ヶ所）とする。
4.手摺りの高さは1,100以上を確保する。
5.立子のピッチは150として150を上回ってはならない。
6.各部の仕様や部材の寸法及び金物等は各メーカーの仕様による。

アルミ手摺り H=1,100

廊下

鉄骨の塗装は全てDPとする

1,085 665

Y11

2,200

4,160

アルミCB 90×80（露出カバー付）
吊ボルト@500

アルミ軒樋及び竪樋は既製品とし付属の金物は全てメーカーの仕様とする
ビニルカーテンはW9,700×2として下部は丸環にて固定する

ステンレス丸環 250タイプ

20 210 402 2,896 402 210 20

600 1,300 4,000 5,100 1,000

1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 830 165

1,
1
00

9
00

屋外用半硬質樹脂手摺り34φ

エンドキャップ
硬質樹脂成形品

専用ブラケット 屋外用半硬質
樹脂手摺り34φ

9
0
0

300 1,350 250

7
0
0

X4a X5 X5

43
0

12
0

15
0

キャットウォークFL

Y10

樹脂製エンドキャップ

4,
1
00

1
2
0

3
30

100 150 113

Y10a

100150113

3,000

シーリング：PU-2 20×10
屋根：折板166ハゼ カラー
ガルバリウム鋼板t0.8

アリーナ

400 1,500

850 2,150

4
,0
0
0

10
0

水下

3
,
80
0

2
00

7
0
0

39
0

1
5
01
50

10

7
0
0

2,
7
00

95 305

150 20

75 756
25

1 5
0

1 0

3,
3
00

7
0
0

3
,1
0
0

3
30

X5

87
0

7
0
0

42
5

42
5

500

250250

15020

1
,
10

0

床：コンクリート直均し刷毛引き

U字溝240

9
0
0

20
0

塩ビ製下り見切

屋外用半硬質樹脂手摺り34φ

水上

EXP.J
屋内運動場 渡り廊下

EXP.J
屋内運動場 渡り廊下

PF板t50

折板用吊ボルト@500

軒樋：アルミ 185×120
折板用受材@500

自在ドレン

竪樋：アルミ製φ114
バンドレス

□-100×100×2.3

C-100×50×20×2.3

20
0

500 500

3
50
12
0 15
0

80

ステンレス製グレーチング
ノンスリップタイプ（細目）
W150×L3,410 SUS受枠
排水溝：防水モルタルW100

43
0

12
0

15
0

100 320 100

20 300

150 150 150150

20300

100320100

渡り廊下梁天端

100 4,200 100

2
0
0

150 113～490 3,974～3,220 113～490 150

4,200

100VU L4.1m
（外構工事）

床：コンクリート直均し
刷毛引き

花壇

シーリング：PU-2 20×10

100 4,000 100

6,000

3,000 3,000

4,
00
0

屋根：折板166ハゼ カラーガルバリウム鋼板t0.8

タイトフレーム

X4a X5

アルミ手摺り詳細図 S=1/20

7
0
0

3,
3
00

1,
10
0

1
0
0

5
0

70

笠木：70×50

支柱：60×60

下枠：45×34

アンカープレート

立子：20×20@150

18
0

笠木：半硬質樹脂34φ

半硬質樹脂
ブラケットカバー

アルミブラケット

9
0
0

50

89
7

7
1
0

12
01
5
0

50

1
20

33
0

1,
1
00

100 4,040 100

1
,
03
0

既存土間コン・砕石

7
10

1
20 1
50

5
0

20 150 3,700 150 20

アルミ扉アルミ扉

670 2,360 670

45
0

1
,
03
0

設計基準GL

南校舎通路FL

1
20

33
0

6
00

43
0

270 600 170 270600170

X4

折板

1
,
03
0

500

250 250

シーリング：PU-2 20×10

150 20

6,000

6,000

80 170 5,500 170 80

20 150

廊下屋根部断面図 S=1/50

20150

支持金物@1,200

既成集水枡360
H=490（外構工事）

軒先見切面戸

雪止：L-65×65×6+バレーガード
（いずれも溶融亜鉛メッキ）エプロン面戸 屋根：折板166ハゼ カラー

ガルバリウム鋼板t0.6

175 5,650 175

200 1,950 2,800 200

シーリング：PU-2 20×10

6
5
0

30
0

1,
0
00

コンクリート増打 H=250

110 30

6
0
0

25
0

透明糸入ビニルカーテンt0.55
上部Sカン・上下ハトメ加工
はしあき50 @250
引分け式センターマグネット加工

エラスタイトt20 エラスタイトt20

6
0

5
0

砕石：400×400 H=470（2ヶ所）

VU50A L=350+D金物（2ヶ所）

砕石：400×400 H=470（2ヶ所）
VU50A L=350+D金物（2ヶ所）

長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号
1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出

盛土 盛土 盛土

雪止：L-50×50×4+バレーガード
（いずれも溶融亜鉛メッキ）

3
50

12
015
0

80

最
高
の

高
さ

4
,3
1
4

水切：カラーガルバリウム鋼板t0.4

水切：カラーガルバリウム鋼板t0.4

水切：カラーガルバリウム鋼板t0.4

水切：カラーガルバリウム鋼板t0.4

国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事

アルミ既成庇（シルバー）
耐積雪80cm以上

100
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訂 正 設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

- (A3)
- (A1)改修工事特記仕様書（1）

設計図

仕 様 書

１．工事場所

２．工事種目

１

Ⅰ 工事概要

の特定調達品目を示す。なお、特定調達品目か否かの判断基準は監督職員との協議による。

Ｇ□

5 建具改修工事

6 内装改修工事

7 塗装改修工事

8 耐震改修範囲以外の躯体改修工事

耐震改修工事

9 環境配慮改修工事

Ⅱ 建築改修工事仕様

１．共通仕様

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて長野市建設工事共通仕様書による。

（以下、「改修標仕」という。）また、改修標仕に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の｢公共建築

（３）改修標準仕様書で「特記がなければ、」以下に具体的な材料・工法・検査方法等を明示している場合において、それらが

関係法令等（条例を含む）に抵触する場合には、関係法令等の遵守（1.1.13）の規定を優先する。

なお、関係法令を遵守する場合は具体的な対応策について監督職員と協議すること。

・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。○

・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

（２）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。○

２．特記仕様

○

○

（１）項目は、番号に 印の付いたものを適用する。○

（３）本工事は特記あるものを除き、長野市契約規則及び工事請負契約書の記載事項による。

（４）特記事項に記載の［ ］内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（５）特記事項に記載の（ ）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

よう配慮すること。なお、具体的な計画を、施工計画書に記載し実践するものとする。

使用、工事従業者への教育など、施工にあたって細心の注意を払うことにより、工事の環境への影響を極力少なくする

工事にあたっては、長野市環境方針(最新版)を充分に配慮し、設計書及び標準仕様書はもとより、環境に配慮した材料

また、工事車両の通行による道路の損傷には十分留意し、損傷が発生した場合は、道路管理者と協議のうえ受注者の

責任において速やかに修復すること。

のうえ、工事内容、施工条件等考慮して決めること。特に建設業法、建設リサイクル法には留意のこと。

施工段階で考慮し安全性の高い施設になるよう努めること。

ただし、JIS規格合格品等で監督職員がそれを確認できた場合はこの限りではない。

ただし、現寸・製品検査の市係員の出張旅費は市負担とする。

（受注者の故意または重大な過失による場合、５年間)、木造以外の建物及び工作物２年間(同、10年間)以内に、期日を

定め補修工事をし、市建築課係員の検査を受けること。

１)長野市が発注する建設工事(以下「発注工事」という。)において、暴力団員等による不当要求又は工事妨害(以下「不当

介入」という。)を受けた場合は、断固としてこれを拒否すること。また、不当介入があった時点で速やかに警察に通報

を行うとともに、捜査上必要な協力を行うこと。

２)上記により警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合には、速やかにその内容を記載した書面により

発注者に報告すること。

３)発注工事において、暴力団員等による不当介入を受けたことにより工程に遅れが生じる等の被害が生じた場合は、発注者

と協議を行うこと。

（７）長野市環境方針について

（８）本工事における必要な諸手続等は原則として受注者において行うこと。

（９）工事の着手前に工事概要等を近隣住民等に周知するなど、理解協力を求めること。

（10）工事区域外に土砂等を散乱することがないように注意すること。また、道路を汚した場合は速やかに清掃すること。

（11）作業時間、作業日、騒音振動等については、近隣住民に配慮し、関係法令を遵守することとし、事前に監督職員と協議

（12）施設用途を充分に理解し、転倒防止、落下防止、衝突防止、足掛かり、指詰め防止、面取り等に配慮し、図示なくとも

（13）諸材料については必要に応じ見本品または現品を提出し、監督職員の承諾を受け使用のこと。

（14）施工上必要ある個所は、監督職員の指示により適切なる材料をもって養生を施し、急硬急乾凍結破損の防止をすること。

（15）施工するにあたり建築、電気設備、機械設備等の取合いを十分に検討すること。

（16）施工期間中の降雨等の排水については、任意仮設により水処理を行うこと。

（17）施工にあたり、必要最小限の樹木の枝打ち伐採は工事に含む。（監督職員と協議、承諾のうえとする）

（18）工事完了後検査不可能個所の施工にあたっては、必要に応じ監督職員の立会いのもとに施工のこと。

（19）工事完了後は速やかに工事現場内外の清掃、後片付け及び損傷個所の復旧補修をし、監督職員の確認を受けること。

（20）上記各事項に要する諸経費は全て受注者において負担する。

（21）工事しゅん工引渡し後特記あるものを除き、工事の施工に起因した不具合が生じた場合は、木造建物及び工作物１年間

（22）暴力団員等による不当介入を受けた場合の措置について

建物名 構 造 階 数

3階建て

延床面積

3,464.16㎡

種 別建設年

S53年

（６） 印は「国等による環境物品等の調達等の推進に関する法律」（以下「グリーン購入法」という。）

適用基準等

・工事写真の撮り方（改訂第３版）建築編（建設大臣官房官庁営繕部監修）

1

章 項 目 特 記 事 項

○

○1

工事実績情報の登録2

火災保険等 ・加入する ・加入しない

書類の書式等 ※長野市公共建築工事標準書式による。

3

4

品質計画 ・建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による。

※ 風速（Vo=30m/s）

※ 地表面粗度区分（ ・ Ⅰ ・ Ⅱ ※ Ⅲ ・ Ⅳ ）

・ 積雪区分 建告示第 1455 号 別表（ ）

(1.2.2)5

電気保安技術者6

条件明示項目

使用開始時期：2020年8月17日（月）

引渡し時期：平成 年 月

部分引渡し ・無 ・有 範囲（ ）

部分使用 ・無 ・有 範囲（印刷室・通路）

イメージアップ ・行う（ ）

7

発生材の処理等 ※構外搬出適切処理8

ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒド

を放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

2）保温材、緩衝材、断熱材は、ホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が

極めて少ないものとする。

等は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

規制対象外

② 建築基準法施行令第 20 条の 7 第 4 項による国土交通大臣認定品

③ 下記表示のある JAS 適合品

a.非ホルムアルデヒド系接着剤使用

b.接着剤等不使用

c.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない材料使用

d.ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

e.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗料使用

f.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

第三種

① JIS 及び JAS の F☆☆☆ 品

② 建築基準法施行令第 20 条の 7 第 3 項による国土交通大臣認定品

③ 旧 JIS の Eo 品

④ 旧 JAS の Fco 品

放散が極めて少ないものとする。

5）1）、3）及び 4）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器

4）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを 放散させないか、

1）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクル

化学物質を放散させる建築材料等環境配慮

本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有する

と共に、次の 1）から 5）を満たすものとする。

3）接着剤はフタル酸ジブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシルを含有しない難揮発性

の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチル

ベンゼンを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

① JIS 及び JAS のＦ☆☆☆☆ 品

9

一
般
共
通
事
項

※ 適用する（工事カルテ：請負金額500万以上） ・適用しない [1.1.4]

[1.3.3]

[1.3.5]

・適用する ・適用しない

[1.3.8]

[1.4.1]

建築材料等

本工事に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能と同等以上のものを

※製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、グリーン購入法の基本方針の

標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。特別な材料の工法

材料の品質等

使用する。ただし、製造業者等が記載されている場合に同等以上のものとする場合はあらか

じめ監督職員の承諾を受ける。

材料・機材等の製造業者は次の（1）から（6）すべての事項を満たすものとし、この証明と

なる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監

督職員の承諾を受ける

判断の基準に従い、あらかじめ「木材･木材製品の合法性、持続可能性の証明のためのガイド

ライン」(林野庁 平成18年2月15日）に準拠した証明書を、監督職員に提出する。

(1) 品質及び性能に関する試験データが整備されていること

(2) 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

(3) 安定的な供給が可能であること

(4) 法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること

(5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

(6) 販売、保守等の営業体制が整えられていること

10

11

[1.4.2]

12 施工数量調査 [1.5.2]

４．工事範囲

※「2．工事種目」すべてを工事範囲とする。

・「2．工事種目」のうち各工事項目における工事範囲は下記表のとおりとする。

ただし、他の工事種目は全て、今回工事範囲とする。

2 仮設工事

3 防水改修工事

工事種目

工事項目

３．工事内容

4 外壁改修工事

モルタル塗り仕上げ外壁

塗り仕上げ外壁

タイル張り仕上げ外壁

コンクリート打放し仕上げ外壁

改修既存 南校舎 鉄筋コンクリート造

の仕様、廃棄物の発生抑制、アイドリングストップや省エネ重機の使用による省エネルギーの推進、低公害工事機材の

既存部分の破壊を行った場合の補修方法 ※ 図示 [1.5.3]

埋設配管・配線調査 ※ 既存資料調査

・ 放射線透過試験

労働安全衛生法､「電離放射線障害防止規制」(昭和47年労働省令第41号)等に定めるところ

によるほか、次による。

（1）作業主任者は、エックス線作業主任者の資格を有するものとし、資格を証明するもの

とし、資格を証明する資料を監督職員に提出する。

（2）放射線照射量は最小限のものとし、照射中は人体に影響のない程度まで照射器より離

れる。また、作業者以外の立入禁止措置を講ずる。

（3）露出時間は、コンクリートの厚さ等により、適宜調整する。

（4）付近にフィルム、磁気ディスク等放射線の影響を受けるものの有無を確認する。

（5）躯体の墨出しは、表裏でズレがないように措置を講ずる。

13

・FRP防水工事作業

技能士

適用工事種別 技 能 検 定 作 業

・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業 ・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業 ・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業 ・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業 ・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

・左官作業 ・内外装板金作業

外壁改修工事 ・左官作業 ・タイル張り作業 ・建築塗装作業

建具改修工事
・ビル用サッシ施工作業 ・ガラス工事作業

・自動ドア施工作業

・ボード仕上げ工事作業 ・鋼製下地工事作業

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業 ・カーペット系床仕上作業

・壁装作業 ・大工工事作業 ・タイル張り作業

内装改修工事

・建築塗装作業塗装改修工事

耐震改修工事（鉄骨工事）・鉄骨組立作業 ・型枠工事作業 ・とび作業

・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈﾙ

押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事

防水改修工事

石工事 ・石張り作業

植栽工事 ・造園工事作業

[1.6.2]

化学物質の濃度測定

労働省が定める室内濃度に関する指針値」によるＶＯＣ測定（対象物：ホルムアルデヒト、トル

エン、キシレン、パラジクロロベンゼン、エチルベンゼン、スチレン）を行い、指針値以下で

あることを確認する。また、測定により指針値を超えた場合、監督員との協議により必要な措置

（強制換気等による対象物質の放散法、ＶＯＣ等の吸収、分解法他、工期の延期及び再検査等）

設計書の仕様のみならず、ＶＯＣ等濃度を下げる施工方法を提案し、かつ、しゅん工前に「厚生

測定はアクティブ方式にて行う。

見本施工の実施 ・実施する ・実施しない

[1.6.9]

着工前の測定 ・ 行わない ※行う

14

15

16

測定対象室 ※

測定箇所数 ※

を講ずるものとする。

測定結果について、測定時の室温を記載した報告書を監督職員に提出すること。

調査範囲 （ ）

調査方法 （ ）

（２）（１）及び国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築改修工事標準仕様書・同指針(建築工事編)(平成 28 年版)」

工事標準仕様書 (建築工事編)(平成28年版)」(以下「標仕」という。)による。

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修 平成 28 年版）

・建築物解体工事共通仕様書・同解説（国土交通省官房官庁営繕部監修平成 24 年版）

・ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ工事作業

[1.6.5]

設備工事との取合い 設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

※ 図示 ・ 設計ＧＬ= 現状ＧＬ設計ＧＬ

工事写真

・有り ・なし工事数量総括表

※ 着工前状況及び完成後の工事写真について電子データで１部提出すること。

完成写真

原板の大きさ（mm）

※ 100×125 以上

※ 428 万画素以上

※ 350 dpi以上

・

(1.7.2)

下記のものを監督職員に提出する。ただし、原板は撮影業者の保管とする。

電子データは、RGB 各 8 ビット（フルカラー）、JPEG 形式最高画質としCD-Rにて提出する。

撮影業者は監督職員の承諾する撮影業者（建築完成写真撮影の実績のある業者）とする｡

※ 1

※ 2

※ 1

提出部数分類・規格 撮影箇所数

・カラー半切木製パネル

※電子データ

324×400 (mm)

（ﾌﾙｻｲｽﾞ＋ｻﾑﾈｲﾙ）

※カラー
外部（ ）内部（ ）

外部（ ）内部（ ）

外部（ ）内部（ ）

※ 2L判

・ ｷｬﾋﾞﾈ判

・作成する ・作成しない

17 技術検査 中間技術検査 ・行わない

※行う（長野市建設工事中間検査実施要領第３（契約金額5000万以上））

※行う（長野市合同検査実施要領第４（条件付一般競争入札対象工事））

[1.6.2]

完成図等

※ 作成する

完成図

建築主体原図 CADデータ

見開きＡ1製本

見開きＡ3製本

１

１

３

作成方法様式等 部数

総合版製本

備考

※ 製本については、白焼きとし、背表紙に年度と工事名、表紙に年度、工事名、設計者名、

工事監理者名、施工者名、工期しゅん工日を印刷する。

[1.8.1～3][表 1.8.1]

※ 電気設備工事、機械設備工事等が別途発注されている場合は総合版で提出すること。

で保存したものを１部提出する。

保全に関する資料

※ 作成する 提出部数２部

※ 改修標仕 1.7.2(b)(3)によるCADデータの提出は、CDにjww形式（SXF対応拡張線色･線種)

18

19

20

21

22

23

1 足場その他

仮
設
工
事

足場を設ける場合、「改修標仕」2.2.1（b）によるほか、設置においては、「手すり先行工法

専用足場方式により行うこと。

による足場の組立て等に関する基準」における２の（2）手すり据置方式又は（3）手すり先行

[2.2.1]

[2.2.1]

種別 ※ きゃたつ、足場板等 ・

2

※ ｢営繕工事電子納品要領（平成24年3月改訂版）｣による

内部足場

外部足場

既存部分の養生 ※ ビニルシート等 ・

既存家具等の養生 ※ ビニルシート等 ・

[2.3.1]2 養生

防護シートによる養生 ※ 行う ・ 行わない

材料、撤去材等の運搬

・ A 種 ※ B 種 ・ C 種 ・ D 種 ・ E 種

[2.2.1][表 2.2.1]

種別 ※ 枠組足場又はくさび緊結式足場 ・ 単管本足場 ・ 仮設ゴンドラ

・ 移動式足場

[2.2.1]

固定家具等の移動 ※ 行わない ・ 行う（図示）

種 別 仕上材（厚さ mm）下 地

3 [2.3.2][表 2.3.1]仮設間仕切り等の種別

・ A 種 ※ 軽量鉄骨

・ 木下地

・ 合板（※ 9.0 ・ ）

※ せっこうボード（※ 9.5 ・ ）

単管下地 防炎シート

・ 鋼製扉

※ 木製扉

※ 片面フラッシュ程度 ・

※ 合板張り程度 ・

・ 片面

※ 無し

・ 有り

※ 無し

塗 装

仮設扉

・ C 種

充てん材 ・グラスウール 32K(厚：50mm以上) ・

※ B 種

4

仮設間仕切

監督職員事務所 ・ 既存建物内の一部を使用する ・ 構内に設置する [2.4.1][表 2.4.2]

※ 設けない

工事用水5

工事用電力 構内既存の施設 ・利用できない ※利用できる（※ 有償 ・ 無償）6

交通誘導員7 ※配置する ( ) ・配置しない

構内既存の施設 ・利用できない ※利用できる（※ 有償 ・ 無償）

既存ブラインド、カーテン等の養生 ※ ビニルシート等（保管場所 ） ・

朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事

1．内装改修（床・壁・天井）

2．アルミ建具改修

3．アルミパーティション改修

○
○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

長野市大字北長池1406番地

長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号
1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出

国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事
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訂 正 設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

- (A3)
- (A1)改修工事特記仕様書（2）

3

防
水
改
修
工
事

1 降雨等に対する

養生方法

改修標仕3.1.3（e）によるほかによる [3.1.3]

2 改修用ドレン ※ 設ける（POAS、POASＩ、POD、PODＩ、POS、POSＩ、POX工法の場合）

3 既存下地の補修

及び処置

[3.2.6]

P0S工法及びP0SI工法（機械的固定工法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした

立上り部等の補修及び処置

※改修標仕 3.2.6(d)(3)(ⅶ)①～③による

補修箇所の形状、長さ、数量等 （※図示 ・ ）

架台回り等の欠損部及び防水層末端部の納まり部 （※図示 ・ ）

4

仕上げ塗装

既存防水層表面の 既存露出防水層表面仕上塗装の除去（M4AS、M4ASI、M4C、M4DI工法）

※ 除去する

・ 除去しない

※ 除去する

・ 除去しない

既存塗膜防水層の表面仕上塗装の除去（L4X工法）

[3.2.6(d)(3)]

[3.2.6(f)]

[3.2.6(c)(2)]

[3.2.6(c)(6)]

・ 設けない

(主防水材製造所の仕様による)

[3.2.5(c)]

アスファルト防水 [3.3.2、3][表 3.1.1][表 3.3.3～10]

防水改修工法の種類

・ Ｐ１Ｂ

・ Ｐ２ＡⅠ

・ Ｐ２Ａ

保
護
防
水

・ Ｍ４Ｃ

新規防水層の種別

・ Ｐ１ＢⅠ ・Ｔ１ＢⅠ

・ Ｍ３Ｄ ・Ｐ０Ｄ

施工箇所

・Ｂ-1 ※ Ｂ-2 ・Ｂ-3

・BI-1 ※ BI-2 ・BI-3

・AI-1 ※ AI-2 ・AI-3

・Ａ-1 ※ Ａ-2 ・Ａ-3

・Ｃ-1 ※Ｃ-2 ・Ｃ-3 ・Ｃ-4

・Ｄ-1 ※Ｄ-2 ・Ｄ-3 ・Ｄ-4

5

屋内
防水 （保護層は図示による）

・ Ｐ１Ｅ ・Ｐ２Ｅ
・Ｅ-1 ※Ｅ-2

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ [3.3.2]

[3.3.2]

[3.3.2]

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

※改修標仕 表3.3.3から表3.3.9による ・図示

※改修標仕 表3.3.3から表3.3.9による ・図示

押え金物の材質及び形状寸法

材質 ※アルミニウム ・図示

形状 ※Ｌ-30×15×2.0 ・図示

[3.3.3]

・ Ｍ３ＤⅠ ・Ｐ０ＤⅠ

・ Ｍ４ＤⅠ

・Ｄ-I1 ※Ｄ-I2防水

露出

Ｍ３Ｄ、Ｐ０Ｄ、Ｐ０ＤＩ、Ｍ３ＤＩ、Ｍ４ＤＩ工法の脱気装置

※ 設けない ・ 設ける（アスファルトルーフィング類製造所の指定による）

[3.3.2]断熱工法の断熱材 （ ノンフロンのもの Ｇ )□
屋根保護防水断熱工法の断熱材の材質及び厚さ

材質 ※押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材３種ｂＡ（ｽｷﾝあり） (JIS A 9511)

厚さ(mm) ・30 ・50 ・100

屋根露出防水断熱工法の断熱材の材質及び厚さ

又はＡ種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材保温板３種ｂ（ｽｷﾝあり）

材質 ※硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種1号又は2号で透湿係数を除く規格に適合するもの

厚さ(mm) ・30 ・50 ・100

又はＡ種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材 保温板2種1号又は2号で透湿係数を除く規格

に適合するもの (JIS A 9511)

絶縁用シート

屋根保護防水密着工法及び屋根保護防水絶縁工法の絶縁用シート

材質、厚さ(mm) ※ポリエチレンフィルム 厚0.15mm以上 ・図示

屋根保護防水密着断熱工法及び屋根保護防水絶縁断熱工法の絶縁用シート

材質、厚さ(mm) ※フラットヤーンクロス 70g/㎡程度 ・図示

保護コンクリート
2

設計基準強度 ※18N/mm ・ N/mm
2

スランプ ※15cm ・18cm

立上り部の保護 [3.3.2]

・ 乾式保護材の材料 ※ 押出成形セメント板 厚さ 15mm

・ れんがの種類 ※ 見え隠れ部分は市販品のれんが又は、市販品のれんが形

コンクリートブロックとする。

[3.3.4(2)]屋根露出防水絶縁断熱工法におけるルーフドレン回り及び立上り部周辺の

断熱材の張りじまい位置

※図示 ・

平場の保護コンクリートの厚さ

床タイル張り等の場合 ※60mm以上 ・

こて仕上げの場合 ※80mm以上 ・

[3.3.5(d)]

・ モルタル金こて仕上げ ※ 図示

保護層等の屋上排水溝

[3.3.5(g)]

防水改修工法の種類

・ Ｍ４ＡＳ工法

・ Ｍ３ＡＳ工法

・ Ｐ０ＡＳ工法

・ Ｍ３ＡＳⅠ工法

・ Ｍ４ＡＳⅠ工法

・ ＰＯＡＳⅠ工法

新規防水層の種別施工箇所

改質アスファルト

シート防水

・ＡＳ-Ｔ1 ・ＡＳ-Ｔ2 ・ＡＳ-Ｊ3

厚さ(mm)

・ＡＳ-Ｊ2 ・ＡＳ-Ｊ4

・ＡＳ-Ｔ3 ・ＡＳ-Ｔ4

・ＡＳⅠ-Ｔ1 ・ＡＳⅠ-Ｊ1

[3.4.2][表 3.1.1][3.4.3][表 3.4.1～3]

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

※改修標仕 表3.4.1から表3.4.3による ・図示

粘着層付改質アスファルトシート及び部分粘着層付改質アスファルトシートの種類

及び厚さ

※改修標仕 表3.4.1から表3.4.3による ・図示

[3.4.2]

[3.4.2]

断熱工法の断熱材 （ ノンフロンのもの Ｇ )□ [3.4.2]

材質 ※硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種1号又は2号で透湿係数を除く規格に適合するもの

又はＡ種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材 保温板2種1号又は2号で透湿係数を除く規格

厚さ(mm) ・30 ・50 ・100

に適合するもの (JIS A 9511)

Ｍ３ＡＳ、Ｐ０ＡＳ、Ｍ３ＡＳＩ、Ｍ４ＡＳＩ、Ｐ０ＡＳＩ工法の脱気装置

※ 設けない ・ 設ける（改質アスファルトシート製造所の指定による）

[3.4.3]

Ｍ３ＡＳＩ、Ｍ４ＡＳＩ、Ｐ０ＡＳＩ工法における防湿層の設置 [表3.4.3(注)]

※ 設ける ・ 設けない
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防水改修工法の種類

・ Ｐ０Ｓ工法

・ Ｓ４Ｓ工法

・ Ｓ３Ｓ工法

・ Ｍ４Ｓ工法

新規防水層の種別 仕上げ塗料等 使用分類

・軽歩行

※非歩行

合成高分子系

防水

ルーフィングシート

・シルバー

・カラー

ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ系

[3.5.2][表 3.1.1][3.5.3][表 3.5.1､2]

・ Ｓ-Ｆ2 ・ Ｓ-Ｍ2

・ Ｓ-Ｆ1 ・ Ｓ-Ｍ1

・ Ｓ-Ｍ3

施工箇所

・S-M1 ・S-M2 ・S-M3

7

・ ＰＯＳⅠ工法

・ Ｓ３ＳⅠ工法

・ Ｓ４ＳⅠ工法

・ Ｍ４ＳⅠ工法

・ＳⅠ-Ｆ1 ・ＳⅠ-Ｆ2

・ＳⅠ-Ｍ1 ・ＳⅠ-Ｍ2

・ Ｐ１Ｓ工法 ・Ｓ-Ｃ１

[3.1.4]

・ 除去しない

既存防水層（立上り部等）の撤去

（P0S（機械），P0SI（機械），M4S，M4SI，S4S（機械），S4SI（機械）の場合）

※ 除去する（ルーフィング類製造所の仕様による）

ルーフィングシート(JIS A 6008)の種類及び厚さ [3.5.2]

※改修標仕 表3.5.1から表3.5.2による ・図示

絶縁用シート

材質 ※発泡ポリエチレンシート ・図示

[3.5.2]

[3.5.2]固定金具の材質及び寸法形状

材質 ※ステンレス鋼板 ・防錆処理した鋼板 ・図示

厚さ(mm) ※0.4 ・

[3.5.2]

材質

・機械式固定の場合

・接着工法の場合

断熱材(JIS A 9511,JIS A 9521)の材質及び厚さ

脱気装置の種類

※ 設けない ・ 設ける（ルーフィングシート製造所の指定による）

[3.5.3]

※ 設けない ・ 設ける（ルーフィングシート製造所の指定による）

仕上塗料の種類、使用量 （種類 ・ 使用量 kg/m ）
2

[表3.5.1～2]

屋内保護密着工法（Ｓ-Ｃ１）の場合のモルタル塗り厚さ [表3.5.3]

※ ( ) mm

ＰＣコンクリート部材下地及びＡＬＣパネル下地の目地処理（Ｓ-Ｃ１工法の場合）

※図示 ・

[3.5.4]

※図示 ・

[3.5.4]ＰＣコンクリート部材の入隅部の増張り（S-F１，SI-F1の場合）

※図示 ・

[3.5.4]ＰＣコンクリート部材及びＡＬＣパネル下地の入隅部の増張り（Ｓ-Ｃ１工法の場合）

[3.5.4]一般部のルーフィングシートの張付け（機械式固定工法の場合）

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

※適用する

・適用しない

塗膜防水 [表 3.1.1][3.6.3][表 3.6.1～2]

防水改修工法の種類

・ Ｌ４Ｘ工法

・ Ｐ１Ｙ工法

・ Ｐ２Ｙ工法

※ Ｘ-１ ・

※ Ｙ-２ ・

※ Ｘ-２ ・

仕上げ塗料塗り

・ Ｐ０Ｘ工法

新規防水層の種別施工箇所

・ カラー
・ シルバー

シリコン系

・ Ｙ-１ ・
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[3.1.4]既存防水層（立上り部等）の撤去

・ 除去しない

※ 除去する（ルーフィング類製造所の仕様による）

脱気装置の種類

※ 設けない ・ 設ける（主材料製造所の指定による）

[3.6.3]

シーリング シーリング改修工法の種類 [3.7.4～7][表 3.7.1]

シーリング材の種類、施工箇所 [3.7.2][表 3.7.1]

※ 下表以外は、改修標仕表 3.7.1 を標準とする

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

・ シーリング充填工法 ・ シーリング再充填工法

・ 拡幅シーリング再充填工法 ・ ブリッジ工法

9

ブリッジ工法

ボンドブレーカー ※適用する ・適用しない

エッジング材張り ※適用する ・適用しない

[3.7.7]

[3.7.8]接着性試験 ※行う（※ 簡易接着性試験 ・ 引張接着性試験） ・行わない

・ 建物排水用リサイクル発泡三層硬質塩化ビニル管(RF-VP) Ｇ

・ ステンレス鋼管 ・アルミ既製品

□

鋼管製といの防露

・ 次の箇所は行わない（ ）

ロックウール保温筒及びフェノールフォーム保温筒のホルムアルデヒドの放散量

※ 規制対象外 ・ 第三種

掃除口 ※ 有り ・ 無し

縦どい受け金物の取付け [3.8.3]

※ 図示 ・ 標仕 13.5.3 (d)(2) による

とい といの材種 [3.8.2][表 3.8.1]

・ 配管用鋼管 ・ 硬質ポリ塩化ビニル管

[3.8.2､3][表 3.8.5]

10

アルミニウム製笠木 [3.9.2][表 3.9.1]

備 考表面処理種 類 呼称肉厚(mm) 固定間隔

・ 250形 1.6以上 隅角部及び突当たり部等の固定方法及び※ Ａ-1 又は

・ 300形 1.8以上 役物は本体製造所の仕様に間隔は品質計

・ 350形 2.0以上 画で定めたも・ Ｂ-2 種 よる。

（ ） の・ 100形

板材折曲げ形の取付工法 ・ 図示

工法

既存笠木等の撤去 ・ 行う （範囲 ※ 図示 ・ ）

板材折曲げ形の笠木の取付方法 ※ 図示

下地補修の工法 ※ 図示

[3.9.3]

Ｂ-1 種

11

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

※適用する

・適用しない

材 料

折板葺 (13.3.2、3)(表 13.2.1)

※ 重ね形 ・ はぜ締め形 ・ かん合形形 式

山高（ ） 山ピッチ（ ） 板厚 ※ 0.6 ・ 0.8形状(mm)

※ 塗装溶融 55％アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯(CGLCCR-20-AZ 150)

・（規格等）

※ 有り ・ 無し軒先面戸板

※ 有り（種別： 厚さ： mm） ・ 無し

保証書 ※ 受注者及び施工業者連名で、保証書を提出すること。

・アスファルト防水 保証期間 10年

・シート防水 保証期間 5年

・塗膜防水 保証期間 5年

・FRP防水 保証期間 5年

・ステンレス防水 保証期間 5年

防火性能 ※ 30 分耐火 ・ 無し
断 熱 材

12
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4

外
壁
改
修
工
事

施工数量調査1 調査範囲 ※ 外壁改修範囲 ・図示の範囲 [1.5.2]

調査内容

ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び

錆汁の流出の有無を調査する。

モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表面に表示し、また欠損部の

形状寸法等を調査する。

コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に

表示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

調査報告書の部数 ※ ２部

改修材料2 ・ 既製調合モルタル [4.2.2]

温冷繰り返し後標準時

長さ変化率

（％）

0.20 以下 4.0 以上70.0 以上 1.80 程度 0.60 以上 0.40 以上

保水率

（％）

単位容積質量

（kg/ｌ）

曲げ強さ

[4.2.2]

接着強さ（標準）初期硬化性（標準）

3.0 ％ 以下

硬化収縮率曲げ強さ圧縮強さ

ａ．均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

ｂ．対象とする被着体を侵さず、かつ、周囲を汚損しないこと。

製造後６か月間保存した後であっても、上記の品質・性能の各項目に適合していること。

ｃ．常温常湿（温度２０±１５℃、湿度６５±２０％）において製造所の指定する期間又は

・ パテ状エポキシ樹脂

30.0 N/m㎡ 以上50.0 N/m㎡ 以上6.0 N/m㎡ 以上2.0 N/m㎡ 以上

接着強さ（N/m㎡）

（N/m㎡）

・ 可とう性エポキシ樹脂 [4.2.2]

性 能 常温物性 低温性 加熱変化 引張接着性

引張強さ

伸び 30.0 ％以上 破断時の伸び 10 ％以上30.0 ％以上30.0 ％以上

加熱減量 ５％以下

スランプ ３mm以下

押出し性

比重 表示値 ±0.10

60 秒以下

ａ．均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

ｂ．対象とする被着体を侵さず、かつ、周囲を汚損しないこと。

ｃ．常温･常湿（温度２０±１５℃、湿度６５±２０％）において製造所の指定する期間又は

製造後６か月間保存した後であっても、上記の品質・性能の各項目に適合していること。

1.0 N/m㎡以上 1.0 N/m㎡以上 1.0 N/m㎡以上 最大引張応力 1.0 N/m㎡

・タイル部分張替え用エポキシ樹脂 [4.2.2]

接着強さ

0.40 以上

50 以上

1.00 以上

20 以上

凝集破壊率(％)

皮膜物性

伸び（％）

アルカリ温水

0.40 以上

50 以上

低温

1.00 以上

30 以上

0.40 以上

50 以上

高温

低温硬化

1.00 以上

30 以上

75 以上

標準

標準

1.00 以上

30 以上

0.60 以上 0.40 以上

50 以上

熱劣化

熱劣化

1.00 以上

20 以上

アルカリ温水

冷熱水中繰返し

貯蔵安定性 容積と粘度に著しい変化がないこと。

耐熱性 JIS A 5548 に準じた試験において、80℃で４週間、9.8N おもりで安定して

いること。

ａ．外観は、均質で、有害と認められる異物の混入がないこと。

ｂ．タイル、石材、下地等を侵すものでないこと。

ｃ．「化学物質の審査および製造等の規則に関する法律」に基づく特定化学物質及び「労働

安全衛生法」に基づく「有機溶剤中毒予防規則」に規定された第一種有機溶剤を使用し

ないこと。

ｄ．常温･常湿（温度２０±１５℃、湿度６５±２０％）において製造後６か月保存しても

上記の品質性能に適合していること。

ｅ．ずれ抵抗性があること。

ｆ．混練終結時の確認が容易なように色が明瞭であること。

強度(N/m㎡)

引張強さ(N/m㎡)

・ エポキシ樹脂モルタル [4.2.2]

接着強さ 曲げ強さ圧縮強さ

ａ．こて塗りが容易で､かつ､硬化後の仕上がりが良好であること。

ｂ．均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

ｃ．「労働安全衛生法」に基づく「有機溶剤中毒予防規則」に規定された第一種有機溶剤を

使用しないこと。

ｄ．形状に異常が無く、だれが生じないこと。

ｅ．常温･常湿（温度２０±１５℃、湿度６５±２０％）において製造後６か月保存しても

上記の品質性能に適合していること。

1.0 N/m㎡ 以上 20.0 N/m㎡ 以上 10.0 N/m㎡ 以上

・ポリマーセメントモルタル [4.2.2]

ポリマーセメントモルタルの種類

合成ゴム系、アクリル系、エチレン－酢ビ系等

6.0 以上 20.0 以上 1.0 以上 0.8 以上 0.5 以上

低温時湿潤時標準時

曲げ強さ 圧縮強さ

表面状態 だれの下がり量は ５mm以内とし、ひび割れが発生していないこと。

透水性 裏面の濡れ、水滴の付着がないこと。

均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

・ポリマーセメントスラリー [4.2.2]

耐久性広がり速度 長さ変化率 引張接着性 吸水性

保水係数 0.35 ～ 0.55

粘調係数 0.50 ～ 1.00

曲げ性能
（材齢28日）（材齢28日）（収縮）(cm/s) （72時間） (劣化曲げ強さ)

15 ％以下３ 以上 ３％ 以下

・吸水調整材 [4.2.2]

界面破断率(％)

50 ％以上0.98 以上30分間で１g以下

吸水性（g）

表示値±１％以内

全固形分（％）

品質・性能

項目

均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

接着強さ(N/m㎡ )

0.5 N/m㎡以上 5.0 N/m㎡以上 5.0 N/m㎡以上

(N/m㎡ ) (N/m㎡ )

接着強さ(N/m㎡ )

1 ひび割れ部改修工法 [4.1.4][4.3.4]

※ 自動式低圧エポキシ

樹脂注入工法

注入工法の種類

0.2以上～1.0 以下

ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm)

※ 200～300

・

備 考注入量(mL/m)

※

・

0.2以上～0.3 未満 ※ 50～100 ※ 40 ・・ 手動式エポキシ樹脂

注入工法

・ 機械式エポキシ樹脂

注入工法

0.3以上～0.5 未満

0.5以上～1.0 以下

※ 100～200

※ 150～250

・

※ 70 ・

※ 130 ・

・

注入材料 [4.2.2]

・

[4.3.4]

※ 樹脂注入工法

[4.1.4][4.2.2][4.3.5]

備 考

※行わない ・ 行う

・ 可とう性エポキシ樹脂

ポリウレタン系シーリング材

※１成分形又は２成分形

・

・ Ｕカットシール材充填工法

充填材料

ポリマーセメントモルタルの充填

品質・規格等

[4.1.4][4.2.2][4.3.6]

2 欠損部改修工法 [4.1.4][4.2.2][4.3.7]※ 充填工法

・ パテ状エポキシ樹脂

・ 可とう性エポキシ樹脂

・ エポキシ樹脂モルタル

・ ポリマーセメントモルタル
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コア抜取りによる確認 ※ 行わない

・ 行う（抜取り部の補修方法： ）

・ シーリング材

・ シール工法 （ひび割れ幅 0.2mm未満）

※ 建築補修用注入エポキシ樹脂（JIS A 6024） ・低粘度形 ・中粘度形

3 鉄筋露出部の処理 [4.3.3]部分的に露出している鉄筋及びアンカー金物等は、健全部が露出するまでコンク

リートをはつり、ワイヤーブラシ等でケレンを行い錆を除去し、鉄筋コンクリー

ト用防錆材等を塗り付け、防錆処理を行う。

○

アルミ建具廻り PU-2

○

○

長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号
1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出

国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事



1 既存モルタル塗りの

撤去

2 ひび割れ部改修工法 ・ 既存モルタル撤去工法（範囲は図示 撤去部分の補修は、３．欠損部改修工法による）

・ 行う（※ 全面 ・ 図示の範囲）

[4.1.4][4.4.2][4.4.5]

[4.1.4][4.2.2][4.4.7]

・ 可とう性エポキシ樹脂

・ パテ状エポキシ樹脂

・ 既存塗り仕上げ材の撤去及び補修

（※ シール工法の範囲 ・ ）

[4.4.2][4.6.3]

・ シール工法

（※ 既存モルタル面 ・ 既存躯体コンクリート面）

3 欠損部改修工法 [4.1.4][4.4.8～9]既存モルタル面の欠損部

改修工法の種類 材 料

塗厚 25mm を超える場合の補強

※ 行う ・行わない ・図示

品質・規格等

既製目地材 ・ 適用する（形状 ※ 図示 ・ ） [4.2.2]

4 浮き部改修工法 [4.1.4][4.4.10～15][表 4.4.3､4]

・ 充填工法

・ モルタル塗替え工法

ポリマーセメントモルタル

改修標仕 4.2.2(g) による

・アンカーピンニング部分

エポキシ樹脂注入工法

エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面

・アンカーピンニング全面

エポキシ樹脂注入工法

エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面

・注入口付アンカーピンニング全面

ポリマーセメントスラリー注入工法

ポリマーセメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング部分

改修工法の種類

（モルタルを撤去しない場合）
一般部 指定部 一般部 指定部

充填量

注入量

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数 注入口の箇所数

※ 25ml

・・

※ 16

※ 13

・

※ 13

・

※ 9

・

※ 9

・

※ 9

・

※ 25

・

※ 20

・

※ 20

・

※ 16

・

※ 16

・

・

※ 16

・

※ 9

・

※ 16

・

※ 16

・

※ 9

・

※ 12

・

※ 20

・

※ 20※ 12

・ ・

※ 25ml

・

※ 50ml

・

※ 25ml

・

※ 50ml

・

※ 25ml

アンカーピン [4.2.2]

材質 ※ ステンレス SUS 304、呼び径 ４mm の丸棒で全ネジ切り加工したもの

・

注入口付アンカーピン [4.2.2]

材質 ※ ステンレス SUS 304、呼び径外径 ６mm

・
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※ 自動式低圧エポキシ

樹脂注入工法

注入工法の種類

0.2以上～1.0 以下

ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm)

※ 200～300

・

備 考注入量(mL/m)

※

・

0.2以上～0.3 未満 ※ 50～100 ※ 40 ・・ 手動式エポキシ樹脂

注入工法

・ 機械式エポキシ樹脂

注入工法

0.3以上～0.5 未満

0.5以上～1.0 以下

※ 100～200

※ 150～250

・

※ 70 ・

※ 130 ・

・

※ 樹脂注入工法

（※ 既存モルタル面 ・ 既存躯体コンクリート面）

注入材料

※ 建築補修用注入エポキシ樹脂（JIS A 6024 低粘度形又は中粘度形）

・

備 考

・ 可とう性エポキシ樹脂

ポリウレタン系シーリング材

※１成分形又は２成分形

・

充填材料 品質・規格等

ポリマーセメントモルタルの充填

※行わない ・ 行う

[4.2.2]

[4.3.4]

・ Ｕカットシール材充填工法

(0.25㎡ 未満)

(0.25㎡ 以上)

（本／㎡ ） （箇／㎡ ）

コア抜取りによる確認 ※ 行わない

・ 行う（抜取り部の補修方法： ）

・ シーリング材

・注入口付アンカーピンニング全面

ポリマーセメントスラリー注入工法

※ 9

・ ・

※ 16

・

※ 9

・

※ 16

・

※ 50ml

・ 既存タイル撤去面（・ コンクリート面 ・ モルタル面）
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1 既存タイル張りの撤去 ・ 外壁タイル張り全面 ・ 図示の範囲

撤去範囲 ※ 下地モルタルまで ・ 張付けモルタルまで ・ タイルのみ

2 ひび割れ部改修工法 改修箇所 ※ 既存タイル張り面

※ 自動式低圧エポキシ

樹脂注入工法

注入工法の種類

0.2以上～1.0 以下

ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm)

※ 200～300

・

備 考注入量(mL/m)

※

・

0.2以上～0.3 未満 ※ 50～100 ※ 40 ・・ 手動式エポキシ樹脂

注入工法

・ 機械式エポキシ樹脂

注入工法

0.3以上～0.5 未満

0.5以上～1.0 以下

※ 100～200

※ 150～250

・

※ 70 ・

※ 130 ・

・

注入材料

※ 建築補修用注入エポキシ樹脂（JIS A 6024 低粘度形又は中粘度形）

[4.2.2]

・

[4.3.4]

備 考

※行わない ・ 行う

・ 可とう性エポキシ樹脂

ポリウレタン系シーリング材

※１成分形又は２成分形

・

充填材料

ポリマーセメントモルタルの充填

品質・規格等

※ 樹脂注入工法 [4.1.4][4.3.4][4.5.5]

・ Ｕカットシール材充填工法（既存タイル張り撤去面） [4.1.4][4.2.2][4.5.6]

3 欠損部改修工法 ・ タイル部分張替え工法 [4.1.4][4.2.2][4.5.7]

※ ポリマーセメントモルタル

・ 変成シリコン樹脂

・ エポキシ樹脂

・ ポリウレタン樹脂

・ シリコン樹脂

・ タイル部分張替え工法用接着剤

接着材の種類 品質・規格等

「建設省官民連帯共同研究報告書『有機系接着剤を利用した

外装タイル・石張りシステムの開発』(建設大臣官房技術調

査室監修 平成 9年 2月)」における「外装タイル・石張り

用接着剤の品質基準（案)」に基づく品質性能試験に適合す

るタイプⅠであり監督職員の承諾するもの又は特記による。

・ タイル張替え工法

伸縮調整目地及び、ひび割れ誘発目地

位置 ※ 改修標仕表 4.5.1 による ・ 図示

[4.1.4][4.5.8]

[4.5.8][表 4.5.1]

4 浮き部改修工法 [4.1.4][4.5.9～15][表 4.4.3､4]

・アンカーピンニング部分

エポキシ樹脂注入工法

エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面

・アンカーピンニング全面

エポキシ樹脂注入工法

エポキシ樹脂注入工法

ポリマーセメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング部分

改修工法の種類

一般部 指定部 一般部 指定部

充填量

注入量

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数 注入口の箇所数

※ 25ml

・・

※ 16

※ 13

・

※ 13

・

※ 9

・

※ 9

・

※ 25

・

※ 20

・

※ 20

・

※ 16

・

※ 16

・ ・

※ 16

・

※ 9

・

※ 12

・

※ 20

・

※ 20※ 12

・ ・

※ 25ml

・

※ 25ml

（タイルを撤去しない場合）

アンカーピン [4.2.2]

材質 ※ ステンレス SUS 304、呼び径 ４mm の丸棒で全ネジ切り加工したもの

・

注入口付アンカーピン [4.2.2]

材質 ※ ステンレス SUS 304、呼び径外径 ６mm

・

※ 9

・ ・

※ 16

・

※ 9

・

※ 16

・

※ 50ml

・ 25ml

※ 50ml

・注入口付アンカーピンニング

・注入口付アンカーピンニング全面

エポキシ樹脂注入タイル固定工法

陶磁器質タイル張り5 タイルの種類 ［4.2.2][4.5.7～8]

備考
耐凍害性

あり なし

再生材の

適用 Ｇ

色

特注標準

役物

あり なし

うわぐすり

施釉無釉

吸水率の区分

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

形状寸法

(mm)

主な用途の区分

施工箇所

壁タイル張りの工法 [4.5.7～8][表 4.5.3]

外装タイル ・ 密着張り ・ マスク張り

タイルの見本焼き ※ 行わない ・ 行う

役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする。

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・

・

・

・

□

（本／㎡ ） （箇／㎡ ）

コア抜取りによる確認 ※ 行わない

・ 行う（抜取り部の補修方法： ）

・ シーリング材

6 目地改修工法 ・ 目地ひび割れ部改修工法 [4.1.4][4.5.16]

・ 伸縮目地改修工法

シーリング用材料

種類 ※ 改修標仕表 3.7.1 による

[3.7.2][表 3.7.1]

タイルの試験張り ※ 行わない ・ 行う

・ 接着剤張り

1 既存塗膜等の除去

及び下地処理

既存塗膜劣化部の除去、下地処理の工法 [4.6.3][表4.6.1～4]

・ サンダー工法

※ 高圧水洗工法

・ 塗膜はく離剤工法

・ 水洗い工法

下地面の補修

4-1又は4-3による

処理範囲工 法

※ 既存仕上面全体 ・

（既存塗膜の除去範囲は処理面積の

30 ％とする）

※ 既存仕上面全体 ・

（既存塗膜の除去範囲は既存塗膜の

劣化部とする）

※ 上記処理範囲以外の既存仕上面全体

・

2 下地調整材 ※ 下地調整塗材 (※Ｃ－１ ・Ｃ－２ ・ＣＭ－２ ・ ） [4.2.2][4.6.3]

・ ポリマーセメントモルタル

・ 防水形仕上げ塗材主材を使用

3 種類、仕上げの形状、工法

種 類 呼び名 仕上げの形状

・ 薄付け仕上塗材 ・ 外装薄塗材Ｓi

・ 可とう形外装薄塗材Ｓi

・ 可とう形外装薄塗材Ｅ

・ 防水形外装薄塗材Ｅ

・ 外装薄塗材Ｓ

・ 複層仕上塗材

・ 砂壁状 ・ ゆず肌状 ・ さざ波状

・ ゆず肌状 ・ さざ波状 ・ 凹凸状

・ 砂壁状

・ 砂壁状 ・ 着色骨材砂壁状

・ 複層塗材ＣＥ ・ ゆず肌状 ・ 凸部処理 ・ 凹凸模様

耐候性 ※ 耐候形３種

溶媒 ※ 水系 ・ 溶剤系

外観 ※ つやあり ・ つやなし

樹脂 ※ アクリル系 ・

・ メタリック

防水形の増塗材 ※ 行う

上塗材
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加圧力は試験施工による

[4.1.5][4.2.2][表4.2.4～5]

・ 複層塗材Ｓi

・ 複層塗材Ｅ

・ 複層塗材ＲＥ

・ 防水形複層塗材ＣＥ

・ 防水形複層塗材ＲＥ

・ 防水形複層塗材ＲＳ

・ 可とう形複層塗材ＣＥ

仕上塗材仕上げ

仕上塗材

・ 平たん状

・ さざ波状

・ ゆず肌状

防火材料の指定が必要な場合

※ 建築基準法に基づく認定を受けた材料とする。

[4.2.2](15.5.2)

・ 可とう形改修用

・ 可とう形改修塗材ＲＥ

・ 可とう形改修塗材ＣＥ

マスチック塗材塗り

工種 ・Ａ種 ・Ｂ種

[4.6.6][表4.6.7]

ステンレス製建具 簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

耐風圧性の適用は建具表による

施工箇所

屋外

屋内

※ SUS304又はSUS430JIL

※ SUS430 ・ SUS304又はSUS430JIL

鋼材の種類

表面仕上げ ※ ＨＬ程度 ・ 鏡面仕上げ

曲げ加工 ※ 普通曲げ ・ 角出し曲げ（補強あり）

特定防火設備の戸 ・ 適用あり

[5.6.2]

[5.6.3]

[表 5.6.1]

[5.6.4]

[5.6.5]

自動ドア開閉機構

開閉方式 センサの種類

※ 製造所標準製作規定寸法許容差による

・ マットスイッチ ・電子マットスイッチ

※ 光線反射スイッチ ・ 音波スイッチ

・ 熱線スイッチ ・ 光電スイッチ

・ 多機能便所スイッチ

・

※ スライデイングドア

・ SSLD-1 ・ SSLD-2

・ DSLD-1 ・ DSLD-2

・ スイングドア

・ SWD-1 ・ SWD-2

・凍結防止措置（適用箇所は建具表による）

自閉式上吊り引戸装置 材料 ※ SUS 304、アルミニウム製等 防錆性能を有するもの

・ 製造所標準仕様による

性能等 ※ 改修標仕 表5.8.1 による

・ 製造所標準仕様による

重量シャッター

シャッターの種類

・ 一般重量シャッター

・ 外壁用防火シャッター

・ 屋内用防火シャッター

・ 屋内用防煙シャッター

耐風圧強度 ( ) N/m

耐風圧強度 ( ) N/m

2

2

※ 上部電動式（手動併用） ・ 上部手動式

開閉機能

危害防止機構

※ 障害物感知装置（自動閉鎖型）

[5.8.2､3][表 5.8.1～3]

[5.9.2]

[5.9.3][表 5.9.1]

[5.10.2][表 5.10.1]

[5.10.2]

建具用金物 建具用金物

吊金物

錠類はシリンダー箱錠（レバーハンドル）とする

なお、錠前類は建具製作所の指定するものとし、監督職員の承諾を受ける

・ 丁番（内部建具については、軸を鉄芯としてもよい）

・ ピボットヒンジ

[5.7.2､3][表 5.7.1､2]

[5.7.4]

枠、くつずりの材料 枠（ ） くつずり（ ）

縁仕上 ・塗り縁 ・生地縁（素地） ・生地縁（ウレタンクリヤー塗装） (表 16.7.9)

木製建具 建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量

※ 規制対象外 ・ 第三種

かまち戸の樹種 かまち（ ） 鏡板（ ）

(16.7.2)

(16.7.2)

9

10

11

12

13

14

※ 可とう形改修塗材Ｅ

※ 外装薄塗材Ｅ(見上げ面)

※ 防水形複層塗材Ｅ

1 改修工法の適用 [5.1.3]

・ 鋼製建具

・ 鋼製軽量建具

・ ステンレス製建具

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・ ※ 建具表による ・ 図示

・ ・ ※ 建具表による ・ 図示

・ 内部

・ 外部

※ 建具表による ・ 図示

※ 建具表による ・ 図示

※ 建具表による ・ 図示

かぶせ工法

・ アルミニウム製建具

撤去工法 適用箇所建具の種類

見本の製作等 建具見本製作 ・行う ※行わない

特殊な建具の仮組 ・行う（建具符号： ）※行わない

防犯建物部品 ・適用する（図示）

アルミニウム製建具 外部に面する建具

施工箇所枠見込み(mm)水密性気圧性耐風圧性種 別

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

Ｓ－４

Ｓ－５

Ｓ－６

表面処理 ※ B-1種 ・ B-2種（・ﾌﾞﾗｳﾝ系 ・ﾌﾞﾗｯｸ ・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

※ 70

・

100

※ 図示

・ ・

水切板、ぜん板等 ※図示による

防音ドアセット、防音サッシ ・ 適用する 遮音性の等級（ ）

断熱ドアセット、断熱サッシ ・ 適用する 断熱性の等級（ ）

耐震ドアセット ・ 適用する 面内変形追随性の等級（ ）

Ｇ□

2 [5.1.5]

3 [5.1.7]

4

※Ａ-３

Ａ-４ Ｗ-５

※Ｗ-４

[5.2.2][表 5.2.1]

[5.2.4][表 5.2.2]

[5.2.2]

5

建
具
改
修
工
事

結露水の処理方法 ※図示による [5.2.4]

[5.2.5]

片開き、親子開き及び両開き戸の1枚の戸の有効開口幅が950㎜

又は有効高さが2,400㎜を超える場合の鋼板類の厚さ ※図示

[5.5.4]

屋内建具

表面処理 ※ C-1 種又は B-1 種

・ C-2 種又は B-2 種（・ﾌﾞﾗｳﾝ系 ・ﾌﾞﾗｯｸ ・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

[5.2.4][表 5.2.2]

防虫網網戸

形 式 ※ 外部可動式 ・ 固定式

網の種別 ※ ガラス繊維入り合成樹脂製 ・ 合成樹脂製 ・ ステンレス製（SUS 316）

5 [5.2.3]

6 樹脂製建具 外部に面する建具

施工箇所枠見込み(mm)水密性気圧性耐風圧性種 別

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

Ｓ－４

Ｓ－５

Ｓ－６

※ 70

・

※ 図示

[5.3.2][表 5.3.1]

Ａ-４

Ｗ-４

Ｗ-５

遮音性能等級 ・Ｔ－Ａ種 ・Ｔ－Ｂ種

断熱性能等級 ・Ｈ－Ａ種 ・Ｈ－Ｂ種

表面色 ※ 標準色 ・特注色 [5.3.4]

鋼製建具 防火戸の指定 ※ 建具表による

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

[5.1.4]

特定防火設備の戸 ・ 適用する

耐風圧性 ・ Ｓ-4 ・ Ｓ-5 ・ Ｓ-6

[5.4.4]

[5.4.2][表 5.4.1]

[5.4.2]

7

又は有効高さが2,400㎜を超える場合の鋼板類の厚さ ※図示

片開き、親子開き及び両開き戸の1枚の戸の有効開口幅が950㎜ [5.4.4]

防音ドアセット、防音サッシ ・適用する 遮音性の等級（ ） [5.4.2]

[5.4.2]

[5.4.2]

断熱ドアセット、断熱サッシ ・適用する 断熱性の等級（ ）

耐震ドアセット ・適用する 面内変形追随性の等級（ ）

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による鋼製軽量建具 [5.5.2]8

防音ドアセット、防音サッシ ・適用する 遮音性の等級（ ）

断熱ドアセット、断熱サッシ ・適用する 断熱性の等級（ ）

耐震ドアセット ・適用する 面内変形追随性の等級（ ）

[5.5.2]

[5.5.2]

[5.5.2]

マスターキー ※ 製作する ・ 製作しない

・ シャッターの二段降下方式

一般重量シャッターのシャッターケース ※ 設ける ・ 設けない [5.10.2]

軽量シャッター 開閉形式 ※ 手動式 ・ 上部電動式（手動併用）

スラット

材質 ※ JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）又は JIS G 3318

（塗装溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯）

・ 鋼板

形状 ※ インターロッキング形 ・ オーバーラッピング形

耐風圧強度( )N/m 2

ガイドレール等

オーバーヘッドドア

セクション材料

・ アルミニウムタイプ

開閉方式 収納形式

※ バランス式

・ チェーン式

・ 電動式

・ スタンダード形

・ ローヘッド形

・ ハイリフト形

・ バーチカル形

・ ステンレス鋼板

（SUS 304）

※溶融亜鉛めっき鋼板※ スチールタイプ

・ ファイバーグラスタイプ

耐風圧性能( )Pa

ガイドレール材質

ガラス 材料

品種及び厚さによる種類 ※ 建具表による

ガラス留め材

材 種建具の種類

アルミニウム製

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

防火戸のガラス留め材は建築基準法に基づく防火性能を有するものとする。

※ シーリング材 ・ ガスケット（ＦＩＸ部はシーリング材）

※ シーリング材

※ シーリング材

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

ガラスブロック

防火性能

・ 正方形

・ 長方形

・ガラスブロック積みの金属製化粧カバー

※ 無し

・ 有り

材料

ガラス用フィルム

・ ガラス貫通防止フィルム

材質（ ） 寸法（ ） 形状（ ）

改修標仕5.12.3以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は(社)日本建築学会 JASS 17

ｶﾞﾗｽ工事「3.1納まり寸法標準」によるほか､性能値が確認できる資料を監督職員に提出する

表面形状 呼び寸法 （mm）

・

厚さ （mm） 色調

・ ※ クリア ・乳白

・ カラー（ ）

※ ガラス飛散防止フィルム

・ 日射調整フィルム

用途による区分

品質 JIS A5759 による

※ 鋼板製 ・ ステンレス製 SUS 304

[5.11.2][表 5.11.1]

[5.11.3]

[5.11.4]

[表 5.11.2]

[5.12.2～4][表 5.12.1～2]

[5.13.2]

[5.13.2][表 5.13.1]

[5.13.3]

[5.13.5]

[5.13.5]

ＧＳ

記号

ＳＣ

ＳＦ

貼り面

※ 内貼り ・ 外貼り

性能値

15

16

17

18

19

飛散防止性能ＡＢ

・ 可動座板式

・建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法 ※適用する ・適用しない

○

A-69

訂 正 設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

- (A3)
- (A1)改修工事特記仕様書（3）

○

長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号
1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出

国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事



A-70

訂 正 設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

- (A3)
- (A1)改修工事特記仕様書（4）
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1 改修範囲 既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井、壁、床の改修範囲 [6.1.3]

※ 壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

・ 図示の範囲

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲

※ 壁面より両側 600mm 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

・ 図示の範囲

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

※ 既存のまま

・ 図示の範囲

2 既存床の撤去並びに

下地補修

ビニル床シート等の除去 ※ 仕上げ材のみ（接着剤とも） [6.2.2]

・ 下地モルタルとも（※ 図示の範囲 ・除去範囲全て）

合成樹脂塗り床材の除去工法 ・ 機械的除去工法 ・ 目荒工法

改修後の床の清掃範囲 ※ 改修箇所の室内

3 既存壁の撤去並びに

下地補修

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修 [6.3.2][4.4.9]

※ 図示

・ モルタル塗り（塗り厚 25mm を超える場合の補強 ※ 行う ・ 行わない）

4 木下地等 Ｇ 木材の品質 [6.5.2][表 6.5.2～3]

5 集成材等 Ｇ [6.5.2]

間伐材等

の適用

・

・

・

・

※図示

※図示

※図示

※図示

施工箇所種 別

ホルムアルデヒドの放散量 ※ 規制対象外 ・ 第三種

間伐材等：間伐材、合板・製材工場から発生する端材等の残材、林地残材又は小径木の

体積比割合が10%以上であること。

6 接着剤 接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

※ 木工事に使用する接着剤

ユリア樹脂､メラミン樹脂､フェノール樹脂､レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド系

防腐剤（以下、｢ユリア樹脂等｣という）を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

※ 規制対象外 ・ 第三種

※ 壁紙、ビニル床タイル、ビニル床シート、幅木に使用する接着剤 [6.8.2][6.14.2]

壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂等を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

※ 規制対象外 ・ 第三種

7 防腐・防蟻処理

8 床板張り用合板及び

その他の合板 Ｇ

（㎜）

厚さ
程度
接着の

・ ２類
※ １類

・ ２類
・ １類

表板の樹種名･品質

等級・性能等
施工箇所種 別

・あり
・なし

・あり
・なし

・あり
・なし

・あり
・なし

処理

・難燃
・防炎

の処理

・難燃
・防炎

・難燃
・防炎

・難燃
・防炎

その他防虫

の適用

間伐材等

・

・

・

・

※図示

※図示

※図示

※図示
・ ２類
・ １類・ 特殊加工化粧合板

・ 天然木化粧合板

・ 普通合板

・ 構造用合板 ※ １類
・ 特類

体積比割合が10%以上であること。

間伐材等：間伐材、合板・製材工場から発生する端材等の残材、林地残材又は小径木の

9 軽量鉄骨天井下地 野縁等の種類 [6.6.2][表 6.6.1]

屋外（・ 19 形 ※ 25 形） 屋内（※ 19 形 ・ 25 形）

[6.6.3～4]

[6.6.4]

耐震性を考慮した補強 ※ 図示

あと施工アンカーの引抜き試験 ・ 行う ・ 行わない

既存の埋込インサート ・ 使用する ・ 使用しない

※ 天井ふところ 1.5 ｍ以上の場合は吊りボルトの補強を行う

※ 天井ふところ 3.0 ｍを超える場合の補強 ※ 図示

屋外軒天井及びピロティー天井等における対風圧性を考慮した補強 ※ 図示

10 軽量鉄骨壁下地 スタッドの高さが ５ｍ を超える場合 ※ 図示 [6.7.3][表 6.7.1]

11

□

□

□

木材の現場における含水率 ※A種 ・B種

※信州木材認証製品又は同等品(長野県産材) ・標仕 12.2.1 ・市販品

・保存処理木材を適用する箇所（ ）

・間伐材等：間伐材、林地残材又は小径木であること。

樹種

・ 代用樹種を適用しない箇所（ ）

造作材

下地材 ・杉 ・松 ・

樹種・見付材面の品質

化粧薄板の厚さ等
寸法

※図示

※図示

※図示

※図示・ 造作用集成材

・ 化粧ばり造作用集成材

・ 造作用単層積層材

[6.5.2][表 6.5.4]

・杉 ・松 ・ひのき ・

・ 化粧ばり構造用集成柱

[6.5.5]

[表 6.5.10]

[6.5.3]

あと施工アンカーの材料 ・ 金属系アンカー ・ 接着系アンカー

ビニル床シート張り

Ｇ

[6.8.2]

種 類

※ 発泡層のないもの

・ 発泡層のあるもの

・

JIS の記号 色 柄

※ 柄物 ・ 無地

※ 無地 ・ マーブル柄

厚さ(mm)

工法 ※ 熱溶接工法 ・ 突付け（施工箇所： ） [6.8.3]

□
※ ＦＳ ・ ※ 2.0 ・

※ 行う（適用部位 ・ ） ・行わない

・薬剤の加圧注入による防腐防蟻処理（保存処理性区分 ・Ｋ１ ・Ｋ２ ・Ｋ３）

・薬剤の塗布等による防腐防蟻処理（処理の方法 ※改修標仕6.5.5による）

・ボード原料接着剤への薬剤混入による防腐防蟻処理

化粧有（トラバーチン模様）

9.5〈不燃〉 化粧無（下地張り用）

せっこうボードその他

のボード張り

[6.13.2][表 6.13.1]

・ けい酸カルシウム板

・ 普通木毛セメント板 Ｇ

・ 硬質木片セメント板 Ｇ

・ 普通木片セメント板 Ｇ

・ 硬質木毛セメント板 Ｇ

・ ロックウール化粧吸音板

・ せっこうボード

・ 不燃積層せっこうボード

・ シージングせっこうボード

・ 強化せっこうボード

・ せっこうラスボード

・ 化粧せっこうボード(木目)

種 類 厚さ(㎜)、規格等

・ 15 ・ 20 ・ 25 ・

・ 15 ・ 20 ・ 25 ・

・ 15 ・ 20 ・ 25 ・

・ 30 ・

※ フラットタイプ （※ 9〈不燃〉・ 12 ・ ）

・ 凹凸タイプ（※ 12〈不燃〉・ 15 ・ 19 ・ ）

※ 12.5〈不燃〉 ・ 9.5〈準不燃〉

12.5〈不燃〉

・ 12.5〈不燃〉 ・ 15.0〈不燃〉

9.5

12.5〈不燃〉 幅 440mm 程度

※ 0.8FK タイプ２(無石綿) (・ 6 ・ 8 ・ )

・ 化粧ボード（・ ・ ・ ）

模様（※ 柾目 ・ 板目） 専用下地材付き

□
□
□
□

フローリング張り

※ 塗装品

・ 無塗装品

[6.11.2～7][表 6.11.1～5]

仕上げ塗装等

・ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り
・ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗りﾜｯｸｽ塗
・生地のままﾜｯｸｽ塗

12 ビニル床タイル張り

Ｇ

[6.8.2]

備 考種 類 JIS の記号 厚さ(mm)

※ コンポジションビニル床タイル（半硬質）

・ コンポジションビニル床タイル（軟質）

・ ホモジニアスビニル床タイル

・

・

・

□
ＫＴ

ＫＴ

※ 2.0

ＴＴ､ＦＴ

特殊機能

帯電防止 ・適用する

性能 ※帯電防止性能評価値(JIS A 1455)1.2以上～3.2未満

又は体積電気抵抗値(JIS A 1454)1.0×10 ～10 Ω程度
2 10

帯電防止 ・適用する

※適用しない

[6.8.2]

13 帯電防止床タイル張り

Ｇ

[6.8.2]

種 類 厚さ(mm) 性 能

・ コンポジションビニル床タイル

・ ホモジニアスビニル床タイル

・

・

※ 4.0 又は 4.5

※ 2.0 ・

・

・

体積抵抗値（JIS K 6911）

または、漏えい抵抗値（JIS A 1454）

1.0X10 Ω以下9

1.0X10 Ω未満10

□

ビニル幅木 [6.8.2]

カーペット敷き

[6.9.2～3][表6.9.1～2]

種別

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種

・ カットパイル

・ ループパイル

・ カット､ループパイル併用

※ 無地

・ 柄物（標準品）

・

色柄等パイル形状 備 考

・ 織じゅうたん

消防法に定める防炎性能を有するものとし、防炎表示のあるものとする

材質 ※ 軟質 ・ 硬質

高さ(mm) ※ 60 ・ 70 ・ 100

厚さ(mm) ・ 1.5 ・

[6.9.2～3][表 6.9.2]

・ カットパイル

・ ループパイル

・ カット､ループ併用

パイル形状

※ 5～7 ・

※ 4～6 ・

・

パイル長(mm) 工 法

※ 全面接着工法

・ グリッパー工法

備考

・ タフテッドカーペット

下敷き材 ※ 反毛フェルト(JIS L 3204)の第2種2号 呼び厚さ8mm ・

下敷き材 （グリッパー工法の場合）

※ 反毛フェルト(JIS L 3204)の第2種2号 呼び厚さ8mm ・

・ ニードルパンチカーペット （厚さ mm）

帯電性 ・適用する（※ 人体帯電圧 ３kV 以下 ・ ） ※適用しない

※ ループパイル

パイル形状

[6.9.2～3][表 6.9.2]

種類

・ タイルカーペット

※ 第一種 ・ 第二種

寸法

※ 500×500 ※ 6.5

総厚さ(mm) 備考

・ カットパイル

・ カット､ループ併用

・ ・

帯電性 ※ 人体帯電圧３kV以下

帯電性 ※ 人体帯電圧３kV以下

帯電性 ・適用する（ ※人体帯電圧 ３kV 以下（フリーアクセスフロア敷設範囲））

※適用しない

タイルカーペットの敷き方 平場 ※市松敷き ・模様流し ・

階段 ・市松敷き ※模様流し ・

見切り、押え金物 ※適用する

材質（ ） 種類（ ） 形状（ ）

・適用しない

合成樹脂塗床

種 別

[6.10.3][表 6.10.4～8]

・ 厚膜型塗床材

弾性ウレタン樹脂系塗床材

仕上げの種類

エポキシ樹脂系塗床材

・ 厚膜型塗床材

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

※ 規制対象外 ・ 第三種

・ 薄膜型塗床材

※ 平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・つや消し仕上げ

※ 薄膜流し展べ仕上げ

・ 厚膜流し展べ仕上げ

・ 樹脂モルタル仕上げ

・防滑仕上げ

・平滑仕上げ

工 法施工箇所

防塵用塗料塗り 材料 水性アクリル系塗料 （※標準色 ・ ）

塗布量 プライマー塗りのうえ主剤２回塗りとし、総塗布量は 0.5 kg/ｍ 以上とする

仕上種別 ※平滑仕上げ ・防滑仕上げ
2

畳敷き [6.12.2､3][表 6.12.1]

下地の種類

改修標仕 表 6.5.9 による床組

ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン Ｇ ）

ポリスチレンフォーム

床下地材

ノンフロンのもの Ｇ

畳下地 厚さ(mm) ※ 40 ・ 65 ・ 80 〈不燃〉

フローリング類 厚さ(mm) ※ 80 ・ 95 〈不燃〉

□

□

単層フローリング Ｇ□

・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ

工 法種 別

※ なら

・

・ひのき

・ 釘どめ(根太張り)

・ 釘どめ（直張り）

※ 接着工法

・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ ※ 接着工法

・ ﾓﾙﾀﾙ流し込み

※ 接着工法・ ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ

※ 15

・ 12

厚さ
(mm)

[6.11.2～7][表 6.11.1～5]天然木化粧複合フローリング Ｇ□

・ 複合1種

・ 複合2種

・ 複合3種

種 別

材 種

仕上げ塗装等工 法
厚さ
(mm)材 種

・ 釘どめ(根太張り)

・ 釘どめ（直張り）

※ 接着工法

※ なら

※ 8

・

種別

・Ａ種

・Ｂ種

※Ｃ種

※ 塗装品

間伐材等の適用 ・ 有 ・ 無

ホルムアルデヒドの放散量 ※ 規制対象外 ・ 第三種

防湿処理 ・適用する ・適用しない

接着工法の場合の緩衝材 ※合成樹脂発泡シート ・

[6.11.4]

[6.11.5]

※ Ｂ種

※ Ｃ種

畳の種別 規格・品質等

畳表及び畳床は VOC 含有量が

少ないものとする

・ 化粧せっこうボード(防音) 9.5〈準不燃〉

・生地、透明塗料塗り（ラワン合板程度）

・不透明塗料塗り（しな合板程度）

表面の材種

板面の品質（ ）

厚さ（mm）（ ）

・防虫処理 ・難燃処理 ・防炎処理

・ 普通合板 Ｇ□

・ メラミン樹脂化粧板 JIS K 6903 による 厚さ 1.2

・ 天然木化粧合板 Ｇ□ 樹種名（ ）

接着の程度（ ・1類 ・2類 ）

・防虫処理 ・難燃処理 ・防炎処理

厚さ（mm）（ ）

・ 特殊加工化粧合板 Ｇ□ 化粧加工の方法（ ・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装 ）

接着の程度（ ・1類 ・2類 ）

・防虫処理 ・難燃処理 ・防炎処理

厚さ（mm）（ ）

表面性能（ ）タイプ

・ ﾐﾃﾞｨｱﾑﾃﾞﾝｼﾃｨﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞＧ

・ ポリエステル樹脂化粧板

・ 単板張りパーティクルボード

・ 10 ・ 12 ・ 15 ・ 18 ・

・ 3 ・ 7 ・ 9 ・ 12

□ ・ 素地MDF(RS) ・ 化粧MDF(・DV ・DO ・PC )

・ 無研磨板(VN) ・ 研磨板(VS)

・ 2.5 ・ 3.5 ・ 5 ・ 7

・ ハードボード（素地）Ｇ

・ ロックウール吸音ボード 1号

・ グラスウール吸音ボード32Ｋ

合板類、繊維板、及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量

※ 規制対象外 ・ 第三種

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

・ インシュレーションボード Ｇ

※ 25 ・

・ 9 ・ 12 ・ 15 ・ 18 ・

・ Ｔ-ＩＢ ・ Ａ-ＩＢ ・ Ｓ-ＩＢ

・ 素地 ・ ＲＮ-ＨＢ ・ ＲＳ-ＨＢ

□

□

Ｇ

・ 化粧パーティクルボード Ｇ

□
□ ・ 単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ 塗装

・ 10（難燃） ・ 12（難燃）

※ 25（ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包み） ・

[6.13.2]

[6.13.2]

・ 適用する（・ シーリング材 ・ ジョイントコンパウンド）

合板類の張付け ・ Ａ種 ※ Ｂ種 [6.13.3]

[6.13.3]せっこうボードの目地工法 （・継目処理工法 ・突付工法 ・目透し工法 ・図示）

壁紙張り [6.14.2]

壁紙の種類

紙 繊維 プラ その他 無機質施工箇所
防火性能 備 考

(織物)(ビニル)(化学繊維)

・不燃 ・準不燃 ・難燃

・不燃 ・準不燃 ・難燃

・不燃 ・準不燃 ・難燃

・不燃 ・準不燃 ・難燃

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

素地ごしらえ [6.14.3][表 7.2.4][表 7.2.7]

モルタル、プラスター面 ※ RB 種 ・ RA 種（施工箇所： ）

せっこうボード面 ※ RB 種 ・ RA 種（施工箇所： ）

壁紙のホルムアルデヒドの放散量 ※ 規制対象外 ・ 第三種

14

15

16

17

18

19

20

21

22

モルタル塗り材料 吸水調整材 [6.15.3]

界面破断率（％）

50 以下1.0 以上

吸水性（ｇ）

30分間で１ｇ以下

全固形分（％）

表示値 ±1.0 以内

均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

防水剤（防水モルタル塗りの混入剤）

防水剤の種類 建築用のモルタルに用いるセメント防水剤（JIS A 1404 による試験）

セメント重量の 70％以上 80％以下95％以下

吸水比 透水比

ＫPa/h
294.0始発 1 時間以上

終結 10 時間以内

JIS R 5201 の試験8 において

凝結時間混合割合

５％以下

曲げ･圧縮強度比

既製目地材 ※ 適用しない ・ 適用する

膨張性のひび割れおよびそりがないこと。（JIS R 5201 の試験 9 ）

陶磁器質タイル張り タイルの種類 [6.16.3]

役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・

施 工 箇 所

主な用途区分

(mm)

吸水率区分 釉薬 色役物形状･寸法 耐凍害性
備考

再生材
適用

Ⅰ類 Ⅱ類 施釉 あり なし 標準 特注無釉Ⅲ類 あり なし□Ｇ

接着強度（N／m㎡ ）

23

24

伸縮調整目地

目地の位置 （ ※改修標仕6.16.2による ・図示 ）

内装タイル ※ 壁タイル接着剤張り ・ 改良積上げ張り

[6.16.3]

[6.16.3]

[6.16.3]

タイルの試験張り ※ 行わない ・行う（※ 外壁タイル ・ ）

タイルの見本焼き ※ 行わない ・行う（※ 外壁タイル ・ ）

接着剤張りに使用する接着剤のホルムアルデヒド放散量

※ 規制対象外 ・第三種

[6.16.4]

塗り

セルフレベリング材 [6.17.2][表 6.17.1]種類 ・ せっこう系 ・ セメント系

塗厚 ・ 28mm

断熱材

種 類 施工箇所 厚さ(mm) 品質等

ポリスチレン

フォーム保温材

保温材

ノンフロンのもの Ｇ

ノンフロンのもの Ｇ

ノンフロンのもの Ｇ

ノンフロンのもの Ｇ

※ 25

※ 25

・

・

・

※ 20

□

□

□

(19.9.2～3)

※ 難燃性

□

25

26

ロックウール、グラスウール、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した

断熱材のホルムアルデヒドの放散量

※ 規制対象外 ・ 第三種

浴室天井材 市販品

※ アルミニウム製

材 質 表面仕上げ 性 能 幅(mm)

※ 焼付け塗装品

備 考

回り縁は樋付きとし

製造所の標準品と

する。

準不燃品

・ 100

※ 200

・ アルマイト処理品

フリーアクセスフロア (20.2.2)

(mm) 水平力

・ ﾊﾟﾈﾙ構法

・ 溝構法

・ ﾊﾟﾈﾙ構法

・ 溝構法

・ ﾊﾟﾈﾙ構法

・ 溝構法

・ 1.0Ｇ

・ 0.6Ｇ

・ 1.0Ｇ

・ 0.6Ｇ

・ 1.0Ｇ

・ 0.6Ｇ

・ 3,000N

・ 5,000N

・ 3,000N

・ 5,000N

・ 3,000N

・ 5,000N

・ 帯電防止床ﾀｲﾙ

・ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

・ 帯電防止床ﾀｲﾙ

・ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

・ 帯電防止床ﾀｲﾙ

・ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

耐震性能 5,000 N、高さ 300 以上については、平成元年建設省告示第 1322 号「耐震型フリー

アクセスフロアの開発」の建設技術評価において評価を取得したもの又は同等品とする。

適用地震時
耐荷重性能

仕上り高
構 法施工箇所 表面仕上げ材 備 考

27

28

・

※ 40以下 断熱抵抗

＝厚さ/熱伝導率

＝0.676以上

（m・k/W））
2

製造所 建設技術評価「建築物の断熱材兼用型枠工法の開発」

において、評価を取得したもの

・押出法

・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ

・現場発泡断熱材

・断熱材兼用型枠

※ A種2種ｂ

※ A種3種ｂ

※ A種1種

※ A種1

・木質系

・ｺﾝｸﾘｰﾄ系

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系

※ 断熱材補修部分

※ 一般部

・一般部

・

・

・

※ 壁（図示の範囲）

スロープ及びボーダー ※ 製造所の標準仕様 ・ 図示

コンセント等の取付け対応 ※ 製造所の標準仕様 （コンセント本体は別途設備工事）

配線用取り出しパネル 配線取り出し開口：パネル 1 枚につき 40mmＸ 80mm 程度の

開口 1 ヶ所以上

フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合

空調用吹き出しパネル ※ 無し

・ 有り（※ 固定式 ・ 可変式 ：施工箇所は図示）

コンセントの箇所数は図示

※ 20～30 パーセント

表面仕上げ材の品質・規格等は、各内装工事による

帯電防止性能(U値) ・ 0.6以上 ・ 1.2以上 ・

感電防止性能 （漏えい抵抗 Ｒ≧1.0×10 Ω以上）

可動間仕切 (20.2.3)

構造形式

・ スタッド式

・ スタッドパネル式

・ パネル式

・ あり

防火
性能

29

構成基材の種類 表面仕上げ材

・ なし

（不燃）

・ 壁紙張り

※ ﾒﾗﾐﾝ樹脂又は

ｱｸﾘﾙ樹脂焼付け

ﾊﾟﾈﾙ表面仕上げ厚さ(mm)

・0.6

・0.8

※鋼板

・

材質ｽﾀｯﾄﾞ ﾊﾟﾈﾙ

・ＳＴ

・Ｗ・ＡＬ

・ＳＴ

・Ｅ

(mm)

総厚さ

パネル材料のホルムアルデヒドの放散量 ※ 規制対象外 ・ 第三種

遮音性能 ・ 有り（・ 0 ・ 12 ・ 20 ・ 28 ・ 36 ) ・ 無し

(20.2.4)

遮音性能

移動間仕切30

・ 一般タイプ

・ 遮音タイプ

（ 36 db 以上）

遮音性能は JIS A 6512 の遮音試験に準拠する

表面仕上げの壁紙張りの品質は 24 壁紙張りによる

・平行

・二方向

・ 手動 ・ 電動

・ 部分電動

・ 手動 ・ 電動

・ 部分電動

操作方法

方向

走行 圧縮装置の

操作方法

・ﾌﾟｯｼｭ式

・ﾊﾝﾄﾞﾙ式

(mm)

総厚さ

材質

※鋼板

ﾊﾟﾈﾙ表面仕上げ

※ 焼付塗装

・壁紙張り

表面仕上げ材

トイレブース (20.2.5)

表面の材質

・ ﾒﾗﾐﾝ樹脂系化粧板

・ ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂系化粧板

※幅木型

・足金物型

脚部形状
形状

・標準

・Ｒ

・アルミニウム

・ステンレス

材質

ドアエッジ

ｱﾙﾐ製ｺｰﾅｰｴｯｼﾞ付き

備考

パネル材料のホルムアルデヒドの放散量 ※ 規制対象外 ・ 第三種

階段滑止め (20.2.6)

材質

・ ステンレス製（SUS304）

・ アルミ製

タイヤ

・あり

（ﾋﾞﾆﾙ）

・なし

幅(mm)

※約35

・

取付工法

※接着工法

・埋込み工法

・あり ・ﾋﾞﾆﾙ製

・ｽﾃﾝﾚｽ製

・なし

端部フラットエンド

黒板及び

ホワイトボード 種 類 寸法(mm)

・ 黒板

・ ホワイト

ボード

※ 焼付け

※ ほうろう

色 彩 備 考

※ 緑 ・ 黒

※ 白

※平面 ・ 曲面 ・ ｽｸﾘｰﾝ付引分

※平面 ・ 曲面 ・ ｽｸﾘｰﾝ付引分

(20.2.8)

31

32

33

○

○

○

○

○

○

外壁部分 ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○通路・印刷室

○

○

○ ○

○

○ ○

長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号
1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出

国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事
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表示 衝突防止表示

（※ 両面 ・ 片面）

(20.2.10)

・ 図示（市販品 ※ ステンレス製 径約 30 mm ・ ）

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とし、その他は共通詳細図による。

表示標識 案内用図記号については JIS Z 8210 によるほか、図示による。

34

ブラインド ・ 既存再使用する（養生方法： ）

・ 新設する

[2.3.1][5.1.6]

(20.2.12)

形 式

※ 横型

・ 縦型

ロールスクリーン

(20.2.13)

防炎性能 ※ 有り

製造所 性能の確認できる資料を監督職員に提出する

35

36

スラット幅(mm)

※ 25

・ 80

・ 100

種 類操作方法

※手動

・電動

※手動

・電動

※ｷﾞﾔ式 ・ｺｰﾄﾞ式 ・操作棒式

・

※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製

・ ｱﾙﾐｽﾗｯﾄ

・ ｸﾛｽｽﾗｯﾄ

スラットの材質

・1本操作ｺｰﾄﾞ ※2本操作ｺｰﾄﾞ

カーテンレール ・ 既存再使用する

・ 新設する

[5.1.6]

(20.2.14)

材 種 ※ アルミニウム製 ・ ステンレス製

38

※手動

・電動

※手動

・電動

施工箇所 材種 操作方式

・1級 ・2級 ・3級

幅、高さ

・ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ式 ・ｺｰﾄﾞ式

遮光性能種類

カーテン [2.3.1][5.1.6]・ 既存再使用する（養生方法： ）

(20.2.14)

施工箇所

・ 新設する（ ※ 防炎加工品 ・ ）

37

・

・

・

種 別

ｼｬｰ

・

・

・

ｼﾝｸﾞﾙ ﾀﾞﾌﾞﾙ

装 置

手引ひも引電動片引 引分

・ ・・ ・・

・ ・・ ・・

・ ・・ ・・

形 式

・

・

・

・

・

・

性 能 備考

（暗幕）

カーテン用きれ地

ひだの種類 ・ プレーンひだ ・ 片ひだ ・ 箱ひだ ・ つまひだ ・ フランスひだ

特殊加工 ※ 防炎加工 ・

形 式 ・ シングル ・ ダブル ・ 片引き ・ 引分け

ブラインドボックス

及びカーテンボックス

・ 既存再使用する [5.1.6]

・ 新設する

溝幅×深さ（mm） ・ 90×150 ・ 120×80 ※ 120×150 ・ 150×80 ・

色彩 ※ Ｂ-１ ・ Ｂ-２（※ ブラウン系 ・ ブラック ・ ステンカラー）

※ 木製 ・図示

・市販品（アルミニウム製 押出し型材）

39

40 手すり 備考

（市販品）※ 集成材

・ ステンレス

・ 鋼製

・ ﾋﾞﾆﾙ製ﾊﾝﾄﾞﾚｰﾙ

表面仕上げ

・ｸﾘｱﾗｯｶｰ ・

・HL ・

・EP-G ・SOP

直径(mm)

※35 ・45

施工箇所種 別

天井点検口41 材 種

・ アルミニウム製

・

・450×450

・600×600

寸 法

・一般型 ・屋内外用

・屋内用

・枠タイプ

・目地タイプ

・枠タイプ

・目地タイプ

・密閉型

形 式 外 枠 内 枠

床点検口42 材 種

・ アルミニウム製

・

・450×450

・600×600

寸 法

・一般型

・密閉型

・結露防止型

・屋内外用

・屋内用

備 考

・鍵付き

形 式

屋内掲示板 枠の材質 ※ アルミニウム製

表面の材質 ※ 塩ビ発泡シート張り

洗面カウンター 材 種 ・ メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材） ・ 人工大理石

奥行き(mm) ・ 約 450 ・ 約 600

収納家具

合板類、MDF 及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量

※ 規制対象外 ・ 第三種

(12.2.2)(19.7.2)

材質、形状、寸法 ※ 図示

備 考

・可動式

防煙垂れ壁

材 質 厚さ(mm) 高さ(mm)

※ 網入り磨板ガラス

・ 線入り磨板ガラス

※ 6.8

・

※ 500

・

アルミ製枠付き

・固定式

種 類 材 質

・垂直降下式

（巻取り型）

※ 不燃布

（不燃認定品）

・回転降下式 鋼板製又はアルミ製

降下機構 煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

備 考

ガイドレール

※ 固定式（壁埋込型）

・ 可動式（天井収納型）

表面仕上げ

※ 天井材張り ・

高さ(mm)

※ 500

・ 800

・

※ 500

・ 800

43

44

45

46

視覚障害者用床タイル

（誘導用及び
注意喚起用床材）

[6.8.2]ブロックパターンは JIS T 9251 による

色彩は黄色を原則とする

屋 内 ※ 塩化ビニル製 ・ 磁器又はせっ器質タイル（※ 300 ・ ）

・ レジンコンクリート製

屋 外 ※ レジンコンクリート製 ・ 磁器又はせっ器質タイル（※ 300 ・ ）

47

材料 屋内の壁及び天井仕上げ材は、防火材料とする。

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

※ 規制対象外 ・ 第三種

下地調整 [7.2.2～7][表 7.2.1～7]

1

2

下地面の種類 下地調整の種別 備 考

木部 ・ ＲＡ種 ※ ＲＢ種

亜鉛めっき面 ・ ＲＡ種 ※ ＲＢ種

鉄鋼面 ・ ＲＡ種 ※ ＲＢ種

亜鉛めっき面（鋼製建具） ※ ＲＢ種 ・ ＲＣ種

モルタル、プラスター面 ・ ＲＡ種 ※ ＲＢ種

コンクリート、ＡＬＣパネル面 ・ ＲＡ種 ※ ＲＢ種 （2-UE）、（2-ASE）及び
（2-FUE）は除く

※ 行わない ・ 行う（補修範囲及び補修方法は図示）

既存モルタル下地面等のひび割れ部の補修 [表 7.2.4～6]

3 塗装塗り [7.4.2～7.15.2][表7.4.1～7.15.1]

工 程

塗替え
塗 装 の 種 類

新 規

・合成樹脂調合ペイント塗り

（ＳＯＰ） ※Ｂ種 ・

※Ａ種 ・※Ｂ種 ・

※Ｂ種 ・

※Ｂ種 ・

※Ｂ種 ・ ※Ｂ種 ・

※Ａ種 ・ ※Ｂ種 ・

・フタル酸樹脂エナメル塗り

（ＦＥ）

※Ｂ種

・

※Ｂ種

・耐候性塗料塗り

（ＤＰ）

・Ａ種 ※Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・B-1種 ・B-2種

・A-1種 ・A-2種

・C-1種 ・C-2種

・A-1種 ・A-2種

・B-1種 ・B-2種

・C-1種 ・C-2種

（ＥＰ－Ｇ）

※ Ａ 種

・Ａ種 ・Ｂ種

・Ａ種 ・Ｂ種

・Ａ種 ・Ｂ種

・Ａ種 ・Ｂ種

・Ａ種 ・Ｂ種

・Ａ種 ・Ｂ種

塗料（ＮＡＤ）

エマルションペイント塗り

・合成樹脂エマルション

ペイント塗り（ＥＰ）

※Ｂ種 ・

※Ｂ種 ・

※Ｂ種 ・

※Ｂ種 ・

※Ｂ種 ・

※Ｂ種 ・

※Ｂ種 ・

※Ｂ種 ・

※Ｂ種 ・

※Ｂ種 ・

※Ｂ種 ・

※Ｂ種 ・

・Ａ種 ・Ｂ種

・Ａ種 ・Ｂ種

・Ａ種 ・Ｂ種

・Ａ種 ・Ｂ種

・合成樹脂エマルション模様

塗料塗り（ＥＰ－Ｔ）

・Ａ種 ・Ｂ種

・Ｃ種

※Ｂ種

・Ａ種

・クリアラッカー塗り（ＣＬ） ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ａ種 ※Ｂ種

・Ａ種 ・Ｂ種

・木材保護塗料塗り（ＷＰ） ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ａ種 ※Ｂ種

[7.4.2]

・オイルステイン塗り（ＯＳ）

木部（外部）[7.4.3]

木部（内部）[7.4.3]

鉄鋼面 [7.4.4]

亜鉛めっき鋼面 [7.4.5]

鋼製建具 [7.4.5]

塗 装 面

屋内木部 [7.6.2]

鉄鋼面 [7.6.3]

亜鉛めっき鋼面 [7.6.3]

屋内のｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面

鉄鋼面 [7.8.2]

上塗り

・１級

・２級 (ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂塗料)

・３級 (ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗料)

(ふっ素樹脂塗料)

亜鉛めっき鋼面 [7.8.3]

上塗り

・２級

・３級

コンクリート面

押出成形セメント板面

屋内木部 [7.9.3]

屋内鉄鋼面 [7.9.4]

コンクリート面 [7.9.2]

モルタル面 [7.9.2]

プラスター面 [7.9.2]

せっこうボード面 [7.9.2]

塗装面 [7.10.2]

コンクリート面 [7.10.2]

モルタル面 [7.10.2]

プラスター面 [7.10.2]

せっこうボード面[7.10.2]

屋内ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、

ﾌﾟﾗｽﾀｰ面、せっこうボード面、

木部等 [7.11.2]

木部 [7.12.2]

木部 [7.5.2]

屋内亜鉛めっき鋼面[7.9.5]

※Ａ種

塗
装
改
修
工
事
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・アクリル樹脂系非水分散形

[7.7.2]

・１級

(ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂塗料)

(ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗料)

(ふっ素樹脂塗料)

[7.8.4]

[7.8.4]

・つや有合成樹脂

・ウレタン樹脂ワニス塗り(ＵＣ) ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ａ種 ※Ｂ種

・ラッカーエナメル塗り(ＬＥ) 木部 [7.13.2]

木部 [7.14.2]

木部 [7.15.2]

・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ａ種 ※Ｂ種

合成樹脂調合ペイント塗りの塗料の種類 ※１種 ・

1 アスベスト含有分析

調査

分析によるアスベスト含有建材の調査

・ 行う（下表による）

[9.1.1]

※ 定性分析 ・定量分析

※ 定性分析 ・定量分析

※ 定性分析 ・定量分析

調査方法（１材料あたりの試料数：3サンプル）材 料 名

採取箇所 ※ 図示

分析対象

※ アスベスト ６種類（アモサイト、クリソタイル、クロシドライト、アクチノライト、

アンソフィライト、トレモライト）

分析方法

※ JIS A 1481 「建材製品中のアスベスト含有率測定方法」による

分析結果については、監督職員に提出すること。

2 アスベスト粉じん アスベスト粉じん濃度測定

・ 行う（測定名称及び測定点は下表による）

[9.1.1]

測定場所測定時期測定名称

処理作業室内

・ 測定 2 施工区画周辺又は敷地境界

備 考
(各施工箇所ごと)

－

・ 測定 3 処理作業室内

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口

負圧･除じん装置の排出口
(処理作業室外の場合)

－

性能確認

除じん装置の

空気の流れを確認

施工区画周辺又は敷地境界・ 測定 6

処理作業室内 －

－

・ 測定 8 施工区画周辺又は敷地境界

－処理作業室内・ 測定 9

・ 測定 10

処理作業前

処理作業中

処理作業後

処理作業後シート

撤去後１週間以降 調査対象室外部の付近 －

測定箇所 ※ 図示

・ 測定 1

測定点

各 1 点

各 1 点

各 1 点

各 1 点

計 4 点

各 1 点

計 4 点

各 1 点

計 1 点

濃度測定

9

環
境
配
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事

計 点

※ 測定 4

※ 測定 5

4方向各1点

4方向各1点(隔離ｼｰﾄ撤去前)

※ 測定 7

アスベスト粉じん濃度測定方法

アスベスト粉じん濃度測定は「JIS K 3850-1 空気中の繊維状粒子測定方法－第１部：光学

ﾒﾝﾌﾞﾚﾝﾌｨﾙﾀの直径

計数機器 位相差顕微鏡

測定 1,2,4,6,7,8,9,10

アセトン－トリアセチレン法又は、シュウ酸ジエチル法

総アスベスト繊維数 200 本又は視野数 50 視野

直径 3μm 未満、長さ 5μm 以上、長さと直径比 3:1 以上

50 f/l

25 mm

試料の透明化

試料の吸引時間

定量限界

計数アスベスト

測定 3

1 l/min

5 min

測定 5

試料の吸引流量

計数条件

0.5 f/l

5 l/min

120 min

0.3 f/l

10 l/min

240 min

47 mm

報告書の作成（記録する項目）
ア、測定結果
イ、測定時間
ウ、測定位置（測定高さとともに図面上に記載する。）
エ、サンプリング条件（メンブレンフィルタ直径、吸引時間、吸引空気量）
オ、マウンティング方法
カ、顕微鏡視野面積、計数視野数
キ、測定時（各測定場所ごと）天候、温度、湿度、外気の風速及び風向

測定機関は、都道府県労働局に登録されている作業環境測定機関とする。

3 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有吹付け材

の除去（レベル1）

アスベスト含有吹付け材の除去 [9.1.3]

仕様とする。

除去物及び汚染物質等

処理方法

※ 密封処理（二重袋梱包）

隔離養生に用いたシート、使用した使い捨て保護衣、高性能真空掃除機フィルタ、

粉じん機フィルタについても密封処理を行う。

・ セメント固化

顕微鏡法及び走査電子顕微鏡法」による。

・ 行う 除去方法は 9.1.3 によるほか、除去の部位・内容に応じた除去は専門工事業者の

アスベスト含有吹付け材の処分

・埋立処分

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有保温材等

の除去（レベル 2）

アスベスト含有保温材の除去 [9.1.4]4

・ 行う（※ 手ばらし ・ 手ばらし以外）

・無害化処理施設

・溶融施設

作用場の隔離

・ 行う ・行わない

・埋立処分

・無害化処理施設

・溶融施設

アスベスト含有保温材等の処分

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板

の除去（レベル 3）

アスベスト含有成形板の除去

・ 行う

[9.1.5]5

・埋立処分

・無害化処理施設

・溶融施設

アスベスト含有成形板の処分

6 断熱アスファルト防

水改修

工法の種類

・Ｐ１ＢＩ ・ Ｐ２ＡＩ ・ Ｐ０ＤＩ ・ Ｔ１ＢＩ ・ Ｍ３ＤＩ ・ Ｍ４ＤＩ

[9.2.3]

外断熱改修工事 断熱材の種類 [9.3.2]

・ロックウール ・グラスウール

・硬質ウレタンフォーム（ノンフロン Ｇ ） ・フェノールフォーム

・押出法ポリスチレンフォームＡ種（ノンフロン Ｇ ）

・ビーズ法ポリスチレンフォーム（ノンフロン Ｇ ）□
□

□

厚さ(mm)材 料 名

外装材の種類 [9.3.2]

・ 防火性能

既存外壁の仕上材の撤去 ・有り ・なし

下地面の清掃及び下地調整 ※断熱材製造所の指定する仕様

[9.3.3]

・

7

通気層 ・有り（ mm ) ・なし [9.3.4]

欠損分の改修 ・行う ・行わない

試験施工、工法及び品質は、確認できる資料を提出し監督職員の承諾を受ける

特記無き事項は、製造所の仕様による。

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法 ※適用する ・適用しない

ガラス改修工事 複層ガラスの厚さ 建具表による

断熱性・日射遮へい性による区分 ※ U3-1 ・ U3-2

[9.4.2]8

9 断熱・防露改修工事 断熱材（ノンフロン）

・断熱材打込み工法

[9.5.2～4]

・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ

・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ

・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ（ｽｷﾝ層なし）

材 料 名工 法 厚さ(mm)種別及び品質

JIS A 9521

建築用断熱材

JIS A 9511

発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

保温材

・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ（ｽｷﾝなし）

・特号・1号・2号

・3号・4号

・1種・2種・3種

・ａ ・ｂ

・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑＡ種 ・1種・2種

・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ（3種2号除く）

・1号・2号・3号

・4号

・1種・2種・3種

・1号・2号・3号

・断熱材現場発泡

工法

建築物断熱用吹付け

硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ（難燃性）

・A種1・A種2・A種3

・B種1・B種2

・断熱材後張り工法

・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ

・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ

・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ（ｽｷﾝ層なし）

JIS A 9521

建築用断熱材

JIS A 9511

発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

保温材

・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ（ｽｷﾝなし）

・特号・1号・2号

・3号・4号

・1種・2種・3種

・ａ ・ｂ

・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑＡ種 ・1種・2種

・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ（3種2号除く）

・1号・2号・3号

・4号

・1種・2種・3種

・1号・2号・3号

屋上緑化改修工事 Ｇ□ 植栽基盤及び材料

※ 屋上緑化軽量システム

芝及び地被類の樹種並びに種類等 ※図示

見切材、舗装材、水抜き管、マルチング材等 ※図示

[9.6.1]

透水性アスファルト

舗装改修工事 Ｇ□
路盤材料 [9.7.4][表9.7.5]

※再生クラッシャラン（ＲＣ－４０）Ｇ

・クラッシャラン鉄鋼スラグ（ＣＳ－４０）Ｇ

・クラッシャラン（Ｃ－４０）Ｇ

□
□

透水性の高いものを使用する

・凍上抑制層 ※再生クラッシャラン Ｇ ・クラッシャラン 切り込み砂利 ・砂□
・遮断層 ※川砂、海砂又良質な山砂 ・

[9.7.3][表9.7.2]遮断層、凍上抑制層及びフィルター層の材料（厚さは図示）

[9.7.3][表9.7.1]

・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種

盛土に用いる材料

路床安定処理

※添加材料による安定処理

[9.7.3][表9.7.3]

種類 ・普通ポルトランドセメント ・フライアッシュセメントB種 Ｇ

・生石灰（ ） ・消石灰（ ）

・高炉セメントＢ種 Ｇ

□
□

路床土の支持力比試験 ※行う（※乱した土 ・乱さない土）

路床締固め度の試験 ※行う

砂の粒度試験 ※行う

透水性アスファルト混合物

添加量 kg/ｍ3 （目標CBR ※５以上 ・ ）

透水性アスファルト混合物等の抽出試験 ※行わない ・行う

歩道部 ※ストレートアスファルト

[9.7.9]

[9.7.6][表9.7.8]

[9.7.3]

路盤の締固め度試験 ※行う [9.7.3]

PCB含有シーリング材

処分

・第一次判定

現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及びPCB含有分析の要否を判定する

採取箇所 ※図示 ・

採取箇所数 計 箇所

・第二次判定

専門分析機関にてPCB含有量の分析を行う

分析個数 計 箇所

・除去処理工事

除去範囲 ※図示

撤去方法 ・「標準施工要領書（日本シーリング工事業共同組合連合会／日本シーリング

材工業会）」による

・フィルター層 ※ごみ、泥等の有機物を含まない砂 ・

10

11

12

○

A-71

訂 正 設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

- (A3)
- (A1)改修工事特記仕様書（5）長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号

1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出

国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事



既X4 既X5 既X6
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既Y1

既Y2

8,000
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A-72

訂 正 設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

解体・撤去図
1:100 (A3)
1:50 (A1)

1,300 1,400 1,300 365 3,270 365

1,600 70 1,600

S=1/50平 面 詳 細 図

WD

1

WD

1

AW

1

360 3,280 360 360 3,280 360

325 35 1,800 80 1,400 35 325 325 35 1,400 80 1,800 35 325

壁 天井 CH 備考

柱型：モルタル金ごてEP
3,050

室 名 床 H巾木 腰壁

100
木製OP印刷室 モルタル下地ナラフローリングブ モルタル金ごてEP 軽量鉄骨天井下地

印刷室

廊下

ロックt15合成ポリウレタン樹脂塗装

モルタル金ごてEP

化粧石膏吸音ボードt9.5張り

廊 下 2,635

1 .床仕上全撤去（モルタル下地共）

3.造付け棚、掃除用具入れ

4.木造間仕切り、木製建具（W-1）（ステンレスレール、床見切共）

2.天井仕上全撤去（軽量鉄骨天井下地共）

解体、撤去、処分リスト

5.壁仕上（黒板、掲示板と木下地含む）

柱型のモルタルEPは残し

6.アルミサッシ（AW-1）と付随する木製額縁40×25

7 .鉄筋コンクリート壁（カッター入れ含む）

黒板撤去：3,600×1,200

現況仕上表

カッター入れを示す

床・天井撤去範囲を示す（下地共）

鉄筋コンクリート壁撤去範囲を示す（下地共）

アルミ建具撤去を示す

床・天井残し

床・天井撤去（下地共）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方向

【±0】

【+27】

【-31】

【-450】

【-481】

【-780】

【-1,122】
【-503】

【-1,055】

花壇

DN

DN

【-25】

AP

1

床・天井残し

【±0】

学年会室

13. FF暖房機、照明器具、各種電気プレ－ト、配線（電気設備・機械設備工事とする）

複写機、机、棚等の学校備品を示す

学年会室 モルタルEP 木製胴縁下地ラワン合板t5.5EP

モルタル下地長尺塩ビシートt2.0 モルタルEP
100

モルタル金ごてEP モルタル金ごてEP 軽量鉄骨天井下地

化粧石膏吸音ボードt9.5張り

3
30

1
,
79
0

13
5

2
50

2
,
05
0

U字溝240

排水溝

4
70

3
00

3
00

30
0

4
20

2
40

8
5

1
,7
5
0

13
5

25
0

2
,
05
0

1
5
0

1
,4
5
0

15
0

5,990 2,010 150 35

150 5,690 150

竪樋：鋼管100A

42
0

既X4 既X5 既X6

A 面

8,000

4,000 4,000

3
,0

5
0

3
,0

5
0

1
,1
00

1
,
65
0

30
0

既Y1 Y0

B 面

【-1,047】

【-534】

【-1,059】

既成枡

既X4既X5既X6

8,000

4,0004,000

3,
0
50

3,
0
50

1,
10
0

1
,
72
0

23
0

掲示板黒板

梁型：EP塗り

1
,
91
0

7
0

58
0

8,100

C 面

既Y1Y0

D 面

8,100

掲示板

解体・撤去

S=1/50展 開 図

1
,9
8
0

600

床・天井撤去（下地共）

掲示板

9.アルミパーティション（AP- 1）

8.モルタル壁（カッター入れ含む）ハッチング部

375

造付け棚

1
,1
0
0

造付け掃除用具入

木製黒板：3,600×1,200

1 4.印刷室のコピー機等の備品は学校側にて責任を持って移設・管理する

梁型：EP塗り

柱型：モルタルEP

巾木：モルタルEP H=100

4
9
0

柱型：モルタルEP

巾木：モルタル目地切EP H=100

2
,
62
5

既Y2

天井残し 天井撤去

モルタルカッター入れ

モルタル残し モルタル撤去

25
1
,
85
5

1
0
0

9
15

15
5

1
50

1
,4
5
0

1
50

鉄筋コンクリートU形蓋

鉄筋コンクリートU形蓋

壁：木製胴縁・ラワン合板t5.5下地掲示クロス貼り

壁：木造間仕切ラワン合板t5.5 EP塗り

柱型：モルタルEP

造付け棚

柱型：モルタルEP

木製胴縁下地ラワン合板t5.5EP

柱型：モルタル金ごてEP

木製見切縁残し

モルタル残しモルタル撤去

柱型：モルタルEP

天井残し天井撤去
壁：木製胴縁・ラワン合板t5.5EP

一部壁GB-R t12.5EP（GL工法）

壁：木造間仕切ラワン合板t5.5 EP塗り

木製押縁（4周）

木製押縁（4周）

目地切

壁：モルタルEP

1 0 .壁GB -R t12 . 5 EP（ハッチング部）

11.木製幕板

12.木製巾木

巾木：モルタルEP H=100

木製幕板

木製幕板

巾木：木製巾木EP H=100

GB-R t12.5EP

アルミ建具残し

15.外部コンクリート構造物撤去（カッター入れ含む）

コンクリートカッター入れコンクリートカッター入れ

110 4,080

構造物残し 構造物撤去 構造物残し構造物撤去

構造物残し コンクリートカッター入れ

構造物撤去

サッシ廻り木製額縁 40×25

モルタルカッター入れ

花壇2,500

花壇内の土撤去

2,400

仮間仕切 LGS65 + 片面GB-R t9.5張り L=8.6m

2
75

3
00

仮間仕切

仮間仕切

仮間仕切

1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出
長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号

解体・撤去

改修工事場所は南校舎1階

掲示板撤去

造付け棚撤去

掲示板撤去

掲示板撤去

木製床見切撤去

ステンレスレールW=100撤去掲示板撤去掲示板撤去

黒板撤去

造付け掃除用具入撤去

FF式暖房機撤去
（機械設備工事）

巾木：木製巾木EP H=100

EX
P.

J

改修工事部分を示す（図A-07参照）

既X4 既X6

Y0

既Y1

国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事
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A-73

訂 正 設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

改修図
1:100,40 (A3)
1:50,20 (A1)

S=1/50平 面 詳 細 図

壁 天井 CH 備考

柱型：モルタル金ごてEP
3,075

室 名 床 H巾木 腰壁

100
木製EP印刷室 セルフレベリング材下地 改修リスト参照 軽量鉄骨天井下地

化粧石膏吸音ボードt9.5張り

廊 下 2,625

1 .床：セルフレベリング材下地長尺塩ビシートt2.0貼り

3.Y0通り壁：GB-R t1 2.5 EP（GL工法）

4.Y0通り壁：軽量鉄骨壁下地スタッド65下地GB-R t12 .5 E P

2.天井：化粧石膏吸音ボードt9. 5張り（軽量鉄骨天井下地共）

改修リスト

5.柱型モルタル撤去部：モルタルEP塗り

7.X6通り壁：木組下地GB- R t 12 .5掲示クロス貼り

現況仕上表

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方向

【-1,055】

花壇

10.既存部分の柱型及び梁型：既存モルタルEP塗り

通 路 モルタルEP

モルタルEP 100
－ － 軽量鉄骨天井下地

化粧石膏吸音ボードt9.5張り

排水溝

既X4 既X5 既X6

A 面

8,000

4,000 4,000

3,
0
75

3,
0
75

2
,
75
0

30
0

既Y1 Y0

B 面

既成枡

既X4既X5既X6

8,000

4,0004,000

3,
0
50

3,
0
75

梁型：EP塗り

8,100

C 面

既Y1Y0

D 面

8,100

改 修

S=1/50展 開 図

9.改修壁の巾木：木製出巾木 H=10 0 E P

8 . AW -1、AP-1新設

梁型：EP塗り

柱型：モルタルEP

2
,
62
5

既Y2

天井残し 天井改修

既存床・天井

床・天井改修（下地共）

【-25】

【-25】

AP

1

既存床・天井

【-25】

325 3,350 325 325 3,350 325

印刷室

廊下

通 路

柱型：モルタルEP

柱型：モルタル金ごてEP

床・天井改修（下地共）

AW

1

3,924.9

1,155.69 有効開口：2,748.21 21

684.9 470.8

既存現場発泡ウレタンt30

既存モルタル

巾木：モルタルEP H=100

52
.
5

16
0

95

52
.5

アキ アキ

新設モルタルEP塗り

巾木：モルタルEP H=100

壁：木組下地GB-R t12.5 掲示クロス貼り

長尺塩ビシートt2.0貼り

セルフレベリング材下地

長尺塩ビシートt2.0貼り

改修リスト参照

既成床見切り：ステレス製 30×12
t1.2 HL（SUS304）

既成床見切り：ステレス製 30×12
t1.2 HL（SUS304）

木製出巾木 H=100 EP

軽量鉄骨壁下地 GL工法
GB-R t12.5 EP

GB-R t12.5 EP

柱型：モルタルEP

2
,
10

0

3
,
07
5

67
5

3
0
0

既存木製見切縁EP塗り

60

60

既存木製見切縁EP塗り

200

100 100

8
5

8
5

A部柱脚詳細図 S=1/20

あと施工アンカー
1-M12 L=165

30

70

100

55

65 12.5

セルフレベリング材
あと施工アンカー
1-M12 L=165

既存現場発泡ウレタンt30

長尺塩ビシートt2.0

木製出巾木 H=100 EP

6 . X4通り壁：木組下地GB- R t 12 .5掲示クロス貼り

GB-R 12.5t EP

軽量鉄骨壁下地スタッド65

C-100×50×20×2.3

A

4,215 265

410

壁：木組下地GB-R t12.5 掲示クロス貼り

木製出巾木 H=100 EP

木製出巾木 H=100 EP

AW

1

AP

1

AP

1

3
,0

7
5

柱型：モルタルEP

新設モルタルEP塗り

2,
6
25

4
50

GB-R t12.5 EP GB-R t12.5 EP

新設モルタルEP塗り

新設モルタルEP塗り

7
65

1
,2

4
0

1
,0
7
0

既存アルミ建具

既存アルミ建具

塗装境界
塗装境界

床・天井改修（下地共） 既存床・天井

1
,4
5
0Y15

X4a

既存竪樋：鋼管114.3φ

3,
2
00

975 975渡り廊下

300 3,700

X5

2,400

東・西面にはピクチャーレール

ピクチャーレール

ピクチャーレール

仮置土埋戻し 仮置土埋戻し

30 908 908 1,208

25
1,
2
08

1
,2
0
8

1,
2
08

1,
2
08

1
,2
0
8

1,
2
08

1
,3
8
0

1,500

縦胴縁：35×45 @910
横胴縁：35×45 @303

縦胴縁：35×45 @910
横胴縁：35×45 @303

仮間仕切 LGS65 + 片面GB-R t9.5張り L=5.4m（片開き戸・鍵付）

改修工事終了時より屋内運動場工事完了まで仮物置として使用する

GB-R t12.5 EP（GL工法）

長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号
1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出

改 修

PL-4.5×70×130
B2-M12

1
7
0

BPL-6×200×170

PL-4.5×70×130
B2-M12 ベース
プレートに溶接

C-100×50×20×2.3

国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事

ピクチャーレール：7.5m

ピクチャーレール：7.5m

ピクチャーレール：6.0m

1 1.ピクチャーレール：13.5 m

ピクチャーレール：6.0m

ピクチャーレール：7.5m



A-74

訂 正 設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

改修矩計図
1:60 (A3)
1:30 (A1)

解体・撤去

既Y0 既Y1 既Y2

解体・撤去矩計図 S=1/30

8,100 2,400

設計基準GL

1
,0
0
0

3
,
70
0

1FL

1SL

2SL

3
0

2
,
62
5

1
,
04
5

1
,0
0
0

3
,
70
0

5
5

3
,6
4
5

1
0

5
1
0

553
0

42
0

3
0

1
4
0

14
0

1
4
0

1
2
5

12
5 12

5

1
2
5

鉄筋コンクリートU形蓋

U字溝240

鉄筋コンクリートU形蓋

4,185

砕石t150

1
5
0

3
95

1,885 250 2,050

920 300 300 480425 300 300 300 510

1
5
0

45
0

15
0

15
0

150

15
0

150 1,600 135 250 135 1,915

花壇

55

2
,
5
60

4
90

1
,9

10
7
0

5
80

25
2
,
84
5

1
80

学年会室
廊下

1
,8
55

10
0

8
9
0

10
1
70

12
0

1
2
0
30

2
,
62
5

設計基準GL

1FL

1SL

2SL

25
2
,
5
60

4
0

12
0

1
2
0

55
3
,0

5
0

既Y0

1
,0
5
5

1
50

50
60
0

4,185

1,750 2,435

5050150 1,450 150

1
50

50
60
0

5
50

100 450 100 100 450 100

花壇
設計基準GL

1SL

20
0

4
00

撤去撤去

花壇

床・天井撤去

下地残し

床・天井残し

4
50

木製間仕切り撤去

モルタルカッター入れ・撤去アルミ建具撤去

天井仕上撤去（下地共）

床仕上撤去（モルタル共） 木製見切り撤去木製見切り撤去

77.5

アルミパーティション撤去

木製幕板撤去

改 修

既Y0 既Y1 既Y2

改修矩計図 S=1/30

設計基準GL

1FL

1SL

2SL

設計基準GL

1FL

1SL

2SL

改修床・天井 既存床・天井

85

8,100 2,400

1
,0

0
0

3
,7
0
0

30
2,
6
2
5

1
,
04
5

学年会室
廊下

1
,0
3
0

3
,6
7
0

1
2
0

1
20

3
0

2,
6
2
5

1
2
0

1
20

3
0

3
,0
7
5

梁型：コンクリート打放しEP

コンクリート撤去

現況梁型：EP塗り

金属拡張アンカー 1-M12@900

C-100×50×20×2.3@600

1
,0
3
0

2
,
10
0

9
75

3

122

200 95

シーリング：MS-2 10×10

AW

1

現況柱型：EP塗り

巾木：EP H=100

天井：軽量鉄骨天井下地化粧
石膏吸音ボードt9.5張り

柱型：モルタル EP

既成床見切り：ステレス製 30×12
t1.2 HL（SUS304）

15

16

65

1
50

1
50

5
0

シーリング：PU-2 5×5

450

325 225

325 225

39.5 235.5

床：モルタル金ごて仕上げ

外壁：軽量鉄骨壁下地スタッド65 窯業
系サイディング t15（塗装品）

Y15

渡り廊下

65

100

55 65

解体・撤去部分

1
,0

0
0

3
0

PF板t50

渡り廊下の詳細は別図参照

撤去 撤去

2－D13

2-D132-D13

1-D13

1-D13

D10・D13@250タテ・ヨコ（ダブル）

D10@300

D10@300

D10@300

1-D13
1-D13

D10@300タテ・ヨコ

配筋不明

設計基準GL

設計基準GL

解体・撤去配筋図 S=1/30

3,200

床：セルフレベリング材下地
長尺塩ビシートt2.0

解体・撤去

1-D13

シーリング：MS-2 15×10

シーリング：MS-2 20×10

既存竪樋：鋼管114.3φ

既存竪樋：鋼管114.3φ

床：コンクリート直均し刷毛引き 既成アルミEXP.J
カバー50

柱面

1
,
15
0

100VU L4.1m（外構工事）

現場発泡断熱材t20

花壇内の土撤去改修後
仮置土にて埋戻し

1,000

15
0

15
0

壁：軽量鉄骨壁下地スタッド65
GBR t12.5 EP

壁：軽量鉄骨壁下地スタッド65 GB-R t12.5 EP

1,600

1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出
長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号

国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事

コンクリート増打t100
24-15-25

アルミ既成庇（シルバー）出800・巾5,300
耐積雪80cm以上

45
0



A-75

訂 正 設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

改修建具表
1:100 (A3)
1:50 (A1)

建具

建具枠

その他

建具金物

場 所

仕上（枠共）

符号・名称・個数

形 状 寸 法

見込 （ランマ）

硝子 （ランマ）

ガラリ（ 額 ）

見込取合 沓摺

建具

建具枠

その他

建具金物

場 所

仕上（枠共）

符号・名称・個数

見込 （ランマ）

硝子 （ランマ）

ガラリ（ 額 ）

見込取合 沓摺

建 具 表 S=1/50

アルミ連窓引違い戸・引違い窓 1カ所
1

AW

学年会室

アルミ（シルバー）

70

アルミ水切、アルミ方立、アルミ無目、クレセント、アルミ腰パネル、アルミ中桟、他標準金物一式

1カ所

FL3

F.L

1カ所
1

AP

印刷室

アルミパーティション 1カ所

形 状 寸 法

1

AP

印刷室

36

FL3

アルミパーティション

通路

アルミ（シルバー）

200

学校用強化ガラス t4

1

AW
アルミ4枚引込ハンガードア（フロントサッシ）

サムターン付シリンダー本締錠、戸当り鎌錠、内外錠、ハンガー吊車、押棒、外部アルミ膳板 25×125（3方）、内部アルミ膳板 25×95（3方）、アルミ腰パネル、アルミ中桟、他標準金物一式

木製額縁 40×25撤去、木製幕板 H=130撤去

撤去

改修

撤去

改修

アルミパネル

木製幕板 H=130

F.L

3
,0
5
0

2
5

2
,8

5
5

1
70

1,
8
80

10
0

9
00

3,270

1,600 70 1,600

68
0

2
,
20
0

1
70

1
,2
0
0

10
0

9
00

握り玉、丁番、DS（S）、他標準金物一式

アルミポール（B-1）50×50、ポリエステル化粧合板パネル

F.LP P P P P P

アキ アキ アキ アキ アキ アキ アキ

2,
7
50

7,715

Pはパネルを示す

2
,
08
0

6
7
0

2
,1
0
0

F.L

25 3,924.9 25

3,122.7 70 732.2

P

90゜

P P P

1,866

3
,0

7
5

2
,1
0
0

9
7
5

Pは不燃パネルを示す

36

アルミポール（B-1）50×50、カラー鋼板パネル（形状、パネル寸法等は参考として詳細は各メーカー仕様による 国土交通大臣認定NM-4115）

サムターン付シリンダー本締錠、レバーハンドル、丁番、DS（S）、フランス落し、他標準金物一式

P PPPP P

P

25 908 908 25

P

P

P

P

90゜

1,208 6,090

25 1,208 1,208 1,208 1,208 1,208 25

FL3

P

P

1,208

90
゜

長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号
1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出

国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事



A-76

訂 正

長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号

設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

1階 法チェック図
1:200 (A3)
1:100 (A1)

1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出

1階 法チェック図 S=1/100

Y11Y10aY10Y9Y8Y7 Y12Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 既Y10Y14

多目的ホール棟

X5

X6

X7

X7a

X8

ホール

階段下倉庫

事務室

男子WC

女子WC

既X6

静養室

X6b

通路

EXP.J
南校舎渡り廊下

給湯室

更衣室

UP

UP

Y6 Y13

UP

EXP.J
屋内運動場

開放廊下

倉庫1

器具庫

UP

UP

UP

2
57
.
5

多目的WC

3,
4
00

多目的ホール棟
EXP.J

渡り廊下 南校舎

X1

X2

X3

X4

多目的ホール

ピロティー

収納B

既X4

既X5
X4a

Y1 Y3 Y4 Y5 既Y10Y11Y10aY10Y9Y8Y7Y6 Y12 Y14Y13

スロープ

UP

UP

▼

UP

UP

EXP.J
屋内運動場

渡り廊下

アリーナ

ステージ
控室1控室2

女子更衣室

女子SR

女子WC

男子WC

男子SR

男子更衣室

体育準備室

UP

UP

UP UP

UP

UP
UP UP

UP

南校舎通路

廊下

UP

収納A

UP

玄関ホール

EXP.J
渡り廊下屋内運動場

EXP.J
屋内運動場 渡り廊下

X1

X8

X2

X3

X4

X5

X7b

X6a

11,775 6,0003,000

18,000

3,000

12,000

6,000 3,000 3,000 6,000

12,225

6,000

30,000

60,000

6,000 6,000 3,000 3,000 1,900 4,000

12,000

2,900 3,200

1
,4

0
0

4
,
0
002
,
60

0

3
,
00
0

5
,
77
5

2
,7
7
5

3
,
00
0

3
,
00
0

6
,
00
0

6
,
48
2
.5

22
5

3,2002,9004,0001,9003,0003,000

12,000

6,0006,0006,000

30,000

6,0003,0003,0006,000

18,000

6,000

2
9,

2
25

3,
7
00

3
00

4
,
00
0

6
,
00

0

35
,
00
0

6,
0
0
02,
1
00

1
,
20
0

4
,0

0
0

2
,
70
0

1
,2
0
0

3,
4
00

6
,
00
0

5
,
00
0

8,000

9,100

1,100

3,
7
42
.
5

3,700 3,700550 55015,500

5
,
00
0

5
,
00
0

6
,
00
0

5
,
71
0

1
5
,6
0
0

6,
0
0
0

1
8,
2
9
0

6
,
00

0

3
3,

0
00

3
8,
0
00

2,
4
00

2,
2
55
.
5

3,
6
90

6
,0
5
5

2
,
29
5

1,
5
79

2
,3

7
5.
5

2
,0
0
0

3
,
10
0

6,
6
50

9
,
00
0

7
,
00

0

1
,
00
0

8,
00
0

1,
1
00

1
0
0

採

換

無 -2

換

採

無 -1

採

換

無 -3

不

無 -6

無 -6

不

非常照明

非常照明
機械換気

不

機械換気
不

換採

無 -7

不

不

不

無 -4

換

無 -12

換採 排

無 -7

換

排

無 -7

無 -9

無 -9

無 -9

無 -10

無 -11

換換

無 -7

防火シャッター
特定防火設備
煙感知連動閉鎖式

軽鉄下地両面石膏ボード２枚(9.5/12.5)貼り

45分準耐火、告示1358号

界壁(ｱ)134

114条区画

面積区画

機械換気設備による機械換気

不燃扉を示す

消防活動に有効な開口部

消火器 設置位置を示す（ABC 10型）消

換気に有効な開口部

採光に有効な開口部

非常照明設置

無 -1

不

換

採

鉄筋コンクリート造t120

非常照明

凡 例

不

機械換気

不

9
00

無 -5

消

消消

消

消

消

国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事

面積区画：延866.09㎡ 面積区画：延1,148.82㎡

火気の使用なし

無 -7

無 -8

無 -12 無 -12

9
00



A-77

訂 正

長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号

設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

2階 法チェック図
1:200 (A3)
1:100 (A1)

1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出

2階 法チェック図 S=1/100

軽鉄下地両面石膏ボード２枚(9.5/12.5)貼り

45分準耐火、告示1358号

界壁(ｱ)134

114条区画

面積区画

機械換気設備による機械換気

不燃扉を示す

消防活動に有効な開口部

消火器 設置位置を示す（ABC 10型）消

換気に有効な開口部

採光に有効な開口部

非常照明設置

無 -1

不

換

採

鉄筋コンクリート造t120

非常照明

凡 例

EXP.J
屋内運動場多目的ホール棟

屋内運動場多目的ホール棟

EXP.J
渡り廊下 南校舎

X1

X2

X3

X6

X7

X7a

X8

学習室A

学習室B

学習室C

X4

X5

X4a

Y1 Y3 Y4 Y5 既Y10Y11Y10aY10Y9Y8Y7Y6 Y14Y13

2,600

Y12

X6a

X6b

X8

X7b

X5

X4

X3

X2

X1

既X4

DN

DN

キャットウォークキャットウォーク

DN

ステージ吹抜

アリーナ吹抜

DN

800

倉庫3 倉庫2

850

EXP.J

通路

図書コーナー

手洗室

倉庫

女子WC

男子WC

渡り廊下
EXP.J

南校舎

3,200

3,2002,900

17,150

3,0003,0006,000

25,700

6,000

60,000

6,0006,000

3,000

3,000

2,150

3,0006,000

12,000

15,000

6,000

3,000

1
,
00
0

2
,4
8
5

7
,
00

0

4
,5
1
5

3,
6
00

8,
00
0

4,
4
00

6
,
00

0

26
,
00
0

3
9,

0
00

6,
0
0
0

1
8,

00
0

6
,
00
0

5
,
00
0

5,
5
15

6,000 6,000

15,000

15,000

3,000

3,000

2,150

4,200 1,450

6,000 6,000

14,400

6,000

24,000

25,700

6,000

1,450 4,200

3,000 3,000

18,000

17,150

2
,9

0
0

3
,7
7
5 5
,
00
0

5
,
00
0

6
,
00
0

6,
0
0
0

4
,0

0
0

2
,
00
0

36
,
03
0

2
,0
0
0

3
0
0

3
0,
0
00

6
,
00

0

30
,
29
5

3,
7
00

6
,
00
0

6,
0
00

3
,
00
0

3
,
00
0

2
,
60

0

2,
0
85

1
,4

0
0

4,0001,900

4,0001,900

1,
1
00

1
0
0

6
00

8,0001,100

850 2,150 1,100

2,
0
85

1,
1
00

51
5

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 既Y10Y11Y10aY10Y9Y8Y7Y6 Y14Y13Y12

採

換

無 -13

採

換

無 -13

採

換

無 -14

無 -16

機械換気

機械換気

採

換

採

換

採

換

採

換

換採換採

不

不

不

消

消

国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事

無 -15



A-78

訂 正 設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

外構撤去・復旧平面図
1:400 (A3)
1:200 (A1)

ゴミステーション

外構除却平面図 S=1/200

道
路
境
界
線

既存樹木

撤去・復旧

61
0

既存縞鋼板蓋

既存樹木 7本

4,000 既存ネットフェンス H=3,000

既存ネットフェンス H=3,000

339.05=設計基準GL

339.45
T3

338.92

339.12

338.41

339.15

338.43

339.20

共架インターホンNO.1 長野市
NTT 屋島幹9L2
中電 00エ093

中電柱
00ｴ092

既存鋼製デザインパイプ H=1,100

名 称 形状・寸法（ｍ） 数量 備考

コンクリート桁 4

鋼製ガードパイプ

アルミキャスターゲート

●除却リスト●

200×180×920

L=2,000 H=800 3 処分

●復旧リスト●

名 称 形状・寸法（ｍ） 数量 備考

L=11,900 H=1,200（レール、親柱1ヶ所残し）

既存南校舎

既存屋内運動場

既存器具庫

1式

親柱残し

カーブミラー 1

避難場所表示看板

県道・市道に付随する撤去についての自営工事は施工業者にて必要な許可申請を作成、提出すること

長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号
1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出

既存ネットフェンス撤去
L=4,000

既存U240（コンクリート蓋付）

杭地業工事にての新設門扉

親柱：工事完了時に復旧

処分

アルミキャスターゲート：工事完了時に復旧（L=11,900 H=1,200）

既存鋼製ガードパイプ撤去：L=2,000、H=800 3ヶ所
コンクリート桁撤去：200×180×920 4ヶ所

水路：W=600

国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事



A-79

訂 正 設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

外構除却詳細図
1:60,100 (A3)
1:30, 50 (A1)

3,
00
0

2
,0
0
0

1
,0
0
0

2,000 2,540 2,000

2,000 2,540 2,000

S-1/30

ネットフェンス・開き戸撤去範囲

既存縞鋼板蓋

除却部分A詳細図

3,000 2,200 2,000

3,000 2,200 2,000

鋼製デザインパイプ撤去

1
,1

0
0

除 却平面図 S=1/30

除却フェンス詳細図 S=1/30

除却デザイン柵詳細図 S=1/30

S-1/30除却鋼製ガードパイプ詳細図（計 3ヶ所）

水路コンクリート天端

12
0

9
8
0

2,000 2,000 2,000

支柱残し

支柱残し

L-75×75×6 L-75×75×6

支柱残し 支柱残し

L-75×75×6L-75×75×6

支柱残し
支柱残し

鋼製デザインパイプ撤去 鋼製デザインパイプ撤去

コンクリート桁撤去：200×180×920
3ヶ所

コンクリート桁撤去：200×180×920
3ヶ所

支柱残し 支柱残し
スチールパイプ 45φ

スチールパイプ 45φ

スチールパイプ 25φ
スチールパイプ 60φ

横桟 STK400
φ34.0×t2.3
溶融亜鉛メッキ後白色焼付塗装

支柱 STK400
φ60.5×t2.8
溶融亜鉛メッキ後赤白焼付塗装

S-1/50除却鉄棒詳細図 H=850、4連

8
00

1,800 1,800 1,800 1,800

7,200

S-1/30

除却鉄棒詳細図 H=1,100、2連

8
50

1,800 1,800

3,600

GL

S-1/30

除却鉄棒詳細図 H=1,400、4連（控え柱付）

1,
1
00

GL

GL

1
,
40
0

7,200

除却鉄棒詳細図 H=2,050、3連（控え柱付）

S-1/50

GL

1,800 1,800 1,800 1,800

2
,0
50

5,400

長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号
1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出

国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事

1,800 1,800 1,800



A-80

訂 正 設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

外構平面図
1:300 (A3)
1:150 (A1)

339.45
T3

339.20

339.15

339.31

339.34

339.42

339.36
TA1

ゴミステーション

10,110

3,
6
00

339.12

339.05=設計基準GL

敷地境界線

11,100 12
,
00
0

市道 朝陽180号線（42条1項1号道路）

ス
ロ

ー
プ

UP

7
,9

9
0

既存U240

100VU L5.40m 100VU L5.60m 100VU L4.70m

1
00
V
U
L
5.
4
0m

100VU L4.40m

1
00
V
U
L
11
.
30
m

100VU L7.60m

1
00
V
U
L
21
.
30
m

既存ネットフェンス H=3,000

既存ネットフェンス H=3,000

既存鋼製ガードパイプ：L=2,000、H=800

既存ネットフェンス H=3,000

道路境界線

UP UP

DN

設計基準GL=±0
【+700】

計画建物

【+700】

ピロティー

設計基準GL=±0

MA

MB

MB

MB
MB

MB

MB

MB

MB

MB MB MB MB

MB

MB

MB

100VU L0.80m
既存排水溝

計画建物

既存南校舎

既存屋内運動場

6,
5
85

+400

+370

+290

+260

+150

+310

+100

+70

外 構 平 面 図 S=1/150

1,240

砂場

記号 名称 仕様 数量 備考

4

5

6

7

8

3

6.00m

10.59m

外 構 リ ス ト

1 砂場 17.93㎡ 縁長さ L=17.78m砂場 H=400、縁：防腐注入土台105×105（米つが）

1ヶ所 遊具の安全に関する基準 JPFA-SP-S：2014適合品W=1,800×4連、H=850

フェンス B

白線引 溶融式 W=150 白実線

車止め 既製コンクリート L=600 4ヶ所

コンクリート独立基礎（メーカー仕様品）

2 鉄棒 A

鉄棒 B

鉄棒 C

鉄棒 D

W=1,800×2連、H=1,100

W=1,800×4連、H=1,400

W=1,800×3連、H=2,050

遊具の安全に関する基準 JPFA-SP-S：2014適合品

遊具の安全に関する基準 JPFA-SP-S：2014適合品

遊具の安全に関する基準 JPFA-SP-S：2014適合品

1ヶ所

1ヶ所

1ヶ所

3 フェンス A L=51.35m

4 フェンス B L=3.61m

4 フェンス B L=2.76m

5

MB
L3.07m

L
1
1
.
4
0
m

L6
.
77
m

L4.00m

L
3
.
80
m

白線 L=8.00m×2 @2,5008

6 境界ブロック W=120

6 境界ブロック W=120

2 鉄棒 A

2,000 5,500

3
,6
0
0

1,
8
00

5,
4
00

6
,0
0
0

7
,2
0
0

100VU L4.00m

2,800 3,850

100VU L3.80m

2 鉄棒 B

2 鉄棒 C

2 鉄棒 D

フェンス A スチールメッシュフェンス H=1,200 51.35m

スチールメッシュフェンス H=1,200 BPL-6×150×150 金属拡張アンカー 4-M12

コンクリート独立基礎（メーカー仕様品）

境界ブロック 97.74m 地先境界ブロックB

9

7 車止め00エ092
中電柱

既存樹木

10 鋼製溝巾600用グレーチング（T-14）

10

Ｕ字溝240型

4.00m

1 砂場

U字溝240型 L=5.00m U字溝240型 L=5.00m9

11

鋼製溝巾600用グレーチング（T-14）：995×717 4枚グレーチング

10.00m

形状枡記号 名 称

既製集水枡360型 H=490（グレーチング蓋付）数量1MA

MB

枡 リ ス ト

既製集水枡450型 H=600（グレーチング蓋付）数量17

配管数量

オーバーフロー管：100VU（埋設配管）：116.00m

：密粒アスファルト舗装 128.06㎡

舗 装 リ ス ト

：砕石舗装範囲 186.53㎡ t150

1.ボルト、ナットはメッキ処理とする。

2.使用鋼管はジンクロメートメッキ(JIS H8610 電気亜鉛メッキ2種4級)

処理後、粉体静電焼付塗装仕上げとする。(基礎部は除く)

3.製品は(一社)日本公園施設業協会賠償責任保険を適用する。

4.製品は『遊具の安全に関する規準 JPFA-SP-S:2014』適合品とする。

5.この製品の対象年齢は、児童用（6～12歳）とする。

6.設置位置は監督員と協議して、安全領域を考慮して決定する。

※鉄棒の仕様

コンクリート既製品

128.06㎡

19.23㎡

4 フェンス B L=2.71m

4 フェンス B L=1.51m

100VU L4.20m

147.27㎡

6 境界ブロック W=120

1
0
0V
U
L
1
7.
7
1m

スロープ スロープ

ス
ロ

ー
プ

屋外機基礎A

100VU L0.75m（JIS接続ソケット）

100VU L0.75m
（JIS接続ソケット）

100VU L0.75m
（JIS接続ソケット）

11 プレハブ物置

既成物置 プレハブ物置：2,500×1,800程度（引き分戸） 1棟 メーカー仕様のスタンダードタイプ

L0.60m

：土間コンクリート ゴムチップ舗装t10 266.04㎡

L1.22m

L9.77m

L6.76m
L3.18m

L6
.
60

m

L4
.8
0
m

L0.60m

6 境界ブロック W=120

既存鋼製デザイン柵

2

2

2

L1.20m

L0.76m

L6.22m

L1.22m

100VU L0.75m
（JIS接続ソケット）

30.02㎡

21.87㎡

5.71㎡

5.71㎡

137.21㎡

15.42㎡ 15.42㎡

8.78㎡

L2.90m

12

将来の水路

県道（一）三才大豆島中御所線（42条1項1号道路）

カーブミラー工事完了時に復旧

親柱工事完了時に復旧

L2.36m

L1.40m

7 境界ブロック W=120

L6.33m

L1.00m

避難場所表示看板

現況歩道

長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号
1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出

6 境界ブロック W=120

6 境界ブロック W=1206 境界ブロック W=120

6 境界ブロック W=120

アルミキャスターゲート工事完了時に復旧

12 ガードパイプ（3ヶ所）

ガードパイプ 3ヶ所図K-05同等品 基礎共

自由勾配側溝に向って水勾配を付けること

水下【±0】

【+60】

水上【+60】

ネットフェンス H=3,000 L=6.00m
既存ネットフェンスに接続

フェンス ネットフェンス H=3,000（既存に接続）

9

16.00m

自由勾配側溝600（別途発注工事）

L1.10m

L1.73m

65.52㎡

L2.12m

100VU L1.70m

100VU L0.45m

3,865 3,850

330 4,000

自由勾配側溝600（別途発注工事）

自由勾配側溝600（別途発注工事）

屋外機基礎B

MB

100VU L5.80m

100 VU L24.3m

100 VU L5.40m

配管数量

100VU（埋設配管）：113.86m

1,
8
0
0

1,
0
30

600

屋外機基礎B

U字溝用スチール製グレーチング
歩行用・細目ノンスリップ

国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事

1,
2
00

1,880

隅切：L=2,000

3
,9

6
0



表層 再生アスファルト混合物

プライムコートPK-3

2
00

1
5
0

50

120

600 190

11
5

アンカー

接着剤

A-81

訂 正 設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

外構詳細図（1）
1: 40,20(A3)
1: 20,10(A1)

砕石

433

41.5 350 41.5

20
0

4
9
0

4
55

35

4
80

4
0

4
00

4
0

40 400 40

480

MA：既製集水枡360型
鋳鉄製グレーチング蓋（歩行用・細目）
砕石t200（再生クラッシャーランRC-40-0）

MB：既製集水枡450型
鋳鉄製グレーチング蓋（歩行用・細目）
砕石t200（再生クラッシャーランRC-40-0）

砕石

5
60

40

2
00

6
00

575

70 435 70

575

55 465 55

5
5

4
65

55

5
75

設計基準GL

220

10
0

50
1
0

12
0

地先境界ブロック B種

モルタル
設計基準GL

11
5

反射板

U字溝240型
捨コンクリートt30（Fc-18-15-25）
砕石t100（再生クラッシャーランRC-40-0）

1
0
0

3
0

2
9
0

430

50 330 50

柱脚詳細図 S=1/10

U字溝用スチール製グレーチング
歩行用・細目ノンスリップ

路盤 再生クラッシャランCR-40-0

路床 再生クラッシャランCR-40-0

45
0

1,
2
00

180

@2,000

設計基準GL

既製品ブロック

180 180

@2,000

メッシュフェンス H=1,200
めっき+樹脂コート製品

ワイヤメッシュ 3.6φ
ジョイント

バンド

金属拡張アンカー 4-M12

1
40

35
7
0

3
5

140

35 70 35

S=1/10境界ブロック

捨てコンクリート（Fc-18-15-25）

再生クラッシャランCR40-C

設計基準GL

S=1/10車止め

S=1/20ゴムチップ舗装 S=1/20密粒アスファルト舗装

設計基準GL

S=1/20浸透枡（MA）

設計基準GL 設計基準GL

S=1/20浸透枡（MA） S=1/20U字溝

設計基準GL

捨てコンクリート

砕石

フェンス A S=1/20

参考図 参考図

S=1/20フェンス B

設計基準GL

1
50

表層：再生クラッシャランRC-40-0

S=1/20砕石舗装

12
0
10
0

10

ゴムチップ舗装t10

再生クラッシャランCR-40-0

防草シート

柱：38.1φ×1.6

参考図

長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号
1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出

ワイヤーメッシュ 6φ×150×150

90゜ 90゜ 90゜

水路コンクリート天端

1,
2
00

溶接

メッシュフェンス H=1,200
めっき+樹脂コート製品

2,850 2,000 2,000

850 2,000 760 760 2,000

850 2,000 760 760 2,000

土間コンククリート直均しt100

国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事



A-82

訂 正 設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

外構詳細図（2）
1: 40,100(A3)
1: 20, 50(A1)

S=1/20

砂 場 S=1/50 S=1/50鉄棒 A

2.基礎はメーカー仕様の既成ブロックとする。

備考
1.金網はビニル被服亜鉛めっき鉄線3.2φとする。

参考図

メッシュフェンス

設計基準GL

砂場

5,400

105 5,190 105

3
,6

0
0

1
0
5

3
,3

9
0

1
05

1
50

1
03
90

1
00

5
0
40
0

60 砂 H=390

透水シートt10

単粒度砕石3号t150

5,400・3,600

105 5,190・3,390 105

200 5,000・3,200 200

防腐注入土台：105×105（米つが）

S=1/50

※ボルト、ナットはメッキ処理とする。
※使用鋼管はジンクロメートメッキ(JIS H8610 電気亜鉛メッキ2種4級)
処理後、粉体静電焼付塗装仕上げとする。(基礎部は除く)

※この製品の対象年齢は、3～12歳とする。

※製品は(一社)日本公園施設業協会賠償責任保険を適用する。
※製品は『遊具の安全に関する規準JPFA-SP-S:2014』適合品とする。

1
0
0

4
00

1
00

8
5
0

7,200

1,800 1,800 1,800 1,800

設計基準GL

参考図

7,200

1,800 1,800 1,800 1,800

基礎：300×500 H=400

ステンレス鋳物 ステンレスシャフト28φ

60.5φ×3.8

ステンレスシャフト28φ
60.5φ×3.8

基礎：300×500 H=400
砕石：400×600 t100

※コンクリート（Fc18-15-25）
※砕石t100（再生クラッシャランRC-40-0）

鉄棒 B

※ボルト、ナットはメッキ処理とする。
※使用鋼管はジンクロメートメッキ(JIS H8610 電気亜鉛メッキ2種4級)

処理後、粉体静電焼付塗装仕上げとする。(基礎部は除く)

※この製品の対象年齢は、3～12歳とする。

※製品は(一社)日本公園施設業協会賠償責任保険を適用する。
※製品は『遊具の安全に関する規準JPFA-SP-S:2014』適合品とする。

※コンクリート（Fc18-15-25）
※砕石t100（再生クラッシャランRC-40-0）

参考図

設計基準GL

1
0
0

4
00

1
00

1
,
10
0

3,600

1,800 1,800

ステンレス鋳物

ステンレスシャフト28φ

60.5φ×3.8

基礎：300×500 H=400
砕石：400×600 t100

3,600

1,800 1,800

基礎：300×500 H=400
60.5φ×3.8

ステンレスシャフト28φ

長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号
1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出

3
,0
0
0

2,000 2,000 2,000

既存 新設 既存新設

既製品ブロック 既製品ブロック

設計基準GL

国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事
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訂 正 設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

外構詳細図（3）
1: 40,100(A3)
1: 20, 50(A1)

S=1/50 S=1/50鉄棒 D

参考図 ※ボルト、ナットはメッキ処理とする。
※使用鋼管はジンクロメートメッキ(JIS H8610 電気亜鉛メッキ2種4級)
処理後、粉体静電焼付塗装仕上げとする。(基礎部は除く)

※この製品の対象年齢は、3～12歳とする。

※製品は(一社)日本公園施設業協会賠償責任保険を適用する。
※製品は『遊具の安全に関する規準JPFA-SP-S:2014』適合品とする。

参考図

※コンクリート（Fc18-15-25）
※砕石t100（再生クラッシャランRC-40-0）

鉄棒 D
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基礎：300×500 H=400

ステンレス鋳物 ステンレスシャフト28φ

60.5φ×3.8

ステンレスシャフト28φ
60.5φ×3.8

基礎：300×500 H=400
砕石：400×600 t100

※ボルト、ナットはメッキ処理とする。
※使用鋼管はジンクロメートメッキ(JIS H8610 電気亜鉛メッキ2種4級)
処理後、粉体静電焼付塗装仕上げとする。(基礎部は除く)

※この製品の対象年齢は、3～12歳とする。

※製品は(一社)日本公園施設業協会賠償責任保険を適用する。
※製品は『遊具の安全に関する規準JPFA-SP-S:2014』適合品とする。

※コンクリート（Fc18-15-25）
※砕石t100（再生クラッシャランRC-40-0）
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柱脚詳細図 S=1/10

金属拡張アンカー 4-M12
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メッシュフェンス H=1,200
めっき+樹脂コート製品

溶接
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ワイヤメッシュ 3.6φ

バンド

ジョイント
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S=1/20
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柱：38.1φ×1.6

長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号
1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出

参考図

溝巾600用グレーチング（T-14）
溶融亜鉛メッキ

1枚72.3kg

L-75×75×9

L-75×75×9

国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事
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訂 正 設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

外構詳細図（4）
1: 12, 40(A3)
1: 6, 20(A1)

S=1/20
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設計基準GL
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参考図

S=1/20屋外機基礎A（1ヶ所）

長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号
1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出

C C'

アンカー芯

ブロック基礎伏図 ( S = 1/50 )

側 面 立 面 図

床 伏 図床 伏 図平 面 図

( S = 1/50 )正 面 立 面 図 ( S = 1/50 )

( S = 1/50 ) ( S = 1/50 )
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□-250×250×250

床施工前ニ充填ノコト。

コンクリ－トブロック

下枠

アンカープレート

矩計図

ブロック基礎断面図例

C - C'断面

( S = 1/50 )

( S = 1/20 )

F.L

上枠後

下枠前

鼻隠し前

壁パネル

下枠後

床補強

棚受

床板

棚板

屋根板 鼻隠し後

もや D-A3.5S , もや E-A3.5SW

上枠前

間柱前

上レール
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下レール

上 枠 左,右

部 材 名

上 枠 前（後）

扉

壁 パ ネ ル

アンカープレート（L）

袖 壁

間 柱

床 板

柱

上レール

屋 根 板

床 補 強

サイズ（巾×高サ）部 材 名

扉 右

扉 左

袖 壁

壁パネル

壁パネル

L-A

L-E

L-F

L-E

L-E

＜一般型＞もや B-A3.5

もや E-A3.5SW＜積雪型＞

もや D-A3.5S＜積雪型＞

上枠補強（積雪型のみ）

下枠前（側・後）

鼻 隠 し 前

鼻 隠 し 後

塗装溶融亜鉛めっき鋼板

材 質

アルミニウム合金押出形材

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

塗装溶融亜鉛めっき鋼板（後塗装仕上げ）

JIS G3312 塗装溶融亜鉛めっき鋼板 CGCC

JIS G3312 塗装溶融亜鉛めっき鋼板 CGCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 （ツートンカラー）

塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 （ツートンカラー）

JIS G3312 塗装溶融亜鉛めっき鋼板 CGCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3321 溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 SGLCC
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国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事

※耐積雪80cm以上とする。
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訂 正 設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

仮設計画図
1:400 (A3)
1:200 (A1)

ゴミステーション

仮設計画図 S=1/200

道
路
境
界
線

既存樹木

既存樹木 7本

既存ネットフェンス H=3,000

既存ネットフェンス H=3,000既存U240

339.05=設計基準GL

339.45
T3

339.12

338.41

339.15

共架インターホンNO.1 長野市
NTT 屋島幹9L2
中電 00エ093

中電柱
00ｴ092

既存鋼製デザインパイプ H=1,100

既存南校舎

既存屋内運動場

既存器具庫
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4 アルミパネルゲート H=4.5m W=6m
杭工事引継利用

4

3

2

記号№

1

仮囲い

仮囲い

成形鋼板 H=3.0m

5

6

7

8

9

10

ガードフェンス H=1,800

敷鉄板 t22 1,524×6,096

ゲート アルミパネルゲート W=6,000 H=4,500 引分け 単管支柱

より引継利用

○

○

○

○

○

撤去杭地業工事設置

－

摘 要

仮設物一覧表

数量

3.2m

237.95m

33枚

1ヶ所

ゲート アルミパネルゲート W=13,500 H=4,500 引分け 単管支柱 1ヶ所

交通誘導員1 242人

交通誘導員2 242人

敷鉄板 3枚 ○

ゴムマット t15 1,000×2,000 13枚 ○

敷鉄板 t22 1,524×6,096（杭地業工事の鉄板盛り替え） 42枚 ○

－
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－

－

－

－
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○

－

－

5 アルミパネルゲート H=4.5m W=13.5m
杭工事引継利用

1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出
長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号
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40,000

水路：W=600

（設置・撤去の○印は本工事とする）
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国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事

6 交通誘導員1

7 交通誘導員2：常時誘導位置

7 交通誘導員2：大型資材、重機の搬出入時のみ配置

※仮囲い、ゲート、ゴムマット、敷鉄板については

令和2年2月1日から引継利用とする。

9 ゴムマット t15 1,000×2,000 13枚
杭工事引継利用

3

1 ガードフェンス H=1.8m L=1.6m
杭工事引継利用

3
2,
50
0

2
3,
0
00

2 成形鋼板 H=3.0m L=237.95m
杭工事引継利用

t22 1,524×4,572

8 敷き鉄板 t22 1,524×4,572 3枚
杭工事引継利用

3 敷き鉄板 t22 1,524×6,096 33枚
杭工事引継利用

4 22

3 敷き鉄板 t22 1,524×6,096 33枚
杭工事引継利用を示す

7 8

10 敷き鉄板 t22 1,524×6,096 42枚
杭地業工事引継盛り替えを示す

10 敷き鉄板 t22 1,524×6,096 42枚
杭地業工事引継盛り替え

9,350



階

1

合計

2

合計

■窓その他の開口部を有しない居室（令116条の2）・排煙設備（令126条の2）の検討

部屋名

多目的ホール全体

屋内運動場

体育準備室

■消防法の無窓階の検討（消防法施行令10条）

延床面積（㎡）

多目的ホール

屋内運動場

多目的ホール

屋内運動場

合計

建築基準法施行令第126条の2 1項2号により設置免除。

30.00

500.08

366.01

45.30

411.31

係数

1/50

係数

1/30

1/30

0.600

13.710

1.200

66.92

13.983

OK

OK

OK

無-1

無-2

無-3a

無-3b

無-4

無-5

無-6

多目的ホール 小計

無-7a

無-8

無-9

無-10

無-11

無-12

屋内運動場 小計

無-14

無-15

無-16

W

AW-A01(0.60㎡）建具表より

W

1.620

1.720

1.620

1.320

1.500

1.100

0.800

1.600

0.800

0.600

3.140

1.800

2.000

1.620

1.720

1.100

1.700

無-1,-2,-3a,-4,-6,-5,-7,-8は大開口部：750W×1200Hを示す。

無-3b,-9,-15は小開口部：500Φの開口部を示す。

＊ST4：学校用複層ガラス（ST4+A12+ST4)

×

×

H

H

1.600

1.600

2.000

1.600

2.200

2.200

2.000

1.360

2.000

1.160

2.200

2.200

2.200

1.500

1.500

1.500

2.350

×

×

個数

2

個数

3

3

1

1

1

1

2

4

1

4

1

1

3

6

3

1

1

係数

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1/2

=

=

1.200

7.776

8.256

1.620

2.112

3.300

2.420

3.200

28.684

8.704

1.600

2.784

6.908

3.960

13.200

38.236

66.920

7.290

3.870

0.825

1.998

13.983

階

1

2

階

1

2

階

1

2

階

1

2

階

1

朝陽小学校 採光・換気・排煙・消防法無窓階のチェック

■採光上の無窓居室 窓その他の開口部を有しない居室等（令111条・令116条の2）の検討 居室の採光（令19条）の検討

多目的ホール棟

部屋名

多目的ホール

事務室、静養室

給湯室

更衣室

学習室

図書コーナー

部屋名

体育準備室

アリーナ

控室・ステージ

■採光補正係数の検討 Ａ=（Ｄ/Ｈ×α）－β 用途地域無指定：α=10、β=1

部屋名

多目的ホール

学習室

■居室の換気（法28条）の検討

多目的ホール棟

部屋名

多目的ホール

事務室、静養室

給湯室

更衣室

学習室

図書コーナー

屋内運動場棟

部屋名

アリーナ

控室・ステージ

体育準備室

屋内運動場棟

185.45

47.38

7.84

11.48

216.00

18.77

30.00

840.00

（Ｄ

9.000

9.000

185.45

47.38

7.84

11.48

216.00

18.77

840.00

30.00

1/5

1/20

1/20

1/20

1/5

1/20

係数

1/20

1/20

／

係数

1/20

1/20

1/20

1/20

1/20

1/20

係数

1/20

1/20

37.090

37.090

0.574

43.200

43.200

0.939

1.500

42.000

42.000

Ｈ

5.4320

1.6320

9.273

9.273

機械換気による

機械換気による

0.574

10.800

10.800

0.939

42.000

42.000

1.500

68.580

2.482

69.120

2.210

6.528

×

10.944

1.241

11.520

1.105

2.160

判定

OK

OK

OK

OK

判定

OK

OK

α）

10

10

判定

OK

OK

OK

OK

判定

OK

OK

－

W

5.025

5.310

1.620

1.320

1.700

5.025

5.310

5.025

1.700

W

1.600

β

1.0

1.0

W

5.025

5.310

1.620

1.320

1.700

5.025

5.310

5.025

1.700

W

SD-A01(4.40㎡）建具表より

AW-A01(1.08㎡）建具表より

×

×

＝

×

×

H

1.600

1.600

2.600

1.600

1.460

1.500

1.500

1.500

1.300

H

1.360

A

15.568

54.147

H

1.600

1.600

2.000

1.600

1.460

1.500

1.500

1.500

1.300

H

×

×

×

×

×

×

係数

3.000

3.000

3.000

3.000

合計

1.000

3.000

3.000

3.000

合計

1.000

係数

3.000

3.000

3.000

合計

係数

1/2

1/2

1/2

1/2

合計

1/2

1/2

1/2

1/2

合計

1/2

個数

合計

=

=

採光補正係数

3

3

=

=

24.120

25.488

12.636

6.336

68.580

2.482

22.613

23.895

22.613

69.120

2.210

6.528

4.020

4.248

1.620

1.056

10.944

1.241

3.769

3.983

3.769

11.520

1.105

13.200

2.160

無-13

床面積（㎡） 係数 必要面積（㎡） 有効面積（㎡）

非常照明

非常照明

有効面積（㎡）必要面積（㎡）床面積（㎡）

床面積（㎡） 必要面積（㎡） 有効面積（㎡）

床面積（㎡） 必要面積（㎡） 有効面積（㎡）

床面積（㎡） 必要面積（㎡） 有効面積（㎡）

必要面積（㎡） 有効面積（㎡） 判定

判定

4

2

3

2

AW-A21(11.07㎡×4）建具表より

AW-A22(17.08㎡×2）建具表より 102.480

132.840

241.848241.848

AW-A21(4.47㎡）建具表より

AW-A22(6.92㎡）建具表より

17.880

13.840

44.84044.840

1103.52

1603.60

53.45

A-86

訂 正

長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号

設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

- (A3)
- (A1)

1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出 消防法無窓階のチェック
採光・換気・排煙・

国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事

1/2

1

無-7a 1.600 1.360 1 1.0801/2

1/2

1/2

1/2



既存建物①

既存建物⑤

既存建物②

南校舎改修工事箇所
印刷室・学年会室

渡り廊下

渡り廊下
工事車両進入口
渡り廊下通り抜け
W2,700 H2,500

既存器具庫

除却ネットフェンス：L=22.2m H=1.8m

A-87

訂 正

長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号

設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

受水槽基礎 仮設計画図
1:200 (A3)
1:100 (A1)

国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事

1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出

除却建物：コンクリートブロック造
平屋建 15.59㎡

除却受水槽基礎

市道 朝陽181号線より進入

29,400

1
1
,9
0
0

3,
60
0

仮囲い：全鉄製フェンスガード L=44.9m H=1.8m

37 40 50 60 70

10 18

36

渡り廊下

1

19 20 30

80 90 100

キャスターゲート：W=3.0m H=1.8m

2,000

新設ネットフェンス：L=34.0m H=1.8m

3
,0

5
0

平 面 図 S=1/100
新設受水槽基礎及びネットフェンス施工完了後、既存のポンプ室、受水槽基礎及びネットフェンス除却とする
仮設材は存置3ヶ月とする

水
槽

新設受水槽基礎

71 103

ゴムマット t15 1,000×2,000 103枚

交通誘導員59人



A-88

訂 正 設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

受水槽基礎詳細図
1:100 (A3)
1: 50 (A1)

国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事

長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号
1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出

7,600

3,400 1,600 400 1,600 400 200

3,000 4,600

200 2,800 200200

4,
4
00

2
00

4,
0
00

2
00

2,
5
00

1,
5
00

4,
8
00

20
0

4,
4
00

2
00

4,
4
00

2,
7
00

1,
7
00

7,400

3,400 1,600 400 1,600 400

4,
4
00

100 7,600 100

3,200 4,400

200 2,800 200 200 1,600 400 1,600 400 200

100

2
,1
0
0

15
0

50
1,
90
0

1,
4
00

5
0
0

30
0

1
,
40
0

20
0

9
00

5
0
0

WL
GL

1,
9
50

45
0

1,
5
00

2
50

7
50

5
0
0

3,400 1,600 400 1,600 400

200 2,800 400
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施錠装置

GL

1
,8
0
0

GL

ラップルコンクリート：18N-15-25

ラップルコンクリート：18N-15-25

ラップルコンクリート：18N-15-25

昇降用ステップφ19
W=300 @300 N=4本

水槽用マンホール鉄蓋 φ600

WL

WL

機械基礎 H=200

S=1/50フェンス詳細図
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S=1/50フェンス詳細図

受水槽内部床、壁はポリマーセメント系塗膜防水とする

受水槽

受水槽

受水槽

受水槽 受水槽

受水槽内部床、壁はポリマーセメント系塗膜防水とする

床：ポリマーセメント系塗膜防水

壁：ポリマーセメント系塗膜防水

壁：ポリマーセメント系塗膜防水

床：ポリマーセメント系塗膜防水

壁：ポリマーセメント系塗膜防水

床：ポリマーセメント系塗膜防水

型枠は普通合板型枠とする
GLより上部の壁をコンクリート補修とする


